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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　日々増大する魔人の脅きよう威いに対抗すべく、史上初めて世界連合が結成された。

　そして、イース神しん聖せい国こく国家元首である創そう神しん教きよう教きよう皇こうエカテリーナの号令により、ついに人類から魔人への攻勢が始まった。

　魔人領攻略作戦である。

　以前のブルースフィア帝国領であった頃と違い、多くの魔物が跋ばつ扈こするまさに魔境といえる地域に向けて進軍する各国の兵士たちだったが、その顔には悲ひ壮そう感かんは漂ただよっていない。

　なぜなら、アールスハイド王国軍を除く各国連合軍には、ある人物たちが同行していたからである。

『アルティメット・マジシャンズ』

　元はアールスハイド高等魔法学院の『究きゆう極きよく魔ま法ほう研けん究きゆう会かい』という名の研究会の一つであったが、魔人に襲われたスイード王国を救いに行く際に研究会の会長であるシンがアルティメット・マジシャンズを名乗ったことで、その名は一気に世界中に広まった。

　彼らは小型、中型だけでなく、大型の魔物ですら鼻歌まじりで討伐することができ、災害級ですら無傷で討伐することができる。

　さらに彼らはすでにスイード、クルトと二度に渡る魔人の襲撃を防衛するだけでなく、反撃を加え魔人側に損害を出すことに成功している。

　しかも、それを個人で行うことができる。

　そんな人物たちが各国に三名ずつ配置されているのだ。

　魔人領での戦闘も、災害級は全て彼らに任せることになっている。

　悲壮感など漂うはずもない。

　だが、兵士たちに楽観の気配はない。

　自分たちの戦闘を楽にしてくれているのが、成人したばかりの魔法学院生であることを兵士たちは皆恥じていた。

　本来なら自分たちが守るべき年代の少年少女たちに守られているという事実が、プライドを損なうより、申し訳なさと情けなさを生んでいた。

　大型までの魔物討伐であるが、彼らに情けない姿だけは見せまいと、兵士たちの士気は高かった。

　こうして士気あがる兵士たちは旧帝国領に向けて進軍していき、国境付近に差しかかったところで作戦初日の日は暮れた。













　初めて魔物に遭遇した後は、特に魔物も現れず、予定通り旧帝国国境付近まで進軍できた。

　今日はここで野営である。

　これだけの集団で固まっていると魔物が寄ってきそうであるが、野営地の外郭に魔物避けの魔道具を設置するので魔物は寄ってこないらしい。

　ちなみに、魔物避けの魔道具と呼ばれているが、実際は魔力遮断の魔道具だ。

　ひも状になっていて、野営地をぐるりと囲い、魔道具に囲われた中の魔力が感知できなくなることで魔物避けになる。

　魔力を外に漏らさないだけで、俺らの姿は丸見えだけど、魔力を遮断すると、魔物はほとんど現れないとのこと。

　常時発動型ではないので、夜中に交替で魔道具を起動させ続けるらしい。

　魔物も『ほとんど』現れないのであって『全く』ではないので、見張りの意味もある。

　そういえば、こういった野営は初めてだな。

　不謹慎ながらもちょっとワクワクしていると、案内の兵士さんに声をかけられた。

「失礼致します。御み使つかい様と聖せい女じよ様、戦いくさ乙女おとめ様の野営の準備が整いました」

　先程の戦闘以降、マリアは『戦乙女様』と呼ばれるようになった。

　二つ名で呼ばれ慣れてないマリアは、その都度羞しゆう恥ちで身み悶もだえてる。

　まあ、そのうち慣れるだろうと、悶えているマリアは放置して、呼びに来た兵士さんに付いていき、野営をするためのテントに辿り着いた。

　二人用と一人用のテントが張られていて、そこで寝るようにとのことだ。

　そしてその兵士さんは、とんでもないことを言い放った。

「それでは、こちらが御使い様と聖女様のテントで、こちらが戦乙女様のテントです」

「は？」

「ふえ？」

　兵士さんは俺とシシリーを二人用のテントに、マリアを一人用のテントに案内しやがった。

　ちょ、ちょっと！　この戦時下に男女で同じテントに泊まれってか!?

　確かに、シシリーは婚約者だけども、こんな状況で同じテントに泊まれる訳ないでしょうが！

「それから、その……独り者も多いので……できれば、防音の魔道具か結界を……」

「この状況でそんなことするかあ！　っていうか、一緒のテントにも泊まるかあ！」

「え？　そうなのですか？」

「そうなのですよ！」

　本気で驚いた顔をする兵士さん。

　なんでビックリしてんだ!?

「さっき言ってたじゃないですか。独り者も多いって。そんな中で、いくら婚約者とはいえ、同じテントに泊まったら、すごく反感を買いますよね？」

「そうですね」

　アッサリ肯定しやがった！

「そうすると、余計なところから不満が出るかもしれないじゃないですか。俺がこっちの一人用のテントに泊まるんで、シシリーとマリアはこっちの二人用のテントに泊まります。それでいいよね？」

　そう言って、シシリーとマリアに同意を求めた。

「私は大丈夫です」

「私もいいけど、いいの？　アンタたちは」

「シン君と同じテントに泊まって、朝皆の見てる中でテントから出てくる勇気がないです……」

　マリアの質問にシシリーは顔を真っ赤にしながら答える。












　絶対、好奇の目で見られるからな。

　もちろん、俺にもそんな勇気はない！

「かしこまりました。

　はあ……良かったです。もし一晩中声が聞こえていたらと思うと……」

「だから、そんなことしないって言ってるだろう！」

「はうう……」

　心配事の方向がおかしいよ！

　ほらぁ、シシリーが恥ずかしがって俺の後ろに隠れちゃったじゃないか。

「それでは、懸念もなくなったことですし、夕食にしましょう。あちらの天幕で夕食の用意をしております。進軍中の食事ですので、あまり期待はしないでください」

「野営の準備は全部任せてますからね、文句なんてつけませんよ」

　寝ずの番も免除されているし、これで文句を言ったらバチが当たるよ。

　……さっきのは別だ！　あれは文句を言ってもいい場面だ！

「それから、食事が終わりましたら、あちらの天幕に風呂の用意がしてあります。あちらが男性用、こちらが女性用です。まあ、入り口に男性兵士、女性兵士が立っておりますので、間違えることはないでしょう」

　なんだ？　間違えろフラグか？

　まあ、実際に食事を終えて風呂に向かうと、兵士さんが二人立っていたので、見張りがいないうちに間違えて女風呂に入っちゃった、なんてことにはならないだろう。

　頻ひん繁ぱんに出入りもあるし。

　それにしても、野営で風呂か。

　聞いたところによると、この風呂で使われている給湯の魔道具はばあちゃんが開発し普及させたもので、この魔道具の登場により、入浴が一般に広まったそうである。

　スゲエな、ばあちゃん。

　こうやって、皆の役に立つ魔道具を作って広めているばあちゃんのことを改めて尊敬し、それが俺の祖母だということが誇らしくなった。

　風呂用の天幕は二重になっており、入るとまず脱衣所がある。

　そこで服を脱いでもう一つの仕切りを潜ると浴室があり、大きいビニールプールみたいな風呂が設置されていた。

　なるほど、ビニールプールみたいに空気を入れて風呂にしてんのか。何かの魔物の革かな？　これなら持ち運びもできるし、お湯は魔道具でまかなえる。

　野営中でも風呂に入れる訳だ。

　……これがあるのに、浮き輪がないのが不思議だ。

　風呂にお湯を供給しているのは給湯の魔道具だ。

　この魔道具は、蛇口みたいな形をしており、それが風呂の縁ふちにいくつか設置してある。

　風呂に入る人が、何分か魔力を流し、お湯を足していくのがマナーらしい。

　空気中の湿気を集めて水に変換しているらしいので、天幕の中で延々と循環していくそうだ。

　さすがにシャワーはないので桶で風呂のお湯をすくって体にかけ、自然に分解される石せつ鹼けんを使って体と髪を洗い、湯船に入る前に給湯の魔道具に魔力を流してお湯を足し、湯船に入った。

「ふいい……」

　シシリーの実家に行ったときも思ったけど、馬車で長距離を移動した後って疲れが溜まってるよね。

　進軍速度の維持や、兵士さんの体力回復の意味でも、風呂は重要な意味があると思う。

「お疲れ様です、御使い様。お湯加減はいかがですか？」

「いや……その御使い様ってのはちょっと……いい湯加減ですけどね」

「フフ。そういえば、この魔道具を開発されたのは、御使い様のお婆様でしたね。愚問でした」

　湯船で進軍の疲れを癒していると、先程から案内をしてくれていた兵士さんも一緒に風呂に入ってきていた。

　どうやら、御使い様呼びを訂正するつもりはないらしい。

　面倒くさいことになっちゃったなあ。

　そんな俺の気持ちも知らず、案内の兵士さんは先程の戦闘について話をしてきた。

「それにしても、先程の戦闘での戦乙女様の魔法は凄かったです。ひょっとして、アルティメット・マジシャンズの方々は、皆あのような魔法が使えるのですか？」

「そうですね。まあ、マリアは元々、オーグ……アウグスト殿下に次つぐ三席なので優秀だったんですけどね。今は、他の皆もあれぐらいはできるかな？」

「あ、あれぐらい……ですか……」

「中にはシシリーみたいに治ち癒ゆ魔ま法ほうの方が得意だったり、近接戦もやる奴もいたり、身体強化の方が得意な奴もいますけどね」

　魔法の精密射撃練習で、シシリーの攻撃魔法も大分上達してきた。

　多少の差はあるけど、皆同じくらいの攻撃魔法が使えると言っても過言ではないだろう。

　すると、周りで聞き耳を立てていた人たちも、口々に言葉を発し始めた。

「皆があのレベルなのか……」

「え？　聖女様も、あれくらい攻撃魔法が使えるってこと？」

「あれだけ魔法が使えるのに、近接までやる奴がいるって……」

「……この作戦、俺らいるのか？」

　おっと、皆が自分たちの存在意義に疑問を持ち始めてしまった。

　ここはフォローしとくか。

「もちろん、皆さんの力は必要です。俺たちだけでこの作戦を実行したら何ヶ月……いや何年かかるか分かりません。そんなに長い期間、民衆を不安がらせる訳にはいかないでしょう？　迅速な解決のためにも、皆さんの力は絶対に必要です」

　こんな感じでいいかな？

　周りの皆さんの反応は……。

「そうか……民衆を不安にさせないため……か」

「そうだよ！　俺たちも民衆のために役立てる！」

「ヤベエ……みなぎってきたぜえ！」

「やってやる……やってやるぞ！　なあっ！　皆！」

『おおおおお！』

　うお！　ビックリした！

　急に雄叫びをあげないで！

「なんだ！　どうした！」

　ほら！　見張りの兵士さんが何事かと飛んで来ちゃったじゃん！

「な、何でもありませんよ。ちょっと気合いが入っちゃっただけですから」

「は、はあ……ならいいのですが」

　予想外に盛り上がっちゃったけど、士気が上がったんならいいよね？

　その後も世間話などをしていたが、体が十分に温まったところで、さっき盛り上がっていた兵士さんたちより先に風呂から上がった。

　その後、一定間隔で男風呂から雄叫びがあがっていたらしい。
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　シンと風呂の前で別れ、女風呂にやって来たシシリーとマリアは浴室に入って歓声をあげていた。

「わあ、本格的なお風呂じゃない」

「本当だね。野営でお風呂に入れるとは思ってなかったなあ」

　いざとなったらゲートで家に帰ろうかと話していたアルティメット・マジシャンズの女性陣だが、本格的なお風呂に満足気な様子だ。

「そういえば、聖女様のご実家は、アールスハイドのクロード子し爵しやく家けで御座いましたね。温泉で有名な」

　こちらもシシリーとマリアを案内してきた女性兵士が、声をかけてきた。

「え？　あ、はい」

「ご実家と比べて、簡素なお風呂で申し訳御座いません」

「いえいえ！　十分立派ですよ！　まさか野営でお風呂に入れるとは思ってもみなかったですから」

　これは素直な感想だ。

　もしお風呂がなく、ゲートでお風呂に入りに帰る時間もなかった場合、シシリーはシンの側に行きたくないとさえ思っていた。

　自分の臭いが気になってしまうからだ。

　ところが、ここにあるのは紛れもなくお風呂。

　そんな懸念がなくなってホッとしていたところだった。

「こうしてお風呂に入れるのは、導どう師し様さまの魔道具のお陰ですね。今の軍には経験している者はいませんが、昔の行軍ではお風呂に入れなかったらしいです」

「給湯の魔道具ですね。あの魔道具が出たとき、祖父は戦せん々せん恐きよう々きようとしたそうです。温泉の価値がなくなるって」

「それは……大変でしたね……」

　温泉を売りにしている街を抱えるクロード子爵家としては領地の経営にすら関わる大問題である。

　自分たちに風呂という恩恵を与えてくれる給湯の魔道具で、シシリーの実家であるクロード子爵家がどれだけ苦労したのか。

　そのことに思い至らなかった女性兵士は、この話題を出したことを後悔した。

　だが、当のシシリーは平然とした様子だ。

「ところが、一般に給湯の魔道具による入浴が広まったことで、逆に温泉の価値が上がったそうです。温泉は、普通のお風呂と一味違うって」

　温泉は、地熱により熱せられた地下水が湧きだしたものである。地下の鉱こう脈みやくを通って湧き出る温泉には様々な成分が含まれており、色々な効能をもたらす。

　入浴という習慣が根付いたことで、特別感のある温泉に入りたいと希望する者が以前に比べて増加。

　クロード子爵領の温泉は、その価値を一気に高めたとのことだ。

「そう考えると、うちの価値を高めてくれたのはお婆様ですね」

「お婆様？　……ああ、確か聖女様は導師様の御孫様でいらっしゃる御使い様と御婚約されていたのでしたね」

「はい」

　婚約して大分経過したためか、女性兵士の言葉に特に照れもせずに答えるシシリー。

「そういえば、私読みましたよ『新・英雄物語』。あれに書かれてることって本当なんですか？　聖女様を御使い様が助けたのが馴れ初めって」

「あう……そ、そうですね……」

　だが、シンとの馴れ初めなどを聞かれるのは照れてしまうらしい。

　赤くなり、どもりながらの返答になってしまった。

　そして、恋バナが始まったからか、周囲にいた他の女性兵士たちも集まってきた。

　女性兵士たちはシシリーに容赦なく質問を投げかけてくる。

「聖女様。御使い様のどこをお好きになられたんですか？」

「ど、どこって……気が付いたら好きになってたとしか……」

　そのシシリーの返事に沸き上がる女性兵士たち。

「じゃあじゃあ！　御使い様ってどんな方なんですか？」

「えっと……強くて、格好よくて、家族や友達思いで、その……優しいです……」

　またしても沸き上がる女性兵士たち。

「戦乙女様も、やっぱり同じ印象ですか？」

「戦乙女様って……まあ、概おおむね間違ってはないわね」

　突然、自分に質問が回って来たと思ったら、戦乙女呼ばわりである。

　そのことに釈然としないながらも答えるマリア。

「じゃあ、戦乙女様も、御使い様のこと……」

「そりゃないわね」

　即答で切って捨てたマリアに、皆意外そうな顔をする。

「確かにその印象だけだったら、同じチーム内でもシンのことを好きになる子もいると思うんだけど……」

　何か問題でもあるのか？　女性兵士たちは、息を呑んでマリアの発言を待った。

「何せ、世間知らず、自重知らずだからねえ……シンが普通だと思ってることが、私らの常識から逸いつ脱だつしてることなんてしょっちゅうよ。あんな歩くトラブルメーカー、一緒にいたら身が持たないわよ」

「むー。そんな言い方しなくても……」

　マリアの非ひ道どい批評に思わず頰ほおを膨らますシシリーだったが、マリアは取り合わない。

「アンタはシンにベタ惚ぼれだから、そういうところも許容しちゃうかもしれないけど、私らはねぇ……」

　マリアの語る、世間一般に噂されるシンの姿とは違う内容に、女性兵士たちは戸惑いを隠せない。

「でも戦乙女様の魔法も、私たちの常識からはかけ離れていると思ったんですけど……」

　シンを非常識だと断言するマリアの魔法も大概である。

　そのことを指摘する女性兵士だが、マリアからとんでもない返しがきた。

「私の魔法で驚いてちゃ、シンの魔法なんて見れないわよ？　あれの……何倍かしら？　シシリー、シンの本気ってどれくらいなの？」

「さあ？　本気出してるところなんて見たことないから……荒野で魔法の実験をしたときも、大分抑えたって言ってたけど……」

「あ……あんな辺り一面更さら地ちにしといて、まだ抑えてんの？」

「本気出したら……街一個なくなっちゃうかも？」

　シシリーの言葉に絶句する女性兵士たち。

　そして、それをさらっと言うシシリーの様子を見て。

（どんだけベタ惚れなんだ！）

　と、心の中で総ツッコミを入れていた。

　そしてマリアは。

（街じゃなくて、国……でしょ）

　言うとマズそうなので、マリアも心の中でツッコんでいた。
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　風呂のある天幕から出て、自分のテントに戻ってきた。

　いやあ、気持ち良かったな。

　まだ体が火照っていたので、外で涼んでいると、シシリーたちも戻ってきた。

「お帰り。お風呂どうだった？」

「気持ち良かったです。まさか野営でお風呂に入れるとは思ってもみませんでしたから」

「そうね。これなら、これからの行軍も大丈夫かな」

　魔物避けと給湯の魔道具様々だな。

　さて、テントの外にいたのは涼むためでもあるが、とある目的もあった。

「俺のテントは一人用で狭いから、そっちのテントに行っていいか？」

「はい」

　そう言って、シシリーとマリアの泊まるテントに入る。

　二人用だけど、寝る訳じゃないので、十分な広さだ。

「じゃあ、この魔道具を起動して……と」

　今起動したのは『防音』の魔道具だ。

　魔道具からこのテントを囲うくらいの範囲までしか『音の振動』を伝えない。

　つまり、その範囲以上には音を漏らさない魔道具である。

　ちなみに、常時発動ではない。

　これからすることを、周囲に知られる訳にはいかないからな。

　そして、俺は、あるものを取り出した。

　取り出したのは、鈴。

　それを、オープンチャンネルに合わせた無線通信機に向けて鳴らした。

『ム？　誰だ？　シンか？』

「おう。お疲れ、今大丈夫か？」

『ちょと待て……よし、大丈夫だ』

『こっちも大丈夫だよー！』

『こちらも準備できたよ』

　無線通信機に着信を知らせる機構がないから、こちらから音を鳴らすようにしたのだ。

　すると、オーグ、アリス、トニーから返事があった。

　おそらく、周りには皆いることだろう。

「こっちは、国境に着く前に魔物と一戦交えたわ。皆は？」

『私のところは、ここに着くまでに魔物の襲撃はなかったな。もしかしたら、先行部隊が討伐していたかもしれないが』

『あたしのところは、ちょっとだけ出たよ！　でも中型ばっかりで、大型もほとんどいなかったから出番なかった！』

『僕のところも少しだけ出たねえ。でも兵士さんたちで討伐しちゃったから、僕も出番なかったよ』

　各陣営に有線の通信機を引っ張ってくる予定であるが、線を地中に埋めながら運んでくるので、行軍のスピードに若干ついてこれない。

　なので、各陣営の最新情報を知るための報告会をすることになっていた。

　ちなみに、無線通信機はまだ秘密なので、ここで知り得たことを本部に報告する訳にはいかない。

　今頃、こちらの情報を持った伝令の兵士さんが、有線通信機のところまで馬を走らせ、情報を交換して戻って来ている途中だと思う。

　それにしても魔物は、オーグのところは全く出なくて、アリスとトニーのところはちょっとだけ出たとのこと。

　俺らは結構な規模で出た。

　なに？　この差は？

「うちは、結構な数が出たよ。なんで、こんなに差があるんだ？」

『……シンがいるからではないか？』

「ちょっ！　また、トラブル体質説かよ！」

『そういうふざけた話ではなく、シンの基礎魔力量は、私たちの中でも断トツに多いだろう？　それに引き寄せられているのではないか？』

　トラブル体質説がおふざけであったと告白されたが、その後に続いた言葉に冷や汗をかいた。

　基礎魔力量というものがある。

　人間に魔力を蓄えておく器官はないが、魔力の充満している世界で生活しているからか、人間の身体は魔力を帯びている。

　それは、人間の生命活動に影響を及ぼすほどだ。

　その元から体に帯びている魔力を、基礎魔力量という。

　なので、この世界の人は魔法が使えなくても、魔道具の起動くらいはできるのだ。

　そして基礎魔力量が多いと魔法が使えるようになり、制御できる魔力量が増えると、身体に帯びる魔力量が増えるのである。

　そして、魔物は、魔力に引き寄せられる。

　訓練の時には、わざと魔力を集めて魔物を呼び寄せた。

　俺は、小さい時から、毎日魔力制御の練習をしているから、基礎魔力量も大きくなってる。

　ってことは……。

「今まで、やたらと魔物が出てきてたのは……」

『まず、間違いなくシンのせいだな』

「……マジか？」

『残念ながら、こればっかりはマジだな』

『シン君がいないからさあ、こっちは至し極ごく平へい穏おんだよ！　魔物討伐の行軍だけども！』

『そうだねえ。これが普通なんだろうねえ。平穏に感じるけど……』

「こっちは、大変だったよ……魔物が大量に現れるし、マリアは『戦乙女』なんて呼ばれ出すし」

「ちょっと！　それは報告しなくていいんじゃないの!?」

『ほう？　なにやら楽しそうなことになっているではないか』

「楽しくありませんからね!?」

『それにしても、シンのところは、三人とも二つ名持ちになっちゃったねえ。いやあ、羨うらやましい』

「言うほどいいもんじゃないわよ……恥ずかしいったら……」

　結局その日は、魔物の出現状況を報告しあっただけで、後は雑談になってしまった。

　報告を終えた俺は、二人におやすみと言ってから自分のテントに戻った。





　　　　　◆






　指揮官の宿泊する天幕は、作戦会議も行うことがあるため、かなり大きい造りとなっている。

　その天幕に、ダーム王国軍の司令長官であるラルフ＝ポートマンを始め、御使い・聖女反対派の面々が集まり、悲痛な表情をしていた。

「ラルフ様……あれに勝てるのですか？　しかも、あの魔法を放ったのは、シン＝ウォルフォードではなかったらしいではないですか」

「チームのメンバーであの威力。代表の奴ならばどれほどの魔法を放つのか……」

　マリアの魔法を目の当たりにした反対派は、さすがにこれに勝つのは無理ではないか？　こうなれば、甚はなはだ不本意ではあるが、例の称号も受け入れざるを得ないのではないか？　そう、諦め始めていた。

　反対派の人間のほとんどが、シンの御使い宣言を取り下げさせることを諦めようとしていたが、ラルフだけは、諦めることができていなかった。

　彼は、真面目なのである。

　真面目すぎて、他の皆のように、柔軟に物事を受け入れることができない。

　神の御使いと呼ばれる者は、真しん摯しに神を敬っている人間でなければならない。

　聖職者でなければならないとさえ思っている。

　そんな彼に、シンのことを受け入れろというのは、とても無理な話なのだ。

「まだだ、まだチャンスはある……魔人を……魔人を先に討伐できれば……」

　ブツブツ言い始めたラルフを見て、これ以上の話し合いは無理だと判断した他の人間は、ラルフを残して天幕を出た。

「ポートマン長官、思い悩まれていたな……」

「くそっ！　何が神の御使いだ！　創そう神しん教きよう徒とでもないくせに！」

「我々はポートマン長官を支えていこう。何か手があるはずだ」

　彼らは皆創神教の信徒である。

　というより、この世界の人間のほとんどがそうである。

　さらに、ダームはイース建国以前の創神教の本部が置かれていた国という歴史的背景から、非常に敬けい虔けんな信徒が多い。

　それを考えると、創神教の信徒でないシンが神の御使いと呼ばれることに違和感があるのは確かだろう。

　だが、シンを神の御使いと正式に、何十万人という聴衆の前で発表したのは、その創神教の教皇、エカテリーナに他ならない。

　にもかかわらず、エカテリーナの言葉を否定し、シンの神の御使いという称号を取り下げさせようと行動する。

　傍から見れば、異常な行動である。

　だが、あの天幕の中にいた人間は自分が異常な行動を取っていることに気が付いていない。




　それは……。




「ゼスト隊長、今度はうまくいってくれますかね？」

「どうだろうな」

「前回は失敗しましたからねぇ」

「……失敗したところで、我々にはなんの損害もないがな」

「……」

　軍が警戒体制を敷いている陣の中に侵入している存在がいた。

　魔人ゼストとローレンスである。

　陣に施されている魔物避けは、魔物が人間の魔力を察知して集まってこないように魔力を遮断するだけのものであるので、目で見て思考できる魔人に対しては、全く意味をなさない。

　魔物のみを警戒している兵士たちの目を易やす々やすと掻かい潜くぐり、ラルフの天幕に侵入していたのである。

　そして、彼らの目的は……。

「このまま旧帝都に来られては面倒だからな。別のことで踊ってもらわないとな」

「シュトローム様も楽しめない……ですね」

「そういうことだ。それに……」

　ゼストはそう言うと、机に肘をついてブツブツ言っているラルフに手を伸ばした。

「こういう正義感の強い奴は、思考を誘導しやすいからな」

　伸ばした手から魔力を放出しているゼストはそう呟いた。

　ゼストがラルフたちの思考誘導をしているのを見ていたローレンスだったが、今回の行動に一つ気になったことがあった。

「そういえばゼスト隊長」

「なんだ」

「シュトローム様が仰っていた例のアレ。いつ頃投入しますか？」

「そうだな……」

　ローレンスの言葉に少し考え込むゼスト。

　その間も魔力は放出し続けている。

　しばし黙考していたゼストだったが、やがて決まったようだ。

「人間たちがこちらに踏み込んですぐに投入しよう」

「すぐ、ですか？」

「ああ。最初からキツイ思いをしてくれれば、この事態をすぐに解決したいと思うようになるだろう。そんな時に、奴らの所在が知れればどうなる？」

「……早く事態を解決したいので、そちらに向かいますね」

　ローレンスはゼストの決定に納得した。

　やがてラルフたちへの魔力放出と思考誘導を終えたゼストは、天幕を後にしながらこう呟いた。

「さて、今回はどんな見世物を見せてくれるのか。シュトローム様も、もちろん我々も楽しみにしているぞ」





　　　　　◆






　魔人領に侵攻する前日。

　アールスハイド軍も、魔人領との境、旧帝国領国境付近で野営をしていた。

　他の周辺国と比べても国の規模が大きいアールスハイドは、エルスやイースの加勢を受けずに数万の大軍をこの軍事行動に参加させることができている。

　そんなアールスハイド軍では、他の周辺国にはない、ある措そ置ちが取られていた。

　騎士学院、魔法学院の生徒の動員である。

　世界連合が締結でき、戦力的には問題はなくなったのだが、夏季休暇前から、万が一の為に異例の魔物討伐訓練を受けていた彼・彼女らは、すでに何体もの魔物を討伐する実績を上げている。

　エルスとイースの助力を受けないアールスハイドとしては、少しでも戦力が欲しいところであり、なおかつ学生達に訓練ではない実戦を経験させるいい機会だとして、数百人程度ではあるが、学生達を行軍に同行させている。

　しかし、すでに何体もの魔物を討伐しているとはいえ、それはあくまで学院の訓練の一環だった。

　だが今回のこれは、軍による本物の作戦行動。

　しかも、アールスハイドだけでなく、複数の国で同時展開される、世界的な作戦なのである。

　そんな作戦に動員された騎士学院生の集まる一角で、緊張した面おも持もちの同級生に声をかける存在があった。

「口数が少ないわねクライス。まさか、魔物相手に緊張してんの？」

　騎士学院一年次席のミランダである。

「ミランダか……いや、魔物は訓練で散々狩ってきたからな、それほど緊張している訳ではないが、なにせ世界規模の作戦だ……それに参加することに緊張してしまう」

　騎士学院一年首席のクライスを始め、他の学生たちも緊張している様子である。

　それもそのはずで、今までなら、騎士学院生を軍の指揮のもと戦場に駆り出すなど、なかったことである。

　それが、世界同時進行の作戦に駆り出された。

　いくら魔物討伐の経験があるとはいえ、緊張して当然だろう。

「お前は随分余裕そうだな？」

　魔物の討伐より、作戦に参加することの方が緊張するというクライスに対し、騎士学院一年次席のミランダにはそんな様子は見られない。

　不思議に思ったクライスが問うと、知らない固有名詞を出された。

「うーん……マリアの苦労を聞いてるからかな。自分がそんなに大層な立場にいると思えないのよ」

「マリア？」

「覚えてないの？　まあ、アンタたちは合同訓練の時、ウォルフォード君の彼女……今はもう婚約者か。その子に熱を上げてたからねえ。その子の他に、もう一人いた女の子よ」

　シシリーに熱を上げ、一瞬でシンに持っていかれた苦い記憶が甦よみがえり、若干落ち込むクライス。

「あの合同訓練の後、妙に気が合ってね、ちょくちょく会うようになったのよ」

「そうだったのか？」

「シシリーって子と幼馴染みだったらしいんだけど、ウォルフォード家に嫁入り準備をしに行くようになって、暇になったらしくて、それからはしょっちゅう一緒に遊びに行くようになったわね」

「よ、嫁……」

　あのシシリーを嫁に貰えるとは、なんて羨ましい……！　と、そんな表情でクラウスは歯を嚙み締めた。

「はあ……まだ引ひき摺ずってんの？　もう諦めなさいよ。陛下公認の婚約よ？　しかも、ウォルフォード君は、神の御使いとまで言われている、今やアールスハイドだけじゃない、世界の英雄になろうかっていう人間なのよ？　アンタなんか、逆立ちしたって勝てっこないよ」

「……」

　反論の余地もないミランダの言いように、クライスはますます落ち込んでいく。

　そんな二人に声をかける者がいた。

「その辺にしといてあげなよミランダちゃん。クライスが使い物にならなくなっちまうよ」

「フフ、随分と頼もしくなりましたねミランダ。嬉しいですよ」

「ジ、ジークフリード様！　クリスティーナ様！」

　ジークフリードとクリスティーナは、普段は宮きゆう廷てい魔ま法ほう師し団だんと近この衛え騎き士し団だんという、戦場には出ず、王城と王族の守りを固める部署に勤めているが、合同訓練の際、学生たちを引いん率そつした実績を買われ、動員された学生たちの面倒を見ていた。

　突然現れた引率役に、驚いて姿勢を正す騎士学院生たち。

　そんな彼らをよそに、ジークフリードは、先程気になる発言をしたミランダに話しかけた。

「それにしても、マリアちゃんと友達になったって？」

「は、はい！」

「そんなに固くならなくてもいいよ。で？　どんな話をしてたの？」

　ジークフリードに話しかけられ、一瞬で真っ赤になったミランダは緊張気味に返事をする。

　シンはまったく信じていないが、ジークフリードは、女子から非常に人気がある。

　彼は魔法使いであるが、魔法使いだけでなく騎士の中にもファンが多くいることからもその人気ぶりが分かる。

　ミランダもその中の一人なのである。

　憧れの人を前に緊張するなという方が無理だろう。

「えっと、えっと……シシリー……さんがウォルフォード君と婚約して、毎日イチャイチャしてるところを見せつけられて……イライラするより悲しくなってくるとか……」

「ああ……」

「アタシらに出会いはあるのか？　とか……」

「……」

「……どうすれば、いい男と出会えるのか？　とか……」

　マリアと戦闘についてどんな話をしていたのか興味があって話を聞いたジークフリードだったが、ミランダの口から出てきたのは戦闘とはまったく関係ない話だった。

「もういい！　もういいよミランダちゃん！」

　聞いていて悲しくなってきたジークフリードは、もう話さなくていいと話を打ち切った。

　そんなミランダを見ていたもう一人の引率、クリスティーナがミランダの肩に手を置き、そっと微笑んだ。

「ミランダ……」

「はい？」

「……お互い、頑張りましょうね」

「クリスティーナ様……はい……」

　お互い、いい男を見つけられるように頑張ろうと励まし合う二人。

　そんな悲しい励まし合いの中、クリスティーナはあることに気付いた。

「あら？　その剣は……」

「あ、はい。ウォルフォード商会で購入したエクスチェンジソードです」

「ですね。軍に入隊してから支給されるものですので、どうしたのかと思ったのです。自分で購入したのですか？」

「はい。マリアに勧められて。あとこれも」

　そう言って、足下を見た。

「フム。ジェットブーツも購入済みでしたか」

「マリアも買うって言うので、アタシも購入したんです。一緒に魔物狩りのアルバイトをしたりして、大分使いこなせるようになりました」

「そうですか。素晴らしいですミランダ。シンたちとの実力差に絶望せず、その差を縮めようというその心意気。他の者にも見習って欲しいですね」

　シシリーがシンの家に通い、嫁入りの準備をしていた頃、残されたマリアが何をしていたのかといえば、ミランダと友好を深めていた。

　いい男に出会う前に、いい女友達に出会っていたようである。

「まあ……マリアの負った責任に比べれば、アタシなんて全然ですけどね」

　同じ女性騎士として尊敬しているクリスティーナに褒められたミランダだが、その顔に喜びはない。

　アルティメット・マジシャンズとして、この作戦の要にいる友人。

　実力も、その立場も自分のはるか先にいるマリアのことを思えば、自分の実力などまだまだ及ばないこと。

　そして、マリアの抱える責任に比べたら自分の立場のなんと甘いことか。

　それを思えば、先輩騎士達や引率までいる自分が、すごく情けなくなってくる。

　緊張より、不ふ甲が斐いなさの方が勝っているのである。

　そんなミランダを見て、クリスティーナはある言葉をかけた。

「……強くなりたいですか？」

「はい。せめて、マリアの友人だと、胸を張って言えるくらいには」

　ミランダの目には、強くなりたい、友人の助けになりたいという意志が込められていた。

　それを聞いたクリスティーナは大きく頷うなずくと、ミランダにあることを告げた。

「よく言いました。ミランダ、貴女に申し付けます」

「は、はい！」

「貴女は、私と共に前線に出なさい。私が直じかに鍛えてあげます」

「え？」

「分かりましたね？」

「は、はい！　ありがとうございますクリスティーナ様！　アタシ、頑張ります！」

「フフ、いつか、マリアさんと肩を並べられるといいですね」

「はい！」

　こうして、学生たちの中で、ミランダだけは特別に最前線に出ることを許された。

　そのことを申し伝えたクリスティーナは、ミランダを引き連れて食事へ向かってしまった。

　その光景を、残されたジークフリードと他の学生たちは、呆ぼう然ぜんと見送った。

「クリスもミランダちゃんも、周り女で固めてどうすんだよ……っていうか、引率は？」

　当分彼女らに春は来そうにないと、そして、引率は自分だけでやるはめになりそうだと、溜め息を吐くジークフリードであった。













　魔人領との国境で野営をした翌日。

　いよいよ魔人領に踏み込む時がきた。

　余談だが、昨日はシシリーとテントを共にしなかったことで、男性兵士さんたちから尊敬の目で見られた。

　あんな可愛い婚約者が同行しているのに我慢できるとは、鉄の意志を持っていると、絶賛されてしまった。

　……そういう尊敬はどうなんだろうと思わなくもないが……男性兵士さんたちの余計な反感を買わなかったのは、よしとしよう。

　さて、ついに踏み込んだ魔人領だが……踏み込んですぐに魔物が大量に……とはならなかった。

　そりゃそうだ。

　魔物が律儀に国境を守ってる訳がないし、魔人領の境目に結界が施されていて、それを魔物が越えられないとか、そんな訳でもない。

　索さく敵てき魔ま法ほうを使ってみるが、今のところ周囲に魔物の気配はない。

　そんな魔人領を進むこと三十分。

「おっと。おいでなすった」

　ようやく魔物の反応があった。

　その反応はかなりの数になっており、それがまっすぐこちらに向かっている。

　おそらくこちらの……俺の魔力を感知したのかなあ……。

　魔物たちがあちこちから集まり始め、段々と数を増やし、大規模な群れになってきている。

「やっぱり、数が多い。魔人領が魔物で溢あふれてるってのも誇張じゃないな」

　この群れで終わりではないだろう。

　むしろこの後、どれくらい集まってくるのか……。

「総員、戦闘態勢！　相手は魔物だ！　余計な作戦など必要ない！　斬って斬って、斬り捨てろ！」

『オオオオオオオ！』

　ダームの指揮官と思われる人物の声が戦場に響き渡り、それに呼応して兵士たちが自分を鼓こ舞ぶするために雄叫びをあげる。

　こうして、魔人領攻略作戦は本格的にスタートした。

「魔法師団！　攻撃魔法、撃て！」

　ダーム、エルス、イース連合軍の指揮官が号令を発し、魔法師団が詠えい唱しようを始め、一気に魔法が放たれた。

　威力はそれほどでもないけど、大勢が一斉に魔法を放つと、それだけで大迫力だな。

　そして、魔法師団が魔法を放ち終えると、今度は騎士や兵士たちが魔物の群れに突っ込んでいった。

　さすがは国の正規軍。中型までの魔物ならほとんどが単独で狩っている。

　大型の魔物も、複数人で対処し問題なく狩れてる。

　昨日はあまり見ることができなかった軍の活躍に、マリアが感嘆の声をあげた。

「凄いわね。これは、私たちの出番はないんじゃない？」

「そういうフラグ臭いことを言ってると……」

「あ。出ましたね」

「……」

「わ、私のせいじゃないでしょ!?」

　言ったそばからこれだ。

　中型、大型とは規模が違う禍まが々まがしい魔力。

「災害級出現！　総員、速やかに後退！　周りの小物を御み使つかい様方に近付けさせるな！」

　作戦は皆に浸透しているようで、災害級に対峙する者はいない。

　むしろ俺たちが戦いやすいように場所を開けてくれている。

　そんな兵士さんたちの気遣いを受け戦場にでると……いた。

　現れたのは、超大型の狼。

　人の言葉を話しそうな奴だ。

　通常、狼は中型に分類される。

　だが、魔物化し、年月が経つと次第に取り込む魔力量が大きくなり、大型化する。

　そして、その後も魔力を取り込んでいった結果……災害級になることがある。

　ここで注意しないといけないのは、時間をかけて災害級に至るということだ。

　魔物化した時点で災害級になる獅子や虎に比べて、年月をかけて災害級に至るので、災害級の狼は狡こう猾かつな奴が多い。

　これは、レアで面倒くさいのが出てきたなあ……。

「シシリー、マリア。災害級の狼って初めてだよね？」

「はい……」

「見たことないわね……」

「アイツは、とにかく素早い。だから、足止めしてくれると助かる」

「わ、分かりました！」

「……例によって、やったことある訳ね？」

　まあそういう訳だ。

　倒せるけど、災害級の狼は非常に面倒くさい。

　なので、ここは格好をつけずシシリーとマリアに援護してもらうことにした。

　二人に援護の説明をした後、俺はバイブレーションソードを取り出し、ジェットブーツを起動して正面から突っ込んだ。

「な!?　御使い様、無茶です！」

　戦況を見つめていた兵士さんから驚きの声があがるが、別に無茶じゃないよ。

　勢いよく正面から突っ込んできた俺を見て、狼はサイドステップで回避しようとするが……。

『ギャワン!?　ガアアア！』

　俺が突っ込むのと同時に、狼の『両サイド』に魔法を放つように指示していたシシリーとマリアの魔法が、サイドステップした狼の行動とピッタリ一致し、シシリーの氷の槍が狼の大きな体に深々と突き刺さった。

　その痛みに耐えかねたのか、狼はその大きな体を暴れさせ悶もん絶ぜつしている。

　そして悶絶することで、素早い狼の魔物の足が完全に止まった。

　せっかくシシリーが作ってくれたこのチャンスを逃すまいと、ジェットブーツを使って方向転換し、狼に近付く。

　そして、狼の首筋めがけてバイブレーションソードを横よこ薙なぎに振るったのだが……。

　ガキン！

　と、俺の振るったバイブレーションソードは、咄とつ嗟さに嚙みついてこようとした狼の牙により、剣の腹の部分を上手く嚙まれ止まってしまった。

　絶対、偶然だろ!?

　バイブレーションソードは、刃を振動させることによる切れ味が増す魔道具だ。

　そして振動している刃の部分以外は当然切れない。

　なので、剣の腹を嚙まれたことで剣が止まってしまったのだ。

「ああ！　シン君！」

　その様子を見ていたシシリーが慌てた声をあげるけど、狼もバイブレーションソードを嚙んでる以上、嚙みつこうと口を開ければ、そのままバイブレーションソードに真っ二つにされてしまうため下手に身動きがとれない。

　剣の動きを止められてしまった俺と、剣を止めたはいいが次の行動を起こせない狼との間に一瞬の膠こう着ちやく状じよう態たいが起こるが……悪いね、狼さん。

　俺、剣だけじゃなくて、魔法も使えるんだわ。

　俺は、両手で持っていたバイブレーションソードから片手を離した。

　そして、バイブレーションソードを嚙み、わずかに開いた牙の隙間から、口内に向けて、超高熱の炎の魔法を放つ。

　これで狼は後方に大きく後退するだろう。

　その隙を逃さずに仕留める！

　なんてことを考えていたのだが……。

『ギャアアアン！』

　俺の手から放出された炎の魔法は狼の口内から入り、体内を焼きつくし、狼はあっという間に絶命してしまった。

　……あれ？

　災害級の狼は頭がいいから、魔法の気配を感じたら嚙んでいた剣を放して距離を取ると思ったんだけど……。

　まともにくらったな……。

　体内を焼き尽くされ、体のあちこちから煙をあげている狼を見て、近付いてきたマリアは少し顔を顰しかめた。

「シン、アンタ……えげつないことするわね……」

「いや……膠着したから、狼を引きはがすつもりで魔法を放ったんだけど……」

「まともに口の中に魔法が入りましたね……」

　同じく近付いてきたシシリーが、口から炎の魔法が入るところを想像したのだろう、ちょっと可哀想なものを見る目で災害級の狼を見ていた。

　ま……まあ、女性陣をドン引きさせちゃったけど、何はともあれ災害級討伐完了だ。

「ス、スゲエ！　災害級の狼を瞬殺したぞ！」

「御使い様に遅れをとるな！　我らの力をお見せするのだ！」

『オオオオオオ!!』

　あまりにえげつない倒し方をしてしまったので、ちょっと微妙な感情の俺達とは違い、初めて災害級を討伐する場面に出会ったのだろう兵士さんたちの士気はうなぎ登りだ。

　これなら、魔物討伐は順調に進むな。

　それにしても、あの災害級の狼。

　過去に討伐したことのある奴に比べて、狡猾さというか、賢さというか、何かが足りない気がした。

　ただ、体が大きいだけの狼の魔物という印象が拭えない。

　なんだろう、ちょっとモヤモヤするな……。

　皆の方は大丈夫だろうか？





　　　　　◆






　シンたちが魔人領に向けての進軍を開始したころ、アールスハイド軍も魔人領に向かって進軍しようとしていた。

　野営の片づけをし、いざ魔人領に進軍しようとする前に、アールスハイド王国軍務局長であるドミニク＝ガストールが兵士たちに訓示を垂れていた。

「いいか！　我々は、他国と違ってウォルフォード君たち、アルティメット・マジシャンズの加勢を受けることはできない！　よって、災害級の魔物も、万が一魔人が現れた場合も、我々で対処しなければならない！」

　ダームでの出陣式に出席していたドミニクだが、その後すぐシンにゲートでアールスハイドまで送ってもらい、アールスハイド軍の指揮を執っていた。

　作戦内容が決まった時から分かってはいたが、ドミニクの言葉を聞き、災害級を自分たちで討伐しなければいけないことに、不安そうな顔をする兵士たち。

　そんな不安そうな兵士たちの憂うれいを晴らすように、前の軍務局長で現魔法師団長であるルーパー＝オルグランがドミニクに替わって叫んだ。

「だが恐れることはねえ！　特に魔法師団！　お前らは、賢者様の教えを実行し、これまで以上の力を得た！　俺が保証してやる。お前らは強い！」

　ルーパーの言葉に、自らを奮い立たせるように雄叫びをあげる魔法師団。

　一見、チャラそうな人間が多いが、皆やる気に満ち溢れた目になった。

「騎士や兵士たちもだ！　新たな装備を、お前たちは血の滲にじむ思い……いや、実際に血を流しながら使いこなせるようになった。私からも言おう。お前たちは強い！」

　魔法師団に対抗心を燃やす騎士や兵士たちも、ドミニクの言葉に雄叫びをあげる。

　お互いを意識し合い、その士気は最高潮にまで高まった。

「では行くぞ。進軍！」

『オオオオオオ!!』

　そうして、魔人領に進軍したアールスハイド軍。

　その中には……。

「とうとう始まったわね」

「ええ、お姉様。私たちもあの子に負けないように頑張らないと」

「そうね……妹に負けていては、姉として示しめしが付かないからね」

　そう話しているのは、シシリーの姉であるセシリアとシルビアである。

　魔法師団に所属している彼女たちも、今回の作戦に参加していた。

　シシリーに負けないようにとセシリアは言うが、妹であるシシリーに対抗しようとしている訳ではない。

　アルティメット・マジシャンズとしてシンから直接魔法を教え込まれているシシリーの実力は、二人の姉をとうに追い越している。

　戦功では勝てるはずもない。

　だが、やはりシシリーは妹であり年少者なのである。

　自分たちよりも年少の人間に、人類すべての命運を任せるなど本来ならしてはいけないことだった。

「私たち大人も頑張らないとね」

「ええ！」

　自分たちの世界は自分たちで守る。

　そんな決意はセシリアとシルビアの二人だけではなく、周りの人間全てが抱いている思いだった。

　そんな思いを込めて進軍しているが、ここでも、やはりすぐには魔物は現れない。

　だが、しばらくすると……。

「来やがったな！」

　魔法師団長であるルーパーの索敵魔法は、ここにいる誰よりも優れている。

　そのルーパーが、魔物の集団がこちらに向かってきているのを感知したのである。

　ルーパーの言葉を受けたドミニクは、すぐさま全軍に指示を出す。

「総員！　戦闘態勢！　ルーパー、頼むぞ」

「おおよ！　魔法師団！　攻撃魔法準備！」

　ルーパーの合図で魔力を高まらせる、アールスハイド魔法師団。

　そこには、他国とは明らかに違った光景があった。

　誰も詠唱をしていないのである。

「撃てえ！」

　一斉に、無詠唱のまま魔法を放つ魔法師団。

　魔法の効果をなるべく相殺しないように気を付けて放たれた魔法は、今までの魔法師団の魔法とは規模が違っていた。

　次々と魔物の群れの中に着弾していく魔法。

　その威力は凄まじく、本来ならこの後に騎士団が突撃しとどめを刺していくのだが、その前に討伐されてしまった魔物も少なくなかった。

「ス、スゲエ……」

　そんな光景を見た魔法学院の生徒が、無詠唱で大威力の魔法を放った魔法師団に熱い視線を送る。

　だが、それを見咎めた者がいた。

「おーい。何、感心してるんだよ？　君らの同輩のシンたちの魔法は、あの比じゃねえぞ？」

　ジークフリードの言葉に、高等魔法学院の生徒たちは口を噤つぐむ。

　シンを引き合いに出されたが、彼らにはある諦めがあった。

　シンは英雄であり、賢者とまで称されるマーリンと、導どう師しと呼ばれるメリダの孫。

　生まれた時から英雄である二人の指導を受けられる立場にあり、自分たちとは次元の違う存在なのだと、心のどこかでそう思っていた。

　それを示すように、シンたちは災害級と魔人を担当するこの作戦の要。

　自分たちは引いん率そつ付きの戦場体験。

　シンたちとは実力が隔絶しすぎていて、悔しいような、英雄の孫ならしょうがないというような、複雑な心境になっていた。

　そんな、諦めにも似た表情を読み取ったジークフリードは、彼らに問うた。

「お前たち、魔法学術院から発表された論文は読んだか？」

　ジークフリードの言葉に、うつむく魔法学院生。

　魔法学術院とは、高等魔法学院よりもさらに上の魔法研究機関。

　魔法全般について日々研究しており、新しい発見があれば論文として公表される。

　これは各国に設置されており、同盟国の間では情報の共有も行われている。

　そんな魔法学術院から、先日ある論文が発表された。

　それは、魔力制御の量と精度を上げれば魔法の威力が上がり、無詠唱も使えるようになるという内容のものであった。

　公式発表された論文なのだが、魔法学院生たちが読んでいないことは、その表情から明白だった。

　そのことを察知したジークフリードは、魔法学院生たちを叱しつ咤たした。

「なぜ読まない？　教員から教わるだけが訓練なのか？　シンは、幼い頃から訓練を欠かさなかった。自分なりの考察も止めなかった。その結果が、規格外魔法使いの誕生だ。アイツは特別な力を持って生まれてきた訳じゃない。全て努力で獲得したものなんだぞ？」

　実際には、前世の記憶という特別な『知識』は持って生まれてきているのだが、ジークフリードの言うように、特別な『力』を生まれつき持っていた訳ではない。

　魔法がある世界に生まれ、そのことがあまりに楽しかったため、色々と実験を繰り返した結果なのである。

　今や世界の英雄になりつつあるシンも、生まれつき力を持っていた訳ではない。

　努力によってその力を得た。

　その言葉を聞いた魔法学院生たちの目に、力と希望が戻ってきた。

　悔しい。

　けど、努力でああなれるなら、自分たちも。

　そんな決意が瞳ひとみに込められていた。

「分かったら、加勢に行ってこい」

『はい！』

　先程までとは違い、力強く返事をした魔法学院生たちは、戦場に向かって行った。

　こうして魔法学院生を戦場……といっても後方から魔法による支援をするだけだが、そこに送り出したジークフリードは、自分が引率するもう一つの集団に目を向けた。

「さて、騎士学院の諸君」

　続いて、騎士学院生にも向かい合うジークフリードだったが……。

「……騎士のことは分からん」

　クリスティーナがいないので、騎士の心得について語ることはできない。

　若干肩すかしをくらった様子の騎士学院生に、ジークフリードは続ける。

「分からんが、お前たちも一緒だな。教員の指示でしか訓練できない」

　その言葉に魔法学院生と同様にうつむく騎士学院生たち。

「クリスがいないから具体的な指示が出せないけど……」

　そう言って皆を見渡すジークフリード。

「そのクリスがいなくなった原因、ミランダちゃんのことを見習えよ」

　ハッと顔をあげる騎士学院生たち。

「ミランダちゃんは、マリアちゃんと肩を並べたくて、自分で剣を買い、ジェットブーツを買い、魔物狩りで実践して、強くなれるように自分で努力をしているじゃないか。なぜ、お前たちにはそれができない？」

　ジークの言葉に、騎士学院生たちはハッとした。

　自分たちを導いてくれるのは教官だと思っている。

　教官の指示通りに訓練していれば、強くなれると信じていた。

　だが、自分なりに努力しようなどと思いもしなかったのだ。

「まあ、学生にありがちなことだけどな。魔法師団も騎士団も、強くなるために、積極的に新しい技術や装備を手に入れてるんだ」

　ジークフリードはそう言うと、戦場に目を移した。

　そこには、重そうな鎧よろいを纏まとった騎士たちがジェットブーツを駆使し、上下左右に飛び回っている、今まで見たことがない光景があった。

「ははっ。こりゃまたスゲエ光景だな。いいのか？　お前ら。このままなら、騎士団で使いものにならないどころか、ミランダちゃんにも置いていかれるぞ？」

　その言葉を聞いた騎士学院生たちは、何かを決意したような顔になった。

「俺たちだって、散々魔物討伐の訓練をしてきたんだ！　足手まといになってどうする！　俺たちも行くぞ！」

『オオオオオオ!!』

　騎士学院の三年生だろうか、リーダー的な存在の男子学生が声をあげると、騎士学院生たちも、戦場に駆け出して行った。

「はあ、やれやれ。そんじゃま、俺もフォローに行くとしますかね」

　学生たちを叱咤し、戦場に送り出したジークフリードが、その学生たちのフォローに行こうとした時……。

「災害級出現！」

　覚悟はしていたが、聞きたくなかった報告が入った。

「ちっ！　このタイミングでかよ！」

　学生たちのフォローに行くことを取り止め、現れたという災害級の魔物のもとに向かう。

　すると、そこにいたのは……。

「……なんだありゃ？　サイ……か？」

　この世界には、魔物化しないと思われていた動物が何種類かいる。

　人間もそう思われていたし、目の前にいるサイや象、海にいる鯨くじらなどがその一例である。

　人間は、自身の意思で魔力を制御できるからという理由であるが、その他の動物は、一目見て分かる特徴がある。

　元が巨大なのである。

　そのため、厳密な理由は分かっていないが、体の大きい動物は魔物化しないと思われていたのだが……。

「おいおい……なんてデカさだよ……」

　そこにいたのは、二階建ての建物に匹敵するほどの巨体を持ったサイの魔物であった。

「おい！　なんだありゃ!?　サイが魔物化するなんて聞いたことねえぞ!!」

　思わず叫ぶジークフリードだったが、そのサイの魔物が動く気配を感じて、戦場にいる兵士に向かって叫んだ。

「マズイ！　一旦離れろ！」

　目の前をうろちょろする兵士たちに苛立ったのだろう、その巨大な体たい軀くで突進してきた。

「進路から外れろ！　横に跳べ！」

　ジークフリードが咄嗟に拡声の魔法を使って叫び、サイの進路上にいた兵士たちはジェットブーツを起動し、進路から外れた。

　ジェットブーツを装備していなければ、どうなっていたのか。

　それでも……。

「ああ！　あのヤロウ！」

　元からサイの近くにいた数人が逃げ遅れ、サイの突進に巻き込まれた。

　その巨大な体軀に違わず、重量も相当なものなのだろう。

　巻き込まれた兵士たちの生存は絶望的だった。

　自分の仲間を蹂じゆう躙りんした魔物を憎々し気に睨にらむジークフリードは、その魔物が突進していく先に視線を向けた。

　サイの魔物が突進していく先にも、魔物と戦闘中の兵士たちがいたからである。

「そいつらは放置していい！　とにかく進路から外れろ!!」

　大声で叫ぶジークフリードの声に従い、サイの突進の進路上にいた者たちは、今対応している魔物を放置し、一斉に進路から外れた。

　ここでも全員、ジェットブーツによる離脱を行っている。

　蜘く蛛もの子を散らすように兵士たちは離脱したが、魔物たちはそのまま留まっていた。そこに……。

「うお！　魔物が蹂躙されてる……」

　兵士たちが放置した魔物たちをはね飛ばし、踏み潰しながら、サイの魔物は突進した。

「これは……とんでもないものが出てきましたね」

「クリスか。ミランダちゃんも無事だった？」

「は、はい！」

　ジークフリードの隣に現れたクリスティーナとミランダに声をかける。

　二人とも、サイの魔物による難は逃れたようだ。

　クリスティーナはようやく突進の止まったサイの魔物を見て、ジークフリードに話しかけた。

「あれ、どうします？」

「どうするって言われてもな。まあ、一つ思い付いたことはあるけど」

「思い付いたこと？」

「まあ、見てろ」

　クリスティーナの問いに答えず、戦場に戻るジークフリード。

「ジークフリード様!?」

「どうしたんですか？　生徒たちの引率は？」

「おう、セシリアにシルビア。何、ちょっと試したいことがあってな。危ないから退避してろ」

「なにをするおつもりですか？」

「いいから、見てろって」

　戻った戦場で、シシリーの姉であるセシリアとシルビアに遭遇したジークフリードは二人に退避するように命じ、自分は突進が止まりその場で荒ぶっているサイの魔物を見ながら戦場をしばらく移動していたが、ある地点で止まった。

　そして後ろを確認したあと、ジークフリードは、サイの魔物に向かって魔法を放った。

　ジークフリードが渾こん身しんの魔力を込めて放った魔法は、初撃を放った魔法師団の魔法より、数段威力が上だったのだが……。

　その魔法はいとも簡単にサイの魔物の硬い皮膚に弾かれた。

「ちっ！　なんて硬い皮膚してんだ。全然ダメージねえじゃねえか……っとお！」

　ダメージはなかったものの、自分に対して攻撃してきたジークフリードを認識したサイの魔物は怒り、ジークフリードに向けて再度突進してきた。

　その突進を、ジェットブーツを起動して避けたジークは、止まれずに突き進んでいくサイの進路を見た。

「おー、蹂躙されてるねえ」

　ジークフリードが、戦場をあちこち移動していたのも、魔法を放つ前に後ろを確認していたのも、兵士たちがいるかどうか確認していた訳ではない。

　魔物が集まっているかどうか確認していたのだ。

　その巨体故か、一度突進し出すと、方向転換も急停止もできない様子のサイの魔物。

　最初の突進で、他の魔物も関係なく跳ね飛ばし、踏み潰していたことから、ジークフリードは、それを利用して他の魔物を掃討しようと考えた。

　作戦結果は上々のようである。

「大分減ったか？」

「ジークフリード様凄いです！　魔物があんなに減りました！」

「ジーク、あなた……」

「なんだよ？」

「……思考が、シン寄りになってきたのではないですか？」

「ちょっ！　マジか！」

　クリスティーナとミランダのもとに戻ってきたジークフリードに、ミランダは純粋な賞しよう賛さんを浴びせ、クリスティーナは、その作戦はシンが立案しそうなものだと呟いた。

　そう言われたジークフリードは、ショックを隠しきれない。

　ともあれ、ジークフリードの作戦は有効そうである。

「私たちもやりますよ！」

「はい！　お姉様！」

　その様子を見ていたセシリアやシルビアたち魔法使いが、同じようにサイの魔物を誘導し、魔物を蹂躙させる。

　別の兵士たちは、なるべく魔物を一ヶ所に集めようと誘導し、そこにまた魔法使いによって誘導されたサイの魔物が突進してくる。

　サイ以外の魔物はなんとかなりそうである。

「問題は、あいつそのものか……」

「ジーク渾身の魔法が、いとも簡単に弾かれてましたね」

「ぐっ！　も、元々皮膚の厚い動物だろ！　魔物化したことで、とんでもない防御力になってんだよ！」

「でも……ならどうすればいいんですか？」

　ジークフリードとクリスティーナの言い合いを聞いていたミランダが、どう打開するのか聞いてきた。

　そのミランダに対して、ジークフリードはある打開策を提示する。

「まあ、皮膚は厚いんだろうけど、関節はそうじゃないだろ」

「となると……我々の出番ですか」

　ジークフリードの言いたいことをすぐさま理解するクリスティーナ。

　まだ分かっていなそうなミランダへ、ジークフリードは告げる。

「剣による関節への攻撃。それしかねえだろうなあ……」

「ア、アタシたちが……」

　非常に硬い皮膚に守られているが、関節まで硬いと突進などできるはずもない。

　可動部分である首もそうだろう。

　となると、その首に直接剣を突き立てるしか方法はない。

「まあ、足止めはしてやる。その隙に首に取りついて仕留めろ」

「足止めって……できるのですか？」

「ああ。シンの狩りについて行ったことがあってよかったぜ」

「シンがやっていた方法なのですか……なら大丈夫そうですね」

「え？　そんなアッサリ？」

　シンの狩りについて行ったことで足止め方法を思い付いたというジークフリードと、それなら問題ないと判断したクリスティーナ。

　シンの力を見たことがあるミランダも、それなら大丈夫とアッサリ判断を下したことに驚く。

「おし！　じゃあ、こっちこい！」

　そんなミランダに構わず、再び戦場へと戻ったジークフリードは、またもある地点で足を止め、サイの魔物に向かって魔法を放ち、自分の方へ誘導する。

　そして今度は、突進してくるサイの魔物から逃げず、もう一つ魔法を起動した。

　すると、サイの魔物の目の前に、大きい土の壁が現れた。

「そ、そんな壁で止まる訳が！」

　足止め方法が土壁であることに、ミランダは悲痛な声をあげる。

　ジークフリードは、逃げていない。

　このままでは踏み潰されると思ったミランダだったが、ジークフリードの魔法を見たクリスティーナは理解した。

「なるほど。そういうことですか」

「え？　どういうことですか？」

「見れば分かりますよ。それより……総員！　もうすぐサイの魔物が止まります！　攻撃準備！」

　あれでサイの魔物が止まると信じているクリスティーナから号令がかかる。

　ミランダは、女性騎士として尊敬しているクリスティーナの言葉を疑う訳ではないが、信じきれてもいなかった。

　そして。

『ブモオオオオオ!!』

　突進してきたサイの魔物が、土壁を、いとも簡単に破壊する。

「ああ！」

　やっぱり駄目だった。

　そう思ったミランダは悲痛な声をあげるが、その後に起こったことに目を見開く。

　そもそも、この土の壁の材料はなんなのか？

　何もないところに突然土壁ができた訳ではない。

「あ……穴……」

　地面にある土を集めて土壁にしていたのだ。当然、集めた場所の土がなくなり、大きな穴が開いていた。

　土壁による目め眩くらましを突破した先にある落とし穴。

　サイの魔物はなすすべもなく、落とし穴に脚をとられ、盛大に転倒した。

「うわっぷ！　おし！　行け！」

「行きますよ！　ついてきなさい！」

『オオオオオオ!!』

　転倒した際に巻き起こった土煙に巻かれながら号令を出したジークフリードと、それを受け、騎士たちに号令を出すクリスティーナ。

　息ピッタリである。

「ジークフリード様！」

「なんて無茶をするんですか！」

　サイの魔物の足止めに成功したとはいえ、ひとつ間違えば魔物に圧おし潰つぶされてペシャンコである。

　先程も魔物は転倒したとはいえ、ジークフリードはあやうくその転倒に巻き込まれそうになっていた。

　その様子を見ていたセシリアとシルビアがジークフリードに駆け寄ってきた。

　男性としては、そのチャラい中身からあまり好んではいないが、魔法使いとしては尊敬すべき先輩である。

　心配して駆け寄ってきたのであった。

「ぺっぺっ、うえっ、口ん中がジャリジャリだ……」

「もう！　無茶するからですよ！」

「これで口を漱すすいで下さい」

　セシリアは、上手くいったものの紙一重だった作戦に小言を言い、シルビアは盛大に口の中に砂の入ったジークフリードのために魔法で水をだす。

「サンキュー、シルビア。セシリアもそう怒んなって」

「まったく……よくあんなこと思いつきましたね」

　小言を言いながらも、ジークフリードの出した成果を賞賛するセシリア。

　そう言われたジークフリードは頰ほおを掻きながら答えた。

「いやまあ。俺が考えたんじゃないんだけどな」

「そうなんですか？　では誰が？」

「シンだよ」

「「シン君が!?」」

　ここで義弟の名前が出たことに、驚くセシリアとシルビア。

「確か、二人はシシリーちゃんのお姉ちゃんだろ？　シンの話って聞いたことないか？」

「いえ……リッテンハイムリゾートに行く道中で魔法を見たことはありますけど……」

「シシリーとイチャイチャしているところ以外はあまり見ていません」

「所かまわずイチャイチャしてんなアイツら……まあそれはともかく。昔、アイツの狩りについて行った時に、偶然デカい猪に出くわしたことがあったんだ」

「ジークフリード様が狩り……」

「似合いませんね」

「シンの狩りについて行っただけだからな。んで、その猪が突っ込んできたもんで、俺が仕留めようと思ったら、突然シンが土の壁を作りやがってな」

「ああ、それがアレですのね」

「そういうこった。穴に落ちた猪を仕留めるのなんざ簡単にできたんだけどな……」

「あちらはそうはいかないみたいですね……」

　魔法使い三人はそう言うと、穴に落ちもがいているサイの魔物を見た。




　転倒したサイの魔物に、ジェットブーツを起動し次々に襲いかかる騎士たち。

　そんな騎士たちの中に、ミランダの姿もあった。

「このお！」

　渾身の力を込めて剣を突き立てるが、他に比べて皮膚の薄い首の部分とはいえ、そう簡単に皮膚を貫けない。

「う！　か、硬っ！」

「どいてな、嬢ちゃん！　オオオラアア！」

　全く歯が立たなかったミランダの横から、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの騎士が剣を突き立てるが……。

「くっそ！　なんて硬さだ！」

「このままではすぐに起き上がります！　早くトドメを！」

　転倒したサイの魔物は、大勢の騎士たちに取り付かれて暴れている。

　だがクリスティーナが言うように、今にも起き上がりそうだ。

　なんとか起き上がらないように牽けん制せいしているが、暴れているため剣を振るうのもやっとである。

　こうしてサイの魔物が暴れることは、体の上に乗っている騎士たちにも影響を与えていた。

　足場がとにかく揺れるのである。

　このままでは剣を首に突き立てるどころではない。

　なんとかならないか？　と思案したミランダがあることを思い出した。

「皆さん離れて下さい！」

「あん？　なん……」

　離れろというミランダの言葉に反応した騎士が目にしたのは……。

　ジェットブーツを起動し、上空に舞い上がり、剣をこちらに向けて降下してくるミランダの姿であった。












「うおおお！　無茶するじゃねえっ!!」

「いっけええ！」

　ミランダは、剣の上に乗るような形で、サイの魔物の首筋に剣を突き立てた。

　すると、今まで小さい傷しか付けられなかったサイの魔物の首筋に、剣先が食い込んだ。

「おお！

　やったぞ！　嬢ちゃん！」

「でも、全然届いてないです……くっ！　剣が！」

　食い込んだはいいが、刺さった剣が抜けなくなってしまった。

　必死で抜こうとするが、そこであることを思い出した。

「あ、外せばいいのか」

　サイの魔物の首筋に剣を突き立てたまま、エクスチェンジソードの特徴である剣の取り外しを行った。

　そして、柄のなくなった剣が刺さっているのを見て、思い付いた。

　突き刺さっている剣の尻に足を置き、その上に乗ったミランダは……。

「嬢ちゃん、一体何を……」

「うりゃあ！」

　ジェットブーツを全力で起動した。

　すると、足元にあった剣は、ジェットブーツの勢いで、根元まで食い込んだ。

『ブモオオオオオ!!』

　動物の急所である首に、深々と剣が刺さったことで、苦しみ出すサイの魔物。

　体軀に比べて小さい剣では、まだ致命傷を与えられない。

　だが、突破口は見えた。

「これは有効だ！　俺たちもやるぞ！」

　その光景を見ていた騎士たちが次々に上空に舞い上がり、降下と共に剣を突き立てる。

「うお！　危ねえ！　かすったぞ！」

「悪い！　微調整が……」

　先に降下した騎士の近くに、別の騎士が降下してくるというアクシデントもあったが、今まで全く歯が立たなかったサイの魔物の首筋に、次々と剣が吸い込まれていく。

　後続の騎士たちが剣を突き立て、剣身を交換している間に、先に剣身を交換したミランダが、再び上空から降下してきた。

「いっけええ！」

　首筋に剣身を突き立て、柄を外し、それをジェットブーツを使って奥まで食い込ませる。

　すると、すでに何本もの剣を突き立てられ、息も絶え絶えになっていたサイの魔物が、ビクンと大きく震え、やがて沈黙した。

「おお……？」

「どうだ!?」

　大人しくなった魔物の上にいる騎士が下にいる者に声をかける。

「災害級沈黙！　討伐確認しました！」

　魔物の検分をした騎士が、災害級の魔物を討伐したことを確認した。

『ウオオオオオ!!』

　その言葉に、自分たちの手で災害級を討伐した兵士たちは、興奮し大声をあげる。

「何を喜んでいる！　魔物はまだ残っているぞ！」

『オオオオオオ!!』

　浮かれている兵士たちをドミニクが一喝するが、士気の上がった兵士たちは、その勢いのまま残った魔物の掃討に向かった。

　そしてドミニクは魔物の残りを討伐しに行こうとする騎士たちの中の一人に声をかけた。

「お前は行かなくていい。少し休め」

「ガ、ガストール局長!?　し、しかし……」

　フラフラしながら、魔物の討伐に向かおうとするミランダを、ドミニクが止めたのだ。

　突然アールスハイド軍のトップから声をかけられ、驚くミランダ。

　一介の騎士学院生であるミランダにとって、ドミニクはまさに雲の上の存在。

　その言葉に従わない訳にはいかない。

　だが、他の皆が魔物の討伐に向かっているのに、自分だけ休むのも気が引ける。

　なので、つい反論しようとしてしまったのだ。

「いいから休め。まだ学生だろう？　災害級の魔物を討伐したのだ。フラフラではないか」

　ミランダが災害級を見たのは二回目だ。

　だが、シンが圧倒してしまった合同訓練の時と違い、今回は自分も討伐に参加した。

　体力的なことでは、騎士団の騎士より若干劣るくらいだが、学生が命懸けの戦闘を行ったのだ。

　体よりも精神的な疲労が強く出てしまっていた。

「それにしても、よくやったな。見事だ」

「あ、ありがとうございます！」

　軍務局長からの激励に、ミランダは思わず頭を下げて答えた。

　ドミニクは、そんな真面目そうなミランダが、どうやってあの奇想天外な方法を思いついたのか知りたくなった。

「上空から降下か……よくあんな方法を思い付いたな」

「あ、あの、マリアが……」

「マリア？」

　緊張したミランダが突然口にした固有名詞にドミニクが首を傾げていると、クリスティーナが補足した。

「局長。彼女は、アルティメット・マジシャンズのマリア＝フォン＝メッシーナさんの友人なのですよ」

「なんと!?　そうだったのか！」

　クリスティーナの補足を受けながらも、ミランダはドミニクに説明していく。

「その……ジェットブーツを購入した後に、練習も兼ねてマリアと魔物狩りのアルバイトをしたんです。お小遣いだけでは足りなくて、マリアにお金を借りましたから……」

　まだ学生で、俸給も貰っていない身としては、親からのお小遣いしか収入はない。

　しかし、剣やジェットブーツなどの魔道具が買えるほどは貰ってない。

　そこで、夏季休暇中に魔物を大量に狩り、それなりにお金を持っているマリアにお金を借りた。

　その借りたお金の返済と、新しい装備に慣れるため、魔物狩りのアルバイトをしていたのだ。

　そのことを聞いたドミニクは少し顔を顰めた。

「しかし、危ないではないか。学生だけで魔物狩りのアルバイトなど」

「マリアがいましたから。あの子……最近、災害級ばっかり相手にしてるから飽きてきたとか言ってましたし……」

「……飽きるほど、災害級を狩っているのか……」

　ドミニクの心配はもっともなのだが、同行した友人は災害級すら片手間で倒せるほどの実力者。なんの心配もしていなかった。

「その時に、マリアが『ジャンプ突き』って言いながらやってたんです。ウォルフォード君がやってたって……最後のジェットブーツで押し込むのは、咄嗟に思い付きましたけど」

「あれの大元はウォルフォード君か……なんだろうな？　それだけで納得してしまった」

「局長、ご心配なく。私もです」

　マリアがやっていたことを真似したというミランダ。

　そして、元はシンがやっていたことも告げる。

　その事実に、妙に納得してしまったドミニクと、クリスティーナ。

「俺も納得したわ。しかし、俺の落とし穴も元はシンだし、アイツの頭の中ってどうなってるんだろうな？」

　ジークフリードが言うように、サイの魔物を足止めした落とし穴も、シンの狩りに同行して見たものを真似たとの事。

　彼には、いくつ引き出しがあるのだろうか？

　ミランダは改めて、シンの凄さを実感していた。

「ともあれ、あの戦法は非常に有効だ。本当によくやったぞ。後のことは他の騎士たちに任せて、今はゆっくり休め」

　そう言うと、ドミニクは現場の指揮に戻っていった。

「あ、ありがとうございます」

　軍のトップがいなくなり、緊張が解かれた瞬間、ミランダはフラついた。

「おっと、大丈夫？」

　そのミランダの肩を、ジークフリードが抱き止めた。

「ひゃ、ひゃい！　だいじょぶれす！」

「舌が回ってないな……よし、俺が本陣に連れていってやろう」

「ふ、ふぇ!?」

　憧れの人に抱き止められたことに慌てたミランダは盛大に嚙んだ。

　それを、疲労によって舌が回ってないと判断され、そのまま横抱きにされた。

　戦場でお姫様抱っこである。

「ジークフリード様！　あの、あの！」

「功労者はちゃんと労ねぎらわないとね」

「にゃううう！」

　ミランダは、大勢の見ている前でお姫様抱っこをされるという羞しゆう恥ちに身み悶もだえするが、ジークフリードは下ろしてくれない。

「ジーク、サボる気ですか？」

「ウルセエ！　テメエこそ、学生全部俺に押し付けやがって！　ちったあ働いてこい！」

「ム……しょうがないですね」

「そんな、クリスティーナ様！」

　クリスティーナなら、ジークフリードの行動を止めてくれると信じていたミランダは、絶望の声をあげた。

「いいですか、ミランダ。あなたは、自分が思っている以上に疲弊しています。災害級を討伐し、気分が高揚している今、戦場に出たいのは分かりますが、今日のところは大人しく休んでいなさい。ジーク、頼みましたよ」

「言われなくても分かってるよ」

「え？　ち、違っ！」

　クリスティーナを呼び止めたのを、自分も戦場に出たいと勘違いされ、優しく諭さとされてしまう。

　しかも、クリスティーナの言い方だと、そのままジークフリードに連れていってもらえと言っているようだ。

（皆の見てる前で、お姫様抱っこをされたまま運ばれるの!?）

　そんな恥ずかしいことは絶対にやめて欲しい。

　だが、自分の身を案じてくれているジークフリードにそんなことは言えない。

　でも恥ずかしい。

　そんな葛藤を繰り広げているうちに、結局抱き抱えられたまま、本陣まで連れていかれてしまった。

　憧れの人にお姫様抱っこをされたのだから、嬉しくない訳はないのだが、場所を考えて欲しかった。

　道中、色んな人に、よくやったと声をかけられたが、今の自分に近寄ってこないで欲しいと、そればかりを願っていた。

「それじゃあミランダちゃん、ちゃんと休んでるんだよ？」

「ふぁ、ふぁい……」

　本陣の救護所に連れてこられた時には、すっかり頭は茹ゆで上がっており、マトモな返事もできなかった。

　しかし、時間が経ち徐々に冷静になってくると、ふと、ある疑問が頭をよぎった。

　マリアへの借金返済のために始めた魔物狩りのアルバイトだったが、借金を返済した後も訓練と小遣い稼ぎのためにずっと魔物狩りは続けていた。

　だがその間、災害級など一度も出なかった。

　それが、魔人領に入った途端、今まで魔物化しないと思われていた動物が災害級の魔物となって現れた。

　これは偶然なのだろうか？

　大人しく休んでいるように言われた手前、体を動かすこともできない。

　体を動かして、突如襲われた懸念を払ふつ拭しよくすることもできず、ミランダは、言い知れぬ不安を募つのらせていった。
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　アールスハイド軍と同じく、魔人領に侵攻していく、各周辺国軍。

　この周辺国軍にエルスとイースを加えた連合軍は、アールスハイド軍には及ばないものの、万の兵力は揃えることができた。

　そして、この周辺国連合軍には、アルティメット・マジシャンズからの派遣がある。

　スイードや、クルトの兵士のように、直接アルティメット・マジシャンズの戦闘を見たことがある者は、絶大な信頼を。

　直接見たことはなくても、面識のある国こつ家か養よう羊よう家かから話を聞いていたカーナンは、国内で最強と言われる国家養羊家が手放しで賞賛していたことから、大きな期待をしていた。

　だが、連合を組んでいるエルスとイースの人間にとっては、その戦力は未知数であり、どこまで信用していいのか迷っていた。

「あの、ちょっとエエですか？」

「はい？　なんでしょう？」

　クルト方面連合軍が魔人領に侵攻して少し経った頃、この連合軍に派遣されているエルスの兵士が近くにいたイースの兵士に声をかけた。

「あんさん、イースの兵士ですやろ？　アルティメット・マジシャンズの戦闘って見たことあります？」

「いえ……残念ながら……そちらは？」

「ウチは外交官の人が見たことあんねんけど、なんせ文官の人やからなあ……凄い凄いばっかりで、何が凄いんかイマイチよう分からんのですわ」

「そうですか……まあ、教きよう皇こう倪げい下かがあそこまでおっしゃるんですから、強いのは間違いないと思いますが……」

「どれくらいか……っちゅうのが問題ですわな」

「そんなに心配しなくても大丈夫ですよ」

　エルスの兵士とイースの兵士が話しているところへ、クルトの兵士が近寄ってきた。

　そのクルト兵士の口振りから、恐らくその戦闘を見たことがあるのだろうと推測したエルスの兵士は、クルトの兵士から情報を聞き出そうと問いかけた。

「ええと、あの子らの戦闘、見たことあるんですか？」

「ええ。この目で」

「なら、彼らは、具体的にどれくらいの実力を持っているのですか？」

　イースの兵士も気になったのだろう。

　具体的にどれくらいの強さなのかを聞こうとした。

　だが、それを聞かれたクルトの兵士は考え込んでしまった。

「どれくらい……うーん……」

「そ、そんな微妙なんですか？」

　悩みはじめたクルトの兵士に、不安そうな顔をしはじめたエルスとイースの兵士。

「いえ、決してそういう訳ではないのですが……なんと言えば良いのか、エルスの外交官の方の気持ちが分かりますな」

「ウチの外交官の気持ちが分かる？」

「ええ。凄い……としか言いようがないというか……」

　現役の兵士の感想もそれである。

　一体どういうことなのかと、首を傾げるエルスとイースの兵士。

「災害級の魔物より強い魔人を、瞬殺していく様子を表現する適切な言葉が見つかりません。ただ、凄い……としか」

「ま、魔人を瞬殺!?」

「じゃ、じゃあ……災害級なんかは……」

「相手にもならないのではないですか？」

「マジか……」

「本当ですか？」

　クルトの兵士の言葉を信じられないエルスとイースの兵士。

「せ、せやけど、ウチらに派遣されとるのって、王子様ですやろ？　さすがに、そんなことないんとちゃいますの？」

「何言ってるんですか」

「え？」

　クルト方面連合軍に派遣されているのはアウグスト、トール、ユリウス。

　つまり、アールスハイド王国の王子とその側近である。

　いくらなんでも一国の王子がそんなに強い訳はないというエルスの兵士の言葉を、クルトの兵士は否定した。

「アウグスト殿下が、魔王シン＝ウォルフォード君に次ぐ、アルティメット・マジシャンズの次席ですよ？」

「な、なんやて!?」

「で、殿下がですか!?」

　クルトの兵士のまさかの言葉に、驚きを隠せない二人。

　それも無理からぬことだろう。

　まさか、王族の人間が世界最強軍団のナンバーツーだなどと、そんな話は物語でしか聞いたことがない。

「まあ、戦闘になればイヤでも目にするでしょう。その時に、御自身で判断した方がいいと思いますよ」

　結局、アウグストたちの強さを口で説明するのは難しいと判断したのだろう。

　そう言うと、クルトの兵士は、二人から離れた。

　そして残されたエルスとイースの兵士は。

「……具体的な話、してへんやないかい」

「本当ですね……」

　聞きたかったことが聞けず、ちょっと信じがたいことだけ聞かされた二人は、悶もん々もんとしながら行軍を続けた。

　しかし、そんなノンビリした時間が、魔人領において続く訳もなく、やがて魔物の群れが姿を現した。

　ダーム方面連合軍、アールスハイド軍と同様に、早速混戦になるクルト方面連合軍。

　そして、魔物と人が多く集まると現れやすくなるのだろうか？　この戦場でも……。

「と、ととと、虎です！　虎が現れました！」

　災害級の代名詞ともいうべき虎の魔物が姿を現した。

「うお！　アレが災害級かい！　初めて見たわ！」

「あ、アレが災害級……なんと禍々しい……」

　先ほど会話をしていた二人が、初めて目にする災害級に、思わず足がすくむ。

　中型、大型の魔物とは比べ物にならない程の禍々しい魔力。

　魔人領に国境を接しないエルスとイースでは、災害級の魔物は今でも滅多に見ない。

　それが、魔人領に少し入っただけでこれである。

「動物の虎でも大概やっちゅうのに、魔物化したらシャレにならんで、ホンマ……」

「あんなの……討伐できるのですか？」

　初めて見る災害級に震えが止まらない二人。

　そもそも倒せるのか？

　そんな疑問が頭をよぎるほど、虎の魔物から絶望的な力を感じていた。

　すると……。

「なんだ。また虎ではないか。たまには別の奴でも出てくればいいものを」

「不謹慎ですよ、殿下。虎の魔物だって、一般兵からすれば、十分絶望を感じる相手なんですから」

「トールの台詞せりふも何気に非ひ道どいで御座る」

　恐怖と緊張が支配する空間に、なんとも場違いな空気をまとって現れた三人。

　アールスハイド王国王太子、アウグストと、その護衛……という名目の友人、トールとユリウスが歩いてきた。

　その場違いな雰囲気にエルスとイースの兵士たちが呆ぼう然ぜんとするなか、三人はまだ場違いな会話を続けていた。

「このままでは、シンの奴に『虎狩り王子』とか言われそうだな」

「殿下に当たるの、最近虎ばっかりですもんね」

「虎狩り王子だからでは御座らんか？」

　とても、大国の王太子と、その護衛の会話とは思えない。

　巨漢の男子に至っては、王子をからかっている。

　小柄な男子も、それを受けて吹き出した。

「こ、こんな時に、何をヘラヘラしとるんですか!?」

「そ、そうですよ！　災害級ですよ！」

　その、あまりに不謹慎な様子に、エルスとイースの兵士が、相手が王族であるにもかかわらず声をあげてしまった。

　自分のしたことを咄嗟に自覚し、青ざめる二人だったが、言われた当のアウグストは全く意に介さず、その発言の内容に首を傾げた。

「ん？　何をそんなにピリピリしている？　たかが虎だぞ？」

「た！　たかがって！」

　あの絶望しか感じない魔物を相手に、たかが虎と言い切るアウグスト。

　その発言に、またしても思わず異を唱えてしまったエルス兵士。

　その悲ひ壮そうな雰囲気のエルス兵士たちと、のほほんとしているアウグストたちの温度差が非道い。

「殿下。申し訳ございませんが、お願いしてよろしいですか？」

　そんなエルスの兵士と温度差のある会話をしていたアウグストに、当たり前のように虎の魔物の討伐を依頼するクルトの兵士。

「分かった。お前たち、下がっていろよ。巻き込まれても知らんぞ」

　そして、それをごく自然に受けるアウグスト。

　エルスとイースの兵士たちは、その光景が信じられない。

「ちょおっ！　何をそんな気軽に、他国の王太子を死地に追いやっとるんですか!?」

「そうですよ！　大国アールスハイドの王太子殿下ですよ!?　次期国王陛下ですよ!?」

「え？　殿下方なら、問題ないでしょう？」

　なんてことを言うんだというエルスとイースの兵士と、何を言ってるんだというクルトの兵士。

　ここにも、温度差が開いていた。

　兵士たちがそんなやり取りをしている間にも、アウグストは魔力を集めて制御し、膨大な魔力を準備する。

「ホラ、下がれ」

「「え？」」

　それまで騒いでいた二人が、アウグストの声に、そちらを振り返ると……。

　視界一面を覆い尽くす程の、巨大な雷が落ちた。

「ギャアアアア！」

「目が！　目があ！」

　シンが聞いていたら大喜びしそうなセリフを吐きながら、目を覆う兵士たち。

　巨大な落雷をまともに見てしまったので、目が焼かれてしまったのだ。

「殿下！　落雷の魔法を使うなら、そう言って下さいよ！　何人かのたうち回ってるじゃないですか！」

「ん？　言わなかったか？」

「言ってませんよ！」

　トールがアウグストに文句を言うが、それも当然だろう。












　落雷を間近で見てしまった何人かが、目を覆って悶えている。

　通常なら、その間に魔物に襲われそうなものであるが、今回はそんなことにはならなかった。

　なぜなら……。

「うう……やっと目が見えてきた……って！　何やこれ!?」

「な、な、なんですか！　これは!?」

　ようやく視力が戻って来た二人が目にしたのは。

　一撃で黒焦げになってしまった虎の魔物と、巻き込まれて一緒に黒焦げにされた、大量の魔物たちであった。

　災害級の魔物を一撃で討伐したアウグストだが、討伐した魔物を見て最初にでた言葉は喜びの言葉ではなかった。

「ふむ。素材は……全く駄目か」

「シン殿がいなくてよかったですね。いたら絶対からかわれてましたよ」

「黒焦げで御座るからなあ」

　災害級の魔物を討伐したことより、その素材が手に入らなかったことを話題にするアウグストたち。

　その力を見たことがあるクルトの兵士たちも、あまりの威力に目を奪われ、一瞬呆然とするが、すぐに大きな歓声を上げる。

　一方で、アウグストの……というより、アルティメット・マジシャンズの魔法を初めて見たエルスとイースの兵士たちは、その光景が信じられず、呆然としていた。

「なんや、これ……」

「こ、これがアルティメット・マジシャンズ……」

　今目の前で起きた事象が信じられないエルスとイースの兵士は、まだ戦闘が続いているにもかかわらず呆然と呟いた。

　そんな空気が流れる中、全体を叱咤する声が響いた。

「呆けてないで、復活しろ！　魔物はまだ残っているんだぞ！」

　呆然とさせた張本人のアウグストだった。

　その叱咤の声に、ようやく復活する兵士たち。

　すると、その復活した兵士たちの中から、こんな声があがった。

「雷らい神じん……」

　どこからか聞こえた言葉に、冷や汗をかくアウグスト。

　これは、よくない兆候だ。

　この発言の主を探し出し、これ以上広めさせまいと動こうとしたが……。

「凄い！　まさに雷神の一撃！」

「雷神！」

「雷神！」

「や！　やめろ！　やめないか！」

　あっという間に広がってしまったその声を静めようとするが、なす術すべなどなく、アウグストに『雷神』という二つ名が付いた。

「これは、今夜の報告が楽しみですね」

「そうで御座るな」

「言うなよ！　絶対言うなよ!?」

　珍しく取り乱すアウグストを見ながら（これは言えという前振りか？）と思考するトールとユリウスであった。
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　所変わって、アリスとリン、ユーリが派遣されたスイード。

　魔人に襲われた経験があり、トラウマを抱えた者も少なくないこの国にアリスたちが派遣されたのは、その明るさで、暗い雰囲気を打ち破ってほしいという願いも込められていた。

「そんでえ、シン君が新しい魔法を試したらあ」

「辺り一面、更さら地ちになった」

「アレは、ひどかったわねぇ……」

　三人は馬車には乗らず、自分で馬を操りながら周りの兵士たちと会話をしていた。

　身振り手振りを加えてシンのエピソードを話すアリスに、冷静に補足を入れるリン。

　そして、その時のことを思い出すのか、アンニュイなため息をこぼすユーリ。

　アリスとリンの会話をホッコリしながら聞き、ユーリの十五歳とは思えない色気に鼻の下を伸ばす。

　スイードの兵士たちのトラウマは、大分緩和されたようである。

　しかし、場所は魔人領。

　いつまでもお喋りしている時間などなく、ここでも魔物による襲撃を受けていた。

　魔人領内の魔物を、できるだけ討伐することも作戦の内なので、見つけ次第、片っ端から討伐していった。

　そんなスイードとの連合軍には、災害級の魔物は現れなかった。

　そして、災害級の魔物が現れないとなれば、アリスたちに出番はない。

「むうー！　やることない！」

「中型でも大型でもいいから、魔法使いたい」

「えっとぉ……聞いてみるわねぇ」

　出番がなくて暇だというアリスとリン。

　それを聞いて、自分たちも、討伐に参加できないかと、ユーリが近くにいる兵士に問いかけた。

　ユーリに声をかけられた兵士は、自分では判断できず、指揮官に報告し、指示を受けて戻ってきた。

「そうですね……まだまだ先は長いですし、お願いできますか？」

「やったあ！　行くよ！　リン！」

「お先に」

「ああ！　ズルい！　待ってよ！」

「遊びじゃないんだから、気を付けて……あーあ、行っちゃったぁ」

　災害級は現れていないが、魔物の討伐に参加することを許され、ユーリの注意もそこそこに、文字通り飛び出していくアリスとリン。

　昨日今日と、自分たちの出番がなかったことにフラストレーションが溜まっていたのだろう。

　二人の顔はやる気に満みち溢あふれていた。

「うりゃあ！」

「てい」

　ジェットブーツを使って上空に飛び上がるアリスとリン。

　そのまま、上空から魔物の群れの真ん中に下りるつもりである。

　下りる前に、二人で爆発の魔法を使い、魔物を吹き飛ばし、足場を作った。

　そこに下り立ち、背中合わせになった二人が見せたのは……魔法無双。

「うおおりゃああ！」

　アリスが、目の前にひしめく魔物たちに炎の弾丸を大量に放てば。

「えい」

　リンが、水に少量の土を混ぜた複合魔法でウォーターカッターを作り出し、それを横薙ぎに振るう。

　炎の弾丸を受けた魔物たちは次々と爆散し、岩も簡単に切れるウォーターカッターを受けた魔物は、振るわれた先から両断されていった。

「おっしゃああっ！　どんどん来ーい！」

「もっと来い」

　魔法を大量に放ち、魔物を吹き飛ばしたことでテンションが上がったのであろう。

　アリスもリンも、ノリノリである。

「あーあー、もぅ、はしゃいじゃってぇ」

　その様子を見て呆れていたユーリだが、自分だけ見ている訳にはいかないと、異空間収納から魔道具を取りだし、構える。

「皆さん、私も参加しますねぇ」

　ユーリが構えた魔道具は、一見ただの杖に見えるが、それにはメリダ直伝の付ふ与よ魔ま法ほうが施されている。

　シンが付与に使っている漢字はシンにしか使えない。

　シンの前世での知識を、少数の文字で表せる漢字で付与しているので、ユーリには理解できないし、教えられない。

　なので、この世界での魔道具制作の第一人者、メリダからその技術を教わっていたのである。

　ユーリは、その教えられた技術を使って、自ら魔道具を作っていた。

「いきますよぉ。そーれ！」

　魔力を込めて振った杖から放たれたのは、無数の風の刃。

　放たれた風の刃は、魔物たちを蹂躙していく。

「あらぁ？　ちょっと討ち漏らしちゃった」

　どうやら、威力は凄いが、精密なコントロールはできなかったようで、何体かの魔物を討ち漏らしている。

「うーん。まだまだ改良が必要かぁ。じゃあ、次はこっちぃ」

　そう言って、もう一本の杖を取り出した。

「えーい」

　気の抜けたような掛け声だが、魔力の込められた杖から魔法が放たれると、足元にある土が弾丸に形成され、魔物に向かい物凄い勢いで撃ち出された。

　瞬またたく間まに蜂の巣にされる魔物たち。

　そんなユーリたちの戦闘を、しばし呆けて見ていた連合軍の兵士たちがようやく復帰した。

「彼女たちに遅れをとるな！　俺たちもやるぞ！」

『オオ！』

「ただし！　巻き込まれるなよ！」

『オオオオオ！』

「ええぇ？　ちょっとひどくないぃ？」

　巻き込まれるなという言葉に対しての返事の方が大きかったことに、若干の不満を漏らすユーリ。

　結局、災害級の魔物は現れず、アリスとリンも、半分位討伐したところで満足したのか、魔物の群れの中心から、ユーリのもとまで戻ってきた。

「ただいまー！」

「ただいま」

「おかえりぃ、もういいのぉ？」

「うん！　十分魔物討伐したし！」

「残しとかないと、兵士さんたちの仕事がなくなる」

　ただ、暴れたかっただけなのかと思いきや、意外と兵士たちのことを考えていた二人。

　その気遣い通りに、残りの魔物を殲せん滅めつし、兵士たちが戻ってきた。

「いやはや、助かりました」

「いえいえ、どおいたしましてぇ」

　連合軍を代表して、スイードの指揮官が、ユーリたちのもとへやって来た。

「それにしても。以前に目にした時より、魔法の威力が上がったのではないですか？」

「あれから、また一杯訓練したもん！」

「血ヘド吐いた」

「噓ですよぉ」

　アリスの言葉に、感心したような素振りを見せ、リンの言葉に、魔法の訓練で血ヘドって何？　と若干引き、ユーリの言葉に安あん堵どした指揮官。

　顔色がコロコロ変わる指揮官のことを、アリスたちは面白そうに見ていたが、その指揮官は気になったことを聞いてみた。

「魔法については言わずもがなですが、今回は魔道具も使われてましたね。あれは、魔王殿が作られたのですか？」

「いぃえ？　私が作りましたよぉ？」

　予想外の答えに、スイードの指揮官は耳を疑った。

「え？　貴女がですか？」

　シンが作る魔道具は、今や世界の話題を独占している。

　通信機に洗浄機能付きトイレ。

　他にもまだあるのではないかと言われている。

　そんなシンが作ったのなら納得できるほどの威力の魔道具を、この見た目おっとりした少女が作ったとは、すぐには信じられなかった。

　だが、次のユーリの言葉でその疑問が解ける。

「はいぃ。メリダ様に色々と教わったんですぅ」

「ほう！　導師様から！」

「ウォルフォード君の魔道具は、オリジナルで意味が分からなくて真似できないからって、メリダ様直々に教えて頂いたんですぅ」

「オリジナル？」

　シンといえばメリダの孫で、そのメリダから魔道具作りを教わったと思っていた。

　だがユーリの話では、シンの魔道具作りはオリジナルだという。

　どういうことなのかとスイードの指揮官は疑問に思ったのだ。

「メリダ様はぁ、ウォルフォード君に本当に基礎的なことしか教えてないそうですぅ。その後は完全にオリジナルで魔道具作っちゃってぇ、メリダ様も常に驚いてますよぉ」

　それはそれで凄い話だなと思ったが、今ここにいるのはユーリである。

　なのでいないシンの話より、ユーリの話をする指揮官。

「それでは、導師様の魔道具制作の技術は貴女に引き継がれたわけですか」

「引き継いだっていうかぁ、教えて頂いたんですよぅ」

　それを引き継いだと言うんじゃないかと思ったスイードの指揮官は、ユーリをこう評した。

「なるほど。ということは、貴女が導師様の正式な『後継者』ということですな」

「ええ!?　そんなぁ～」

　スイードの指揮官から、『導師様の後継者』と言われ、満まん更ざらでもない様子のユーリ。

　だが、その様子を見ていたアリスが不満を漏らした。

「ユーリだけズルい！　あたしにも何か付けて下さいよお！」

「何かって……」

　ユーリが『導師様の後継者』と言われたことが羨うらやましくなったアリスは、それを言った張本人に、自分の称号も付けて欲しいと願い出た。

　スイードの指揮官としては、素直な感想を述べただけで、二つ名を付けようとかそんな意図は全くない。

　それなのに改めて、何か二つ名をと言われても困ってしまう。

　色々と考えた結果、先ほどの戦闘を思い出し、こちらも素直な感想を述べようとしたのだが……。

「……殲せん滅めつ魔ま法ほう少しよう女じよ……とか？」

　スイードの指揮官が何とか絞り出した感想は、非道いものだった。

　それを聞いたアリスとユーリが震えだす。

　ユーリは笑いをこらえるため。

　アリスは……。

「そ、そ、そんな二つ名、欲しくなあーい!!」

「ええ!?」

　せっかく考えてくれた指揮官に向かって声を荒らげてしまった。

　スイードの指揮官のあんまりな表現に、必死に笑いをこらえていたユーリだったが、ついに我慢できなくなった。

「うふふ、あははは！　ピッタリじゃなぁい」

「ピッタリじゃなあい!!」

　ユーリに裏切りられたアリスは、またも叫ぶのであった。

　そんな騒いでいるアリスを見ていたリンは。

「私は、暴走魔法少女でいい」

　そう呟いて、一連の騒動には参加せず、見学をしていた。

　スイード方面連合軍は順調そうである。





　　　　　◆






　トニー、マーク、オリビアの三人が派遣されているカーナン方面連合軍は、他と少し違う特徴がある。

　ここには、ガランたち羊飼いがいるのである。

　まだ若いトニーたちも、軍隊の中では若干異質だが、羊飼いたちほどではない。

　これで、杖を持っていたり、細身の体型であったりしたなら、ローブを纏っていることもあり、魔法使いに見えなくもないが、何せ全員が騎士や兵士を越えるガチムチだ。

　そんな筋骨隆々な男たちがローブを着て、巨大なハルバードを持っているとなれば、そこには違和感しかない。

　エルスとイースの兵士はともかく、自国の人間であるカーナンの兵士でさえどう接していいのか分からない様子である。

「うーん。彼らに注目を全部持って行かれちゃったねえ」

「インパクト、ハンパないッスからね」

「私はあんまり注目されなくていいです」

　トニーは、注目がガランたち羊飼いに向いていることが、若干残念そうであるが、普通の街娘を自称するオリビアはホッとしていた。

　兵士たちの注目が羊飼いたちに集まっている中、マークはトニーに今回の戦闘スタイルについて聞いた。

「そういえばトニーさん。今回は剣と魔法のどっちメインでいくんスか？」

「うーん、剣かなあ。マークは？」

「自分は、魔法メインッスかね」

「そうなのかい？」

「剣も併用したいッスけど、トニーさんの邪魔しそうだし、もうちょっと剣技の練習してからッスね」

「フフ、オリビアを護らないといけないしね？」

「いやあ……昔はそうだったかもしんないッスけど、今は……」

「何よ？　私は普通の街の食堂の娘なんだからね？　守ってよ」

「雑談しながら魔物を殲滅できる女を、普通とは言わねえよ！」

　オリビアに対しては、普通に喋るマーク。

　そんなやり取りを見ていたトニーが羨ましそうに言った。

「いいねえ。二人はいつも一緒で」

「そ、そんなことないッスよ！」

「ちょっと、どういう意味よ!?」

　トニーの揶や揄ゆに、つい反論してしまったマーク。

　その対応についてオリビアは不満そうだ。

　そんな二人の様子を見て、トニーは楽しそうに笑った。

「これはあれだねえ。結婚したら、魔法が飛び交う家になりそうだねえ」

「そういうリアルで想像できそうなこと言うの、止めて欲しいッス……」

「そんなことしないわよ！」

「フフフ」

　いわゆる一般的な恋人同士であるマークとオリビア。

　アウグストとエリザベートは王太子と公こう爵しやく令れい嬢じようということもあり、最近は大分距離も縮まったようだが、やはりまだエリザベートが一歩引いている。

　シンとシシリーの二人は、お互いがベタ惚ぼれすぎて、イチャイチャしているところしか見たことがない。

　そんなシンとシシリーが大おお喧げん嘩かをするところは想像しにくいし、アウグストとエリザベートのところは、エリザベートが魔法を使えない。

　マークとオリビアの二人のところだけ、そんな魔法が飛び交う夫婦喧嘩が繰り広げられる未来が想像できた。

　そうやってトニーにいじられていたマークとオリビアだったが、せめてもの抵抗としてあることを聞いた。

「そういえば、フレイドさんの彼女ってどんな人なんですか？」

「聞いたことないッスね」

　アルティメット・マジシャンズ内における彼氏彼女事情において、トールとユリウスのところは親が決めた許嫁だということだが、それ以外は恋愛から今のお付き合いが始まっている。

　ちなみに、トールとユリウスのところも、親が決めた許嫁ではあるが、お互いの仲はいいそうである。

　そんな中トニーは、アウグストからゲートを覚えた時に女関係を何とかしろと言われた後、本当に女性関係を清算し、一人に絞ったとのことだった。

　だが、マークとオリビアは、トニーがどんな子を選んだのか聞いたことがなかった。

　チャラそうな外見に違わず、いつも女の子を侍はべらせていたトニー。

　当然、その中の誰かであろうと思っていたのだが、二人の予想を裏切り意外なことを言った。

「うん。言ったことないし。っていうか、最近付き合い始めたんだよねえ」

「え？　いつも侍らせていた女の子の誰かじゃないんスか？」

「殿下に、女関係を何とかしろって言われてから考えてねえ。それで、思いきって、ずっと振られてた女の子にもう一回、お付き合いをお願いしたんだよ」

「ずっと振られてた!?」

　常に女の子を侍らせ、振られるという言葉に一番縁遠いと思われていたトニーの意外な告白に、オリビアが食いついた。

「中等学院の頃に告白したら振られちゃってねえ。それで、慰めてくれる女の子と付き合ってたら、ますます嫌われちゃってねえ……」

　本命の子に振り向いてもらえないのは、トニーも一緒だったようだ。

　そう考えると、シンとシシリー。アウグストとエリザベート。そして、マークとオリビアは随分と運がいい。

「こうやって、アルティメット・マジシャンズの一員になって特とく別べつ勲くん章しようまで授与されて、女の子は君だけにするって言ってようやくだったよ」

「苦労したんスねえ……」

「で!?　で!?　どんな子なんですか!?」

　女の子は一人……というのはいいとして、叙じよ勲くんを受けてようやくとは、随分と苦労したものだと同情するマーク。

　オリビアは、そんなことより相手が気になるようである。

　そんなオリビアに苦笑を浮かべたトニーは、今現在お付き合いをしている女の子について話し始めた。

「今は経法学院に行ってる子でねえ。中等学院の頃は、学級代表をしてたねえ」

　トニーが告白した意外な相手に驚きを隠せない二人。

　経法学院生と言えば、中等学院時代は優等生だった者が集まる学院だ。

　しかも、中等学院で学級代表をしていたとなれば、相当真面目な優等生に違いない。

「……これは、お互いに、ない物ねだりなのかしら？」

「トニーさんの対極にいるような子だからな……」

　意外なトニーの彼女に驚いた二人は、互いに顔を見合わせて感想を言い合う。

「何気に非道いねえ、君たち……」

　そのあまりな評価にガックシと肩を落とすトニー。

「それにしてもこれは……」

「ええ、今夜の報告会が楽しみになったわね」

　こんな意外で楽しい情報は皆で共有しなければとほくそ笑む二人に、言わなくていいと言おうとした矢先のことだった。

「魔物が現れましたあ!!」

　索敵をしていた兵士が叫んだ。

「はあ、やれやれ。外に行くよ。様子を見ないと」

「オッケーッス！」

「はい！」

　口止めするタイミングを逸いつしてしまったトニーが溜め息を吐きながらマークとオリビアに様子を見に行く旨を伝える。

　たとえ災害級が現れていなくても、皆が戦っている最中に馬車でのんびりしている訳にはいかないからである。

　そうして様子を見に馬車の外に出た三人を、羊飼いのガランが見つけ声をかけた。

「おう。来たな」

「お疲れ様です、ガランさん。規模は？」

「さあ？　まだ増えてるらしいからな。今の数を知ってもしょうがねえだろ？」

「それもそうッスね」

　どれくらいの規模の魔物の群れが現れたのか尋ねるトニーだが、現在進行形で魔物の数は増えているというガラン。

　どうやらここでも、魔物は数を増やしながら集まって来ているらしい。

　しかし、こちらも万を越える軍隊。

　万が一にも遅れをとることはないだろう。

「それにしても、他の連合軍のところも全てがこんな状態だと、魔人領の野生動物がいなくなるんじゃねえか？」

　魔物は自然発生する訳ではない。

　魔力を制御することができない動物が、体内の魔力を暴走させたり、長い間濃い魔力に晒されていたりすると魔物化する。

　つまり、元になる野生動物がいるのである。

　目の前に集まってきている規模の野生動物が魔物化しているとなると、この魔人領内での野生動物の数が心配になってくるガラン。

　だが、トニーがとんでもない予想を口にした。

「もしくは、野生動物が全て魔物化してるか……ですねえ」

　その可能性に、一瞬絶句するガラン。

　しかし、これだけの大規模な魔物の群れが集まって来ていることを考えると、そう考えるのが自然である。

「それならこの大群も理解できる……か。生態系、滅茶苦茶じゃねえか！」

　羊飼いという生き物を相手に生計を立てている者として、動物たちの生態系が滅茶苦茶になっていることに、憤りを隠せないガラン。

　その怒気に、三人は思わず顔を引きつらせる。

「野郎ども！　こんな命を弄ぶような輩を放っておけるか!?　魔物化した動物たちは可哀想だが、俺たちで引導を渡して生態系を取り戻すぞ！」

『オオオオオ！』

　ガランの叫びに真っ先に反応したのは羊飼いたちである。

　そして、その体格に見合ったゴツいハルバードを掲げて、真っ先に魔物の群れに突っ込んでいった。

　これに困惑したのは、魔法使いたちである。

　通常、魔物の群れとの戦闘では、まず魔法使いが魔法を放ち魔物がダメージを受ける、もしくは魔法により足を止めたところを騎士のように武器を持った者が止めを刺すのがセオリーである。

　だが羊飼いである彼らはそんなセオリーを知らず、真っ先に突っ込んでいく。

　そんな羊飼いたちに魔法使いたちは困惑するが、羊飼いの数はそんなに多くはない。

　羊飼いたちのいない場所を選んで魔法を撃ち込み、それを合図に、騎士たちがようやく突撃していった。

　トニーたちは、災害級の魔物が出るまで戦闘はしなくていいと言われているため、後方でその様子を見ている。

　だが、戦場にいて他の兵士たちが魔物と戦っているのをただ見ているだけということに、なんとも居心地の悪い思いをしていた。

「本当に災害級が出るまで見学でいいのかねえ？」

「自分たちも参加した方がいいような気もするッスね」

「でも、作戦外の行動を取ると、皆さん困惑するんじゃ……」

　トニーとマークは一緒に戦った方がいいと思っているが、オリビアの懸念も間違っていない。

　大規模な軍事行動において、事前に決めた取り決め以外の行動をとると、現場が混乱する可能性がある。

　事前に決めたこと以外はするべきではないか？

　だが魔物は相当な数が現れているので、手助けをするべきではないか？

　三人は悩んだが、すぐにその悩みは無用になった。

「あ、あれは!?　さ、災害級と思われる魔物が出現しました！」

　索敵にあたっていた兵士が声をあげるが、その台詞せりふに不自然な箇所があった。

　災害級と思われるとはどういうことなのか？

　怪け訝げんな思いでトニーたちがそちらを見て、三人とも首を傾げた。

「あれ？　僕、目がおかしくなったかな？」

「自分にも見えてますから、多分見間違いじゃないッスよ」

「あれって、災害級になるの？」

　三人が見た先にいた魔物。

　それは、縮尺を間違えたかのような大きさの鹿の魔物であった。

　鹿は、中型の魔物として、よく魔物化する動物ではある。

　しかし、大型化は希まれに聞くが、災害級に至ったなど、聞いたこともない。

　野生動物が魔物化すると、その体組織も変化するからであろうか、徐々に巨大化していく。

　ちなみに、人間が魔物化してもその体の大きさは変わらない。

　魔人のサンプルが少ないため、絶対とは言い切れないが、魔物化した人間の大きさが変わらないのは、魔物化しても魔力を制御できているからではないかと思われている。

　しかし、野生動物が魔物化して巨大になっていくのにも限度があると思われていた。

　実際、鹿が魔物化しても、大型までしか大きくならないと思われていた。

　それがこの鹿はどうだ？

「……学院の校舎なみにデカイッスね」

「おいおいおい！　こんなのどうすんだよ!?」

　若干緊張感に欠けるマークが呟き、災害級の魔物を初めて見たガランが大声をあげる。

　かつて災害級の魔物を見たことがある軍の兵士たちでさえ絶句していた。

　そんな呆然とする兵士たちをよそに、牡お鹿じかなのであろうその体軀に見合った大きさの角を振り上げ、魔物は咆哮をあげた。

『ブモオオオオオ!!』

　その声に、思わず体をすくめる兵士たち。

　しかし、そんな動きを止めてしまった兵士たちとは逆に、その巨大な鹿の魔物に突っ込んでいく人影があった。

「マーク！　オリビアさん！　援護頼む！　僕は足を切り払って来るから！」

「「了解！」」

　バイブレーションソードを構えて、巨大な鹿に突進していくトニーの要請に答えるマークとオリビア。

「な!?　無茶だトニー！」

　想像を越える魔物が出てきたことで、いくらアルティメット・マジシャンズといえど、これは無理だろうとトニーを制止しようとするガラン。

　しかし、トニーはすでに鹿の魔物の足下にまで侵入していた。

「ああ！」

　巨大な鹿がその足を振り上げたことで、トニーが踏み潰されると思ったガランは思わず声をあげるが、その鹿の顔が、突然爆はぜた。

「うわ、硬いッスね」

「もう少し魔力込めればよかったかな？」

　マークとオリビアが、牽制のために巨大な鹿の顔に魔法をぶつけたのである。

　だが、初めて遭遇する規模の魔物であるため、加減が分からなかったらしいマークとオリビア。

　あまりダメージは与えられなかった。

　だが、巨大な鹿の動きを止めることはできた。

「ナイスだよ！」

　トニーにとってはそれで充分だった。

　足下に突っ込んでいたトニーは、ジェットブーツを起動。

　膝の辺りまで飛び上がった。

「はあ!?」

　人が途と轍てつもない高さまでジャンプする。

　その異様な光景を初めて見たガランは、また声をあげる。

　初めて見る光景に声をあげているガランをよそに、巨大な鹿の前脚の膝まで飛び上がったトニーは、バイブレーションソードを横薙ぎに振るった。

「シッ！」

　抜群の切れ味を誇るバイブレーションソードは苦もなく巨大な鹿の膝を切る。

「おっと、これじゃあ届かないか」

　そう言ったトニーはその傷口に向かって、爆発の魔法を放つ。

　バイブレーションソードでは長さが足りないため、切断までは到らなかったが、その後に追撃で魔法を行使することで脚を一本切断することに成功した。

「はあ!?」

　大木ほどもある巨大な鹿の魔物の前脚をいとも簡単に切断してしまったことに、またしても声をあげるガラン。

　脚を切断された鹿の魔物は、バランスを崩し倒れかけるが何とか踏み留まった。

「おや？　粘るねえ」

　トニーはそう言うと、今度は後ろ脚も同じ要領で吹き飛ばし、切断した。

　そこに、再びマークとオリビアの魔法が着弾。

　前脚と後ろ脚の片方ずつを失った巨大な鹿の魔物は、ついにバランスを崩して倒れた。

　その巨体故、地震かと思わせるほどの地響きをたてて倒れる鹿の魔物。

「はい。いらっしゃい」

　そんな倒れた巨大な鹿のそばには、トニーがバイブレーションソードを持って待ち構えていた。

　鹿の魔物の顔が地面に付いたことで、対処が容易になったトニーは、バイブレーションソードを振るい、爆発魔法とのコンビネーションで、あっという間に鹿の魔物の首を撥はね飛とばしてしまった。

「後、お願いできますか？」

「……はっ!?　お、おう！　野郎ども、残りの魔物を掃そう討とうするぞ！」

『オオ！』

　災害級の魔物を討伐したトニーは、後は任せたとガランに声をかける。

　その声で我に返ったガランたちは、残りの魔物を討伐していく。

　自分の号令で羊飼いや兵士たちが再び魔物討伐に向かっていく様子を見送ったガランは、いとも簡単に災害級の魔物を討伐したトニーに声をかける。

「いや、スゲエな。マジシャンズっていうから魔法だけかと思ったら、剣も使えんのかい？」

「ええ、まあ」

　元々は騎士の家系に生まれ、幼いころは騎士を目指していたトニーは、その賞賛に対し、こそばゆいながらも嬉しそうに返事をした。

「はあ～、剣も魔法も使える魔剣士か。物語でしか聞いたことねえな」

「ま、魔剣士!?」

　ガランから思わず出た言葉に反応するトニー。

　元剣士で現魔法使いのトニーからすれば、嬉しい呼び名ではある。

　だが、こういった二つ名めいたものは、仲間たちの格好の話題になってしまう。

　彼女のことだけでなく、二つ名まで皆に話題を提供してしまうかもしれない。

　そのことにトニーは若干焦あせった。

　だが、ガランの目には少し違ったように見えた。

「うん？　その呼び名じゃ不服か？」

「い、いえ。そういう訳じゃないんですけど……」

　歯切れの悪いトニーに首を傾げるガランだが、すぐに気にならなくなったようだ。

「まあ、放っておいても周りが勝手に言い出すだろうけどな。じゃあ、俺も行ってくるぜ！」

「はい。行ってらっしゃい」

　トニーにピッタリと合い、一気に広まりそうな二つ名を付けたガランを見送ったトニーは、マークとオリビアのもとに戻ってきた。

　その時、トニーは少し険けわしい顔をしていた。

「お疲れッス、トニーさん。どうしたんスか？　魔剣士の称号が気に入らないッスか？」

「い、いやまあ……恥ずかしくはあるけど、嫌って訳じゃないねえ」

　やはり嫌ではないらしい。

「じゃあ、私たち、何か間違えました？」

「いや？　完璧な援護だったよ」

「じゃあ、どうしたんスか？」

　突然与えられた称号に不満はなさそうであるし、マークとオリビアによる援護も完璧だったというトニー。

　なら、なぜそんな険しい顔をしているのかと、不思議に思う二人。

　そんなマークの疑問に、自分の考えを述べ始めるトニー。

「いやね……鹿ってあそこまで大きくなるのかい？」

　それはあまりに当然の疑問。

　今まで誰も見たことがないものを見た感想。

「いえ……聞いても大型までですね。それがどうかしたんですか？」

「魔人領に入った途端、大型までしか到らないと思っていた動物が、災害級にまで到って現れた。このタイミングでだよ？」

「偶然……ッスかね……」

「本当にそう思ってるかい？」

　トニーの声に、返事ができないマーク。

「何やら、面倒の予感がするなあ」

　魔物の群れを兵士たちが順調に討伐していく中、マークとオリビアは、トニーの言葉を聞いてから、不安そうにその光景を見ていた。













「へえ。オーグのところはまた虎が出たのか」

『ああ。なぜ私のところに現れるのは虎ばかりなのか……』

　魔人領攻略作戦の初日が終わった後、昨日と同じように魔物避けの処理を施してから陣を張り、食事と入浴が終わった後、寝る前に報告会を開いていた。

　オーグのところは、虎が出たらしい。

「しかし、オーグの虎狩り数は大したもんだな。これは『虎狩り王子』の称号を授けた方がいいんじゃないか？」

『ぐっ！　やはり言われたか……』

『それより、面白い二つ名を得たで御座るよ』

「面白い二つ名？」

　おいおい、なんだよそれ。

　面白そうな話題じゃないか。

『おい、ユリウス！　待て！』

「待たなくていい。言え、ユリウス！」

『殿下の魔法を見た兵士たちから『雷らい神じん』と呼ばれてましたね』

『トール!?　お前もか!?』

　ユリウスに続きを言えと促したら、トールから報告を受けた。

　ユリウスを押さえようとしたオーグは、まさかのトールの裏切りに動揺を隠せない。

　っていうか、裏切られた人って皆同じ反応をするんだろうか？

　どこかで聞いたことのある台詞せりふを口にしながら、オーグが珍しく取り乱している。

　あっちは楽しいことになっているみたいだな。

　それはともかく、オーグにも二つ名が付いたらしい。

　しかし……。

「『雷神』って……随分格好いいじゃないか」

『む。てっきりからかわれるかと思っていたが……』

　俺だって、面白い二つ名だったらからかってやりたかったよ。

　でも『雷神』って、メッチャ格好いいじゃないか！

　魔法使いの王＝魔王より全然いいと思う。

「私も、どうせなら『風ふう神じん』とかにしてくれた方が良かったです」

　オーグが雷神と呼ばれることが、マリアも羨うらやましかったらしい。

　なんで？

「『戦いくさ乙女おとめ』って……いつまで乙女でいればいいのよ……」

　そっちか。

　多分大丈夫だと思うよ。

　そんな意味で『戦乙女』と呼んでる訳じゃないと思うし……。

『あたしたちの方には、災害級は出なかったよ』

「へえ、そうなのか？　アリス」

　スイード方面連合軍に同行しているアリスのところには、災害級が出なかったらしい。

　まあ、普通はそうだよな。

　魔物と戦闘する度に、災害級の魔物が現れる方がおかしいんだ。

『うん。魔物はいっぱい出たけどね。災害級が出なかったら出番がなくなると思って、戦闘に志願しちゃった』

　この作戦を、世界中を巻き込んで進行しているのは、広い魔人領を俺たちだけで攻略することが難しいというのもある。

　だがそれ以外にも、アールスハイドだけが勝ちすぎないように、世界中の皆で世界を守ったということにすることも重要なのだ。

　その作戦の中での各国軍の役割は、魔物の討伐。

　世界の、民衆の脅きよう威いは魔人だけではない。

　シュトロームの出現によって意図的に増やされたと思われる魔物も十分な脅威となっている。

　その脅威を大幅に間引きすることが各国軍の本当の使命となっている。

　アリスが魔物を殲せん滅めつしてしまうと、各国軍が参加している意味がなくなってしまう。

　ここは、釘を刺しておかないと。

「おいおい。各国軍には魔物を討伐して貰わなきゃいけないんだからな。殲滅とかしてないだろうな？」

『大丈夫だよ！　ちゃんと半分くらい残したから！』

「それでも半分は狩っちゃったのか」

『それで、スイード王国の指揮官さんから『殲せん滅めつ魔ま法ほう少しよう女じよ』なんて呼ばれてたわねぇ』

　さらっと会話に入ってきたユーリがアリスにも二つ名がついたと教えてくれた。

　言われたアリスは大慌てだ。

『わー！　それは言わなくてもいいんだよ！』

「しかし、殲滅魔法少女って……それはまた……」

　痛々しい二つ名だな……。

『ユーリはズルいんだよ！『導どう師し様さまの後継者』なんて格好いいこと言われちゃってさあ！』

『ウフフ……『導師様の後継者』ウフフ』

　アリスとは違って、ユーリの方は与えられた二つ名に満足しているようだ。

　珍しく、ユーリのテンションが上がってる。

　俺は魔道具制作の基礎は教えてもらったけど、後は完全にオリジナルだし、ばあちゃんの後継者とは言えないよなあ。

　……しょっちゅう怒られてるし……。

　ともあれ、これでクルト、スイードの報告は終わった。

　次はトニーたちが同行しているカーナン方面連合軍の様子を聞いてみよう。

「で？　トニーのところはどうだったんだ？」

『……うーん、うちはねえ……』

　トニーに作戦の様子を聞くと、何やら言葉を濁にごした。

『どうした？　何かあったのか？』

　そのトニーの態度がオーグも気になったんだろう、何があったのか問いただした。

『ああ、いえ、これといった被害はなかったんですがねえ』

「なら、何でそんなに言いづらそうにしてんだ？」

　特に被害があったわけでもないのに言葉を濁す。

　一体どうしたのかと思っていると、トニーが続きを話しだした。

『ああ……あのねえ、僕らの方にも災害級は出たんだよ』

「そっちにも出たのか。魔人領ってところは、本当に魔物の巣だな」

　これで出てないのがスイード方面連合軍だけって。

　どんだけ高確率なんだ。

『うーん……』

『なんだ？　どうしたのだ？』

　どうにもトニーの歯切れが悪い。

　災害級の魔物はあちこちで出ているのだから、そんなに報告し辛いとは思えない。

　やはり何かあったんじゃないか？

『僕らのところにねえ……鹿の魔物が出たんだよ』

「は？　鹿？」

　トニーの言葉につい間抜けな声を出してしまった。

「そんなのしょっちゅう出るじゃない。それがどうしたのよ？」

　マリアの言う通り、魔物化した鹿なんてしょっちゅう出る。

　それが、トニーの歯切れが悪い原因？

『確かに、中型の魔物の鹿はしょっちゅう出るけどねえ……』

『なんだ？　大型化したか？』

　魔物になると体たい組そ織しきが変化するのか、年月が経つと、大型化してくる。

　大型の鹿の魔物も、たまに出るらしい。

　俺はあったことないけど。

　大型の鹿の魔物が出たから、戸惑ってるんだろうか？

　だが、その後に続いたトニーの言葉には耳を疑った。

『その鹿がねえ……災害級になって現れたんだ』

「さ、災害級の鹿ぁ!?」

　な、なんだそりゃ!?

　そんなの聞いたこともねえぞ!!

『学院の校舎くらいあったッス』

『私も見ましたから、間違いないです』

　トニーと一緒にカーナン方面連合軍に同行しているマークもオリビアも見たという。

　俺たちもトニーが噓を言っているとは思っていなかったが、他の目撃者がいるということは見間違いということはなさそうだ。

　それにしても、大型でも滅多に見ないのに、災害級の鹿の魔物？

「鹿って災害級になんの？」

『いや……聞いたことがないな。大型化ですらかなり珍しいことなのだ。ましてや災害級など……』

「初耳……ですね」

　俺はこの世界の常識に疎うといから知らないだけかと思ったが、オーグもシシリーも聞いたことがないという。

　これはいよいよおかしな話になってきたな。

　トニーが言い淀よどむわけだ。

　すると、その珍しい話に乗るようにマリアが俺たちの状況の報告をした。

「でも、うちのところには、狼が災害級になって出ましたよ？　シンの話じゃ、珍しいけどないことじゃないって……」

　災害級の狼の魔物も、例はあると言っても珍しいからな。

　今までにない事例が報告されたので、こちらで出た珍しい魔物の報告もしたほうがいいと思ったのだろう。

　まあ、後で報告するつもりではいたけどね。

　それにしても、狼も鹿も元は中型の魔物だ。

　だが、狼の魔物は過去に何体か災害級に至ったと報告がある。

　なんだろう？

　肉食だから、草食の鹿より取り込む魔力の量が多いとか、そんな違いがあるのだろうか？

　そんなことを考えていると、珍しくオーグが慌てた声をあげた。

『なんだと!?　災害級の狼が出たのか!?』

「ああ、これから報告するところだったんだけど……どうした？」

『どうしたってお前……狼の魔物が災害級に到った場合、その狡こう猾かつさから、虎や獅子より手こずったという話を聞くぞ。大丈夫だったのか？』

「相変わらず、シンが瞬殺してましたよ」

『そ、そうか……特に問題はなかったのだな？』

　オーグが珍しく、俺の心配をしている。

　本当に珍しいな。

「大丈夫だよ。むしろ、前に討伐した狼の魔物より弱くて、拍子抜けしちまったわ」

『……そうか。なら大丈夫か……』

「なんだよ？　そんなに心配だったか？」

『いや、お前の心配はしていないんだがな……』

　おい。

『それにしても、珍しい災害級の狼が現れ、そこには到らないと思われていた鹿が災害級となって現れるか……』

「何気に非ひ道どいオーグの返事はともかく、確かに気になるよなあ」

『討伐自体は順調なのだがな。なにか引っ掛かるな……』

「ああ、俺も狼の魔物を討伐した後ちょっと思ったよ。ひょっとして……」

『シュトロームがらみ……か？』

「どうなんだろう？　今の魔人領には、魔物が溢あふれてるから、魔物化しやすいだけなのかもしれないし……」

　こんなに魔物が溢れたことなんて、今までなかったことだからな。

　どんなイレギュラーが起こるか分かったもんじゃない。

　ただ、シュトロームには、人工的に魔人を量産したり、動物を強制的に魔物化させたりした前科があるからな。

　奴が何かしたって可能性は外すべきじゃない。

　しかし、そうなると……。

「アールスハイドの方はどうなったんだろう？　魔法師団も騎士団も、兵力が上がったとはいえ、シュトロームが何かしている可能性があるなら、ちょっとまずくないか？」

　今回の作戦において、アールスハイド軍に俺達アルティメット・マジシャンズは配属されていない。

　その理由は、アールスハイドは大国であり、周辺国の数倍の兵力を揃えることができること。

　魔法師団が、爺さん式の練習方法で実力を上げたこと。

　騎士団もジェットブーツをいち早く取り入れたことで、他国に比べて兵力が増していること。

　以上のことから、災害級までなら新しい装備と新しい魔法の力で対処可能と判断されたため、アールスハイド軍は俺たちの助力を遠えん慮りよしたのだ。

　魔人との戦闘を想定していないのは、過去の襲撃から数ヶ月が経過しており、どこか……今回は旧帝都だと予想しているけど、そこに潜伏している可能性が高く、魔人領内にてフラフラしているとは考えられなかったからだ。

　そして何より、アールスハイドは俺たちを固有の戦力として保持しない、という意思表示でもあった。

　しかし、シュトロームが魔物に何かしたかもしれないとなると、途端に不安になってくるな。

『まだアールスハイドから定期連絡はない。魔人領であるし、通信機の線を埋めながらの移動に時間がかかっているんだろう』

「心配……だよな」

『確かに気になるが、私たちの助力を必要としないのは、アールスハイドから言い出したことだ。魔人領の攻略に周辺国を巻き込む以上、我らを周辺国へ優先的に配属させるとな』

　本来なら、アールスハイド軍だけでも対処できるこの問題。

　それを、周辺国や他の大国まで巻き込んだのは、攻略作戦の終結時間短縮と、アールスハイドの一人勝ちを防ぎパワーバランスを取るためだ。

　そんな事情に巻き込むのだから、少しでも周辺国に被害が出ないようにするべきだと判断されたのも、俺たちがアールスハイド軍に配属されていない理由だ。

「アールスハイドの方が問題なければ、この作戦自体はうまく行ってるんだけどな」

『……とりあえず、報告を待つか』

　こうなると、アールスハイド軍にも、無線通信機を渡しとくべきだったかな……。

　でも、チャンネル数が足りないし、特別扱いだと見られるかもしれないし……。

　とりあえずアールスハイドのことは定期報告を待つとして、俺達が派遣されている国の状況は、予想外の魔物は出たが、作戦自体は順調だということで定期報告を終わらせた。

　オーグたちとの報告会が終わったあと、通信機により各方面連合軍の定期報告を受けた兵士が戻ってきたのでその報告を聞いたのだが、正直冷や汗をかいた。

「サ、サイが魔物化した!?」

　なんで!?

　確か、元から大型の動物は魔物化しないと言われていると、魔法学院での授業で習った。

　アールスハイド軍の方でも異常な出来事が起こっていたのか。

　やっぱり、誰か一人でもアールスハイド軍に同行させれば良かったかと後悔していると、報告をしにきた兵士さんにマリアが詰めよった。

「そ、それで!?　どうなったんですか!?」

　どうしたんだろうか？　いつになく必死になってる。

　俺たちがいないアールスハイド軍に、今まで魔物化しないと思われていた魔物が災害級となって現れたら当然そうなるだろうけど、誰か知り合いでもいるんだろうか？

「魔法師団の魔法で足止めしたところを、騎士団で止めを刺したらしいです。なんでも止めを刺したのは、騎士学院の学生だったそうです」

　その報告を聞いてホッと胸を撫なで下おろした。

　そうか……初めて災害級になったと報告された魔物だけど、対処できたのか。

　新しい魔法の鍛錬方法と、騎士団の新しい装備で本当に強くなったんだな、アールスハイド軍。

　だが、マリアの追及は終わっていなかった。

「その学生の名前は!?　名前は分かりますか!?」

「え、ええっと……ああ、ミランダ。ミランダ＝ウォーレスさんっていう女子生徒だったそうだよ」

「ミランダが……」

　それってあれだよな、合同訓練の時にやたらと俺に突っかかってきた騎士学院次席の女の子だよな？

「ミランダは無事なんですか？」

「ええ、災害級を討伐した後、気力を使い果たし倒れたそうですが、無事だそうです。それに、彼女の戦法が非常に有効であったので、我々にも是非実践してほしいと言われましたよ」

「そ、そうですかあ……」

　それを聞いたマリアが、ヘナヘナと座り込んだ。

「なんでマリアがそんなにミランダのことを気にするんだ？」

「だって友達だもの」

「え？　そうなの？」

　意外だ。いつの間に。

「合同訓練の後、妙に気が合っちゃってさ。シシリーがシンの家に入り浸りになっちゃってからは、ミランダと一緒にいた時間の方が長かったの」

「そ、そうだったのか」

「いつの間に……」

　シシリーは複雑そうだな。生まれた時からの親友が、自分の知らないところで友人を作っていた。

　でも、自分は俺の家にずっといたから、何も言えない。

　けど、あんまりいい気はしないってところか。

　そんな複雑そうな表情のシシリーに、兵士さんからある報告があった。

「聖せい女じよ様さまのお身内の方もご無事なようですね」

「そうですか……ありがとうございます」

　シシリーのお姉さんたちも、魔法師団所属だからこの作戦に参加している。

　兵士さんが気を利きかせて教えてくれたけど、なんだろう？　ホッとはしてるけど、特別喜んではいないように感じる。

「まあ、災害級が相手ですから多少の被害はあったようですが……さすがはアールスハイド軍ですね。災害級の魔物を自分たちで討伐してしまうとは」

　兵士さんは感心しきりだが、俺はその言葉の一つに衝撃を受けた。

　被害……兵士さんはそう言った。

　それってつまり……犠牲者が出たってことか……。

「そう……ですか。ご報告、ありがとうございました。作戦は順調に進んでいるんですよね？」

「はい！　あなた方アルティメット・マジシャンズの皆様のお陰でこれ以上ないほど順調です」

「そうですか。では、俺たちはこれで」

「はい。お疲れ様でした」

　定期連絡の報告をしてくれた兵士さんに礼を言い、俺たちはテントに戻る。

　テントに戻る間、俺は険けわしい表情をしていたのだろう、シシリーがそっと腕を組んできた。

「……シン君、辛そうです……」

「……そうかな」

「はい……犠牲者が出たのが辛いんですね？」

　バレバレか……。

「アールスハイド軍にも、俺たちの誰かがいれば、犠牲者は出なかったのかなって思うとね……」

「でも殿下や陛下、軍務局長さんたちが決めたことですから……アールスハイド軍は、他の国に比べて兵力が増したのだから、私たちの助力を他の国に回すべきだと」

「それは……分かってるんだけど……」

「それに、お姉様たちが言ってました」

「セシリアさんたちが？」

「作戦に参加する前に、帰省してきたんです……これで最後になるかもしれないからって……」

「え？」

　それって……今こん生じようの別れを告げに来たってこと？

「お姉様たちは覚悟していました。この作戦で命を落とすかもしれない、けど民衆のために命を懸けて戦うことを誉ほまれに思うと。そう言っていました」

「……そう……なのか」

　本当なら、時間さえかければ俺たちだけでも問題の解決はできる。

　それを、民衆のために早期解決が必要だとか、包囲してから攻撃しないと逃げられるとか、世界のパワーバランスがどうとか、皆を巻き込んだのは、俺たちの……言ってしまえば我わが儘ままだ。

　それに対し、各国の軍人さんたちは、命懸けでこの作戦に参加してくれている。

　俺は……皆に命を懸けさせてしまっているのだ。

「俺……皆に非道いことをさせてるのかな？」

「これも、お姉様が言ってました」

　俺たちの我儘に皆を巻き込んでいることは重々承知している。

　それを後悔しかけたところでシシリーが言った。

「本来なら、自分たち大人が問題を解決しなければいけないのに、私たちに頼りきりなのが申し訳ないし、不ふ甲が斐いないと思っているそうです。自分たちにできることは、自分たちでやらせてほしいと」

「……」

「だから、シン君が罪悪感を持つ必要はないんですよ。皆さん、誰もが、自分たちの力でこの危機を乗り越えたいと、そう思ってるんですから」

　……いつの間にか、俺は傲慢になっていたのかもしれないな。

　俺たちがいなければ、災害級も、魔人も討伐できないと。

　皆が、自分たちの世界の平和を、自分たちで守りたいと……そう思ってることを考えていなかった。

「俺は……いつの間にか、偉そうな考えになってたのかもしれないな……この危機を救えるのは俺たちだけだって……」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みにそう言うと、腕を組んでいたシシリーがその腕をほどき、俺を正面から抱き締め俺を見上げながら言った。

「シン君が世界の希望であることは変わらないんです。シュトロームと対峙できるのはシン君だけです。だから……そんなに自分を卑ひ下げしないで下さい」

「シシリー……」

「皆さんも世界を救いたいんですよ。その為の犠牲は……覚悟の上だと思います。だから……そんなに自分を責めないで下さい」

　そう言って抱き締めてくれるシシリーの体は、少し震えていた。

　いくら覚悟ができているといっても、身内を失うかもしれない恐怖はあるんだろう。

　それでも、皆その恐怖を押さえつけて戦っているし、その家族も覚悟の上で送り出したんだろうな……。

「ゴメン、ありがとう。なんていうか……情けないな、俺……」

「そんなことないです。シン君の身内はその……お爺様とお婆様ですし、そういった経験はないでしょう？　でも、軍ぐん籍せきにある身内を持つ者は、皆すでに覚悟はできているんです。ただ、それだけの違いです」

　そうか。シシリーのお姉さんたちが所属している魔法師団はチャラ男の集団だけどれっきとした戦闘集団だ。

　そこに所属しているという時点で、その家族はすでに身内を失うかもしれない覚悟ができているのだろう。

「私も同じよシン。うちは軍に身を置いている身内がいないから……ミランダの身に何か起きたんじゃないかって取り乱しちゃったわ」

　今まで空気を読んだのか、会話に入って来なかったマリアがそう言う。

　そうか、マリアもか。

「シシリー、アンタ凄いわね。すでにそんな覚悟をしてたなんて知らなかったわ」

「……覚悟をしているとは言っても、やっぱり怖いものは怖いけどね」

　俺を抱き締めたまま会話をするシシリーとマリア。

　……変な構図だな。

「うん……皆に覚悟があるのは分かった。でも、なるべくその犠牲が出ないように頑張るよ」

「はい。頑張りましょう」

　そう言って、シシリーはニッコリ笑ってくれた。

「……またシシリーに救われたな」

「言いましたよ？　シン君の心を癒いやすのは私の役目ですって」












「うん……ありがとう……」

「あっ……」

　その言葉が嬉しくて、ついシシリーの体を、強く抱き締めてしまった。

「シシリー……」

「シン君……」

　俺の心を癒してくれたシシリーと見詰め合う。

　そしてゆっくりと顔を……。

「アンタら……さらっと私を空気にしてんじゃないわよ！」

「「あっ」」

　マリアが、超プルプルしてた。





　　　　　◆






　シンたちがアールスハイド軍の報告を受けていた頃、アウグストたちも同じように報告を受けていた。

「そう……か。少数の犠牲で災害級を倒したか……」

　少数とはいえ犠牲が出たことに、厳しい表情をするアウグスト。

「はい。アールスハイド軍でなければ、もっと大きい被害が出ていたことでしょう。さすがです」

　クルトの兵士がアウグストを気遣ってそう言うが、アウグストは厳しい顔をしたままだった。

「分かった。報告感謝する」

「はっ！　それでは自分はこれで」

　そう言って、クルトの兵士は立ち去っていった。

　兵士が見えなくなると、アウグストはポツリと呟いた。

「犠牲者が出た……か」

「……大丈夫ですか？　殿下」

「ああ。大丈夫だ」

　厳しい表情から辛そうな表情になったアウグストだが、トールの言葉に反応しすぐに気を持ち直した。

「彼らを……兵士たちを、災害級と戦えと戦場に送り出したのは私だ。私も、兵士たちも、こうなることは覚悟の上だ」

　自分の命令……正確にはアウグストが命じた訳ではないが、王族である以上、その責任からは逃れられないと思っている。

　だが、やはりまだ十六歳の身では、覚悟はできていると言っても、その責任の重さに押し潰されそうになっていることも事実である。

　そんなアウグストを見て、話題を変えようと、トールが気になっていたことを聞いた。

「そういえば殿下。先ほどのシン殿とのやり取りで、何か言いたかったのではないですか？　先日のダーム大聖堂でも何か言いかけましたし」

「ああ……いや、順調に作戦が進行しているようなので、特別言わなくてもいいかと思ってな。さっきは話さなかったのだ」

　先ほど、アウグストは、シンの身を案ずるような物言いをした。

　普段からシンの規格外っぷりを間近に見ている人間としては、魔物の討伐に何らの不安は抱いていない。

　そんなアウグストが、シンの身を案じた。

　何かあるのだろうか？

「先日の閣かく僚りよう会かい議ぎで、シンの作戦参加を拒んだ奴がいたのは知っているか？」

「ああ。ダームの代表でしょう？　議事録が公開されましたからね。それがどうしたんですか？」

「いや……ひょっとしたら、討伐の足を引っ張る行動を取るかもしれないと思ったのだがな。どうやら杞き憂ゆうに終わったようだ」

　シンの作戦参加を拒んだ者がいるダーム方面連合軍に災害級の狼の魔物が出た。

　普段のシンならば全く心配はしないが、そういった経緯がある。

　もし邪魔をされようものなら、シンといえども苦労をするかもしれない。

　そう危き惧ぐしていたのだ。

「討伐の邪魔ですか？　いくらなんでも、そんなことはしないでしょう？」

　この世界の危機に、そして災害級の魔物という目に見えて分かる脅威を前にそんな愚かな行動はしないだろうと言うトール。

　だがアウグストはそうとは限らないと思っている。

「分からんぞ。ダームは、その歴史から敬けい虔けんな創そう神しん教きようの信者が多い。おそらく、その代表も敬虔な信者なのだろう」

「それが、どうして邪魔などすると思ったで御座るか？」

　敬虔な信者なら、教きよう皇こうから神の御み使つかい認定を受けた者の邪魔などしないだろうと、不思議に思ったユリウスは、そうアウグストに訊ねた。

「敬虔な信者なればこそだ。シンの作戦参加を拒んだことから、シンにあまりいい感情は持ってないのだろう。おそらく、創神教徒でないシンが、神の御使いと呼ばれることが許せないのだろうな」

「そんな……この世界の危機にですか？」

　トールは信じ難い思いで呟いた。

「関係ないんだろう。信仰が深まりすぎて……言葉は悪いが、狂信的になってしまえば、周りが見えなくなっていても不思議じゃない」

　アウグストの言葉が本当にあり得そうで、顔を見合わせるトールとユリウス。

「魔物の出現状況がいつもと違う上に、身内にそんな……」

「しかし殿下。ならばなぜ、シン殿をダーム方面連合軍に配属したで御座るか？」

　ユリウスが疑問に思うのも当然だろう。

　シンの邪魔をする可能性があるなら、別の方面連合軍に配属した方がよかったのではないか？　そう単純に思った。

　するとアウグストは、当たり前のように言った。

「シンだからな。多少の妨害など、意にも介さないだろうと思ってな。逆に、他の面メン子ツだと、イレギュラーな事態が起きた時に対応できるのか不安だったのだ」

「シン殿を信頼すればこそ……ですね」

「奴の軽い性格はともかく、実力は間違いないからな」

　トールの生温かい視線を無視して話を続けるアウグスト。

「しかし、作戦自体はうまくいっているし、シンが災害級を討伐した時も、特に問題はなかったそうだからな。だから杞憂に終わったと言ったのだ」

「そうで御座ったか」

「ああ、どうかこのまま、何事もなく作戦が進んでほしいものだ」

　そんなアウグストの願いが届いたのかどうかは分からないが、それ以降の魔人領攻略作戦は、順調に進んでいった。

　各国軍の前に現れた、特別な災害級の魔物はそれ以降出現せず、兵士たちで十分に対処が可能であった。

　まれに災害級が出現することがあっても、連合軍はシンたちが。アールスハイド軍も、ジャンプ突きを取り入れたことで、災害級の魔物も兵士たちにトラウマを残すことなく討伐できるようになっていた。

　魔物討伐の大行軍。

　さすがに魔人領内での魔物数が尋常ではないため、命を落とす者もいたが、この作戦の本来の目的である、シンたちは魔人と災害級を、軍隊がその他の魔物を討伐するという形で、魔人領攻略作戦は順調に進んでいった。

　そんな中、クルト方面連合軍から衝撃的な報告がもたらされた。

　旧帝都への途中にある街で、魔人たちがたむろしているのを発見したというのだ。





　　　　　◆






「魔人を発見したって、本当なのか？」

　魔人領で順調に魔物を討伐していたある日の定期報告で、オーグから衝撃的な報告がもたらされた。

　俺たちは、魔人たちが拠点にしていると思われる旧帝都を、魔物を討伐しながら目指していたのだが、クルト方面連合軍の偵察部隊によって魔人たちが集まっている街が発見されたというのだ。

「罠の可能性は？」

『私も確認しに行ったのだがな、人気のない街で、魔人たちが憂うさ晴ばらしをするように建物を壊してまわっていた。待ち伏せで、あれはないだろう』

　確認しに行ったって。何を危ないことしてやがる。

「見つかってないだろうな？」

『魔力制御の訓練のお蔭だな。制御量が増えただけでなく、小さく抑えることもできるようになった。加えて魔力遮断の魔法も使ったからな、全く気取られていないさ』

「それならいいけど……で？　シュトロームはいたのか？」

『さすがに街全部を見回れる訳もないからな……街全体で五十前後の魔力があるのは確認したのだが……』

「動き回ってちゃ、正確な数は確認できないか……」

『すまんな』

「しょうがないさ。罠の可能性がないって分かっただけでも儲けもんだけど……」

　それにしても、なぜ帝都ではなく途中にある街に集まってるんだ？

　それに、憂さ晴らしをするように建物を壊して回ってるって……二度に渡る襲撃の失敗に苛いら立だってるのか。

　あんな稚ち拙せつな襲撃で？

　そのことに苛立つだけで、次の襲撃を仕掛けてこないのもおかしい。

「なんだか様子がおかしいな……」

『ああ、私もそう思う。ひとまず、クルト方面連合軍には、街から離れたところで陣を張らせて待機させている。街からは見えない位置にな』

「そうだな。今回は、俺たちが合流するまで待った方がいい」

『すでに厳命してある。魔人どもは、お前たちの手に負えるものではないから手を出すなとな』

　一体二体ならともかく、さすがに、数十体もの魔人を相手にするのは、俺たちが全員集まってからでないと無理だ。

『もうすぐ、そちらの陣営にも報告が入るだろう。急ぎ、こちらに集まってくれ』

『了解！』

　オープンチャンネルにしてある無線通信機から、全員の返事が聞こえた。

　魔人との戦闘となると、いよいよ作戦も大詰めだな。

　もう二回も魔人たちを取り逃がしてるんだ。今度こそ失敗は許されない。

　完全に取り囲んで逃げられないようにして、必ず殲せん滅めつさせる！

　そしてオーグが言った情報は、各方面連合軍と情報を交換した兵士さんからダームの総指揮官ラルフ＝ポートマンさん、エルスとイースの指揮官たち首脳陣に報告された。

　その場には、俺たち三人もいる。

　報告を受けたダームの総指揮官ラルフさんは、驚いた表情をしている。

「なんだと!?　魔人の拠点を発見しただと!?」

「はい。クルト方面連合軍の偵察部隊がこれを確認。複数人で確認したため、間違いないとのことです」

　兵士さんが報告をすると、ラルフさんの顔色が変わった。

　なんだろう？

　驚いたというより、慌てているといった印象を受ける。

「ク、クルト方面連合軍には、アウグスト殿下がいらっしゃるだろう？　討伐はされなかったのか？」

「それなのですが、数が多いので、討ち漏らす可能性があり、各方面連合軍に分散しているアルティメット・マジシャンズの皆様の合流を待って、行動にあたるということです」

「そうか……まだ討伐されていないのか……」

　討伐されていないことに、ホッとしたような溜め息をこぼすラルフさん。

　さっきの慌てていた印象もなくなった。

　何で討伐されてなかったことにホッとするんだ？

「よし！　そうなれば、我々の目的地も変更だ。その街の位置は？」

「この場所です」

　旧帝国の地図を広げ、街の位置を指す兵士さん。

　すでに数日、魔人領に踏み入っている。

　同じ目的地を目指して行こう軍ぐんしているため、お互いの位置はそう離れていない。

　魔人がいた街へは二～三日で到着できるだろう。

　ただ、それはあくまで『俺たち』はという意味だ。

「問題は、一番遠いアールスハイド軍ですね。アルティメット・マジシャンズの皆さんの同行がないので、状況によってはアールスハイド軍の到着前に戦闘になる可能性があります」

　アールスハイドと、魔人の拠点を発見したクルトとは一番距離が離れている。

　恐らくクルトに近い順に、カーナン、ダーム、スイードと到着し、最後にアールスハイドが到着すると思われる。

　そうなると、魔人の討伐は俺たちアルティメット・マジシャンズの仕事なので、アールスハイド軍が到着する前に魔人との戦闘が開始される可能性がある。

　でも、それは仕方がないか。

　いかに災害級の魔物を軍の兵士だけで討伐できるようになったアールスハイド軍といえど、魔人との戦闘には参加はしてほしくない。

　アレは、確かに魔物化した人間だけれども、ただの魔物ではない。

　今まで対戦してきた魔人たちは、爺さんの話とは違い皆意思を持っていた。

　だからと言って対話ができる相手ではなく、なんというか、人間の悪意の部分がより強く表に出ていた。

　自分より弱い人間をいたぶり、無慈悲に殺すことに至上の喜びを感じているように見えた。

　そんな魔人たちと、やっと災害級の魔物を討伐できるようになった兵士たちが戦闘になるとどうなるのか？

　正直に言って、蹂じゆう躙りんされる未来しか予想できない。

　ここは奴らよりも圧倒的に強い力で一気に制圧しないといけない。

　なので、いざ魔人たちと戦闘になっても、軍には静観してもらうようにお願いした。

「魔人たちとの戦いでは、連合軍だけでなく、アールスハイド軍にも手出ししてほしくありません。俺たちだけでやります。なので、多分アールスハイド軍が到着する前に戦闘を開始すると思います」

　俺がそう言うと、ラルフさんの顔が不快に歪んだ。

「……それは、あなた方でないと魔人は討伐できないと、そうおっしゃっているのですか？」

　言い方にトゲがあるなあ。それを表情に出しちゃってるし。

　軍の総指揮官としてそれはどうかと思うけど、まあそういうことだ。

　それに、各国共ここ数日の魔物討伐でこの作戦における役割は十分に果たしていると思う。

　それに、これで攻略作戦自体が終わる訳ではない。

　魔人たちがいなくなれば、この土地は各国に分配される。

　そうなれば、ここに沢山の人が住むようになるのだから、魔物を大幅に間引いておくことも必要だ。

　魔人を討伐した後は、各国軍には引き続き魔物の掃そう討とう作戦に移ってもらうことになる。

　そのことを考えれば、魔人討伐に参加しなくても、文句を言う者などいない。

「これは、自惚れで言っているのではないのですが、スイードでの対応を見るに、各国軍では対処できるとは思えません。俺たちには、過去に魔人を討伐した実績があります。それを踏まえて、今回の作戦が立案、可決されたと伺いましたが？」

　なにより今回の作戦自体がそういうことになっている。

　なのでラルフさんから嫌味を言われる筋合いはないんだけど……。

　俺が作戦の内容について発言すると、ラルフさんは、憎々しげな表情を作り「フンッ！　傲慢なことだ」と言い捨てて、天幕を出ていってしまった。

　なんだあれ？　ダーム軍の総指揮官ってことは、作戦も重々承知してるよね？

「ちょっと、何アレ？」

「シン君にあんな態度を取るなんで非道いです！」

　俺の後ろにいたマリアとシシリーが憤ふん慨がいしている。

　本当に、何あの態度。

　え？　ひょっとして、さっきの話の中にラルフさんを怒らせるような発言があったのかな？

「えーっと？　俺……何かマズイこと言いましたか？」

　俺は軍人ではないので、ひょっとしたらさっきの発言の中に、言ってはいけないことがあったのかと、一緒にいたエルスとイースの指揮官さんに訊ねると、二人は非常に険しい顔をしていた。

「いや、何も間違うてへんぞ。なんや、あの態度。気に入らんな」

「本当に、あれが一国の総指揮官の取る態度ですか？　ポートマン長官と言えば、公こう明めい正せい大だいな性格の好人物ではなかったのですか？　同じ創神教徒として恥ずかしい限りです」

　あ、良かった。

　俺の方に非はないみたいだ。

　となると、さっきのラルフさんの態度は問題があるんじゃないかな。

　現にエルスとイースの指揮官さんが、不快感を顕あらわにしている。

　それはそうだろう。

　連合軍の指揮官が、理由もなく俺に対し暴言を放ったのだから。

　言われた俺の方は、あまりにも突然のことだし、そんなこと言われるとは夢にも思っていなかったので、全く反応できなかった。

　これが元で、ダームとエルス・イースの間が拗こじれなければいいんだけど……。

「も、申し訳ございません！　長官の非礼、お詫わびします！」

　今後の作戦上、連合軍の内部で仲違いが起きないように祈っていると、ダーム軍の副官と思われる人が慌てて頭を下げる。

　その副官さんに、エルスの指揮官さんは厳しく問とい質ただした。

「お前さんら、何であんな人を長官なんかにしとんのや？」

「ふ、普段はあのようなことをおっしゃる方ではないのです！」

　普段を知らない人間としては、そんな答えで納得できるわけもないんだけど。

「私もそう聞いていましたがね。では、さっきのあれはなんです？」

　イースの指揮官さんは、その普段を知っているようだ。

　質問を受け、返答に詰まるダームの副官さん。

　何か言いにくい事情でもあるのだろうか？

　そして、ようやく口を開いたかと思えば……。

「お、おそらく……魔人の討伐は、一体でも大きな功績です。それをアルティメット・マジシャンズの方に独占されるのが悔しいのではないかと……」

「……え？」

「何よそれ!?」

　シシリーは副官さんが言ったことが一瞬理解できずに固まり、それを理解したマリアは大声をあげた。

　……本当になんだそりゃ……。

　あ、だからさっき、手柄をオーグたちに持っていかれたかもしれないと思って慌てた表情になって、魔人が討伐されてなくてホッとしたのか。

　副官さんの言葉でさっきの態度もようやく理解できたけど、理解できたらできたで、余計に釈然としない気分になる。

　それはエルスとイースの指揮官さんも同様のようで。

「この世界の危機に……何を考えとんのや？」

「本当に……嘆なげかわしいですね」

　俺もそう思う。

　魔人の大量出現という、人類史上初と言っていい人類滅亡の危機。

　その危機に、世界を救うという思いではなく、自分たちの功績のために働く。

　正直、なにを考えているのかと問い質したい。

　ただ……どうもダームの副官さんはそうは思っていないみたいだ。

「……あの……そのような考えを持っているのは、長官と一部の者のみで、他の兵士たちは世界を救うために命を懸けていますので……」

　その言葉に、俺たちは顔を見合わせる。

　そしてエルスの指揮官さんが溜め息と共にダームの副官さんに告げた。

「あんなあ。そういう考えが少数派なんはエエとしてや、総指揮官がその少数派やっちゅうのが問題なんや」

「そうですね。結局軍隊は三角形です。大多数である下級兵士の言葉は反映されにくくても、三角の頂点にいる長官の言葉は、全軍に行き渡るんですよ？」

「……」

　エルスの指揮官さんに続き、イースの指揮官さんにも苦言を呈されるダームの副官さん。

　他国の、特にイースの指揮官に言われたのが相当堪えてるようだ。

　俯うつむいて言葉も出せない。

　しょうがない、助け船を出すか。

「まあ、実際に戦闘を行うのは兵士さんですからね。長官が魔人を討伐しに行けって言っても、さすがに従えないでしょ？」

「そ、それはもちろん！」

　俺の言葉に食いついてくるダームの副官さん。

「でしょ？　まさか総指揮官自らが前線に出る訳でもないですし、魔人討伐命令が出ても実際には行動に移せないですよね。なら問題ないんじゃないですか？」

「そらまあ、確かに……」

「指揮官は、後方から指揮を出してこそ指揮官ですからね」

　エルスとイースの指揮官さんも、納得はしないまでも鉾ほこは収めてもらえるようだ。

「そういうことで、この話は終わりです。明日からまた移動の日々が始まるんですから、早めに休みましょう」

　そう言ってこの話題を締めると、エルスとイースの指揮官さんは、自分の天幕に戻って行った。

「御使い様……ありがとうございました」

　二人が去った後、残ったままのダームの副官さんが俺にお礼を言ってきた。

「ああ、いえ、貴方はそういう考えではないというのはすぐに分かりましたから。上官の考えを否定する訳にもいかないですし、大変だろうなと思って」

　助け船を出した理由を告げると、ダームの副官さんは目を潤ませた。

「御使い様にそこまで気にかけてもらえたとは……これ以上ない僥ぎよう倖こうです」

「え？　ああ、いや、ホント気にしないで下さい」

　あ、この人俺のこと神の御使いとして敬ってる系の人だ。

　なんか、メッチャ感謝された後、ラルフさんについて言葉を漏らした。

「最近の長官は……まるで別人になったようです……まさか教きよう皇こう猊げい下かがお決めになられたことに反対するとは……」

　教皇さんの決定に反対した？

「え？　それってどういうことです？」

「あ……」

　俺が聞き返すと、ダームの副官さんは『しまった！』という顔をした。

　そんな副官さんをじっと見ていると、観念したかのように話し出した。

「長官は……シン様が神の御使い様と、シシリー様が聖女様と呼ばれることに反対なのです」

「「え？」」

　いや、そりゃあ俺も自分が神の御使いだなんて思ってないし、過ぎた二つ名だと思うよ？

　シシリーだって、治療を受けた民衆が勝手に言っているだけで自分から言いふらしたことじゃない。

　ただ、これって俺とシシリーを神の御使いと聖女と認定した人が問題なんだよ。

　創神教教皇エカテリーナさん。

　彼女が全世界に向けて発信したことで、俺とシシリーは創神教公認の神の御使いと聖女になった。

　正直、とんでもない二つ名だと思うし、俺自身は神様の使いでもなんでもない。

　それに、人間が百人いて百人全てが同じ考えのわけはない。

　どんなことにでも、考えが合わず反対する人というのは必ず出てくる。

　但し、今回のそれはちょっと事情が異なるんだよな。

　ラルフさんはダームの総指揮官だ。

　そしてダームの人間は、その歴史的背景から敬虔な創神教の教徒が多い。

　多分ラルフさんもそうだろう。

　となると、その創神教のトップである教皇エカテリーナさんの言葉に反対するとは考えにくいんだけど……。

「御使い様のことをお認めになられないだけでなく、魔人討伐の戦せん功こうを独占したいと考えるなんて……本当に長官はどうされたのか……」

　沈痛な面持ちでそう語る副官さんは本当に辛そうだ。

「ま、まあ。俺のことを認めないのは別にいいと思いますよ。正直俺だって過ぎた二つ名だと思ってますし」

「わ、私もです……」

　シシリーと揃ってそんなことを言うと、副官さんは凄い勢いで話しだした。

「何を仰っているんですか!?　世界が危機に瀕したまさにこの時！　神の御お慈じ悲ひにより遣わされた御使い様が世界を救おうとなさっている！　そして傷付いた民衆を癒し、御使い様に寄り添う聖女様！　この世にこれ以上に相応しい呼び名が御座いますでしょうか!!」

　熱い。

　熱苦しいよ副官さん。

　よっぽど興奮しているのか、今までの落ち込んだ雰囲気と違い、熱くその想いを語りだした。

「は、はわっ」

　シシリーもその熱に引いて俺の後ろに隠れちゃったよ。

「あ、あの落ち着いて下さい」

「は!?　も、申し訳ございません！」

　ハッと我に返った副官さんは、深々と頭を下げて謝ってきた。

　いや……それもどうかと……。

「と、とにかく。俺のことを認めないというのは別にいいですので。ご心配なく」

「は、はあ……」

「作戦についても、さっきも言った通り問題なく遂行されると思いますよ。結局指示を受ける兵士さんたちは魔人と戦えるとは思っていないでしょう？」

「そう……ですね」

「ラルフ総指揮官には、ちょっと我慢してもらう必要がありますけどね」

「はは……そうですね。ありがとうございます御使い様。少し気が楽になりました」

「それは良かった」

「それでは、私も休みますね。お休みなさいませ」

「はい、お疲れ様でした」

「「お疲れ様でした」」

　ふう。

　ダームの副官さんは、大分気を取り直したみたいだ。

　それにしても、やっぱり大それた二つ名だよな。

　今後、これからもラルフさんみたいに、俺のことを認めないっていう奴が現れるんだろうか？

　別に俺から言いふらした訳じゃないし、正直やめてもらいたいんだけどな……。

　そう思っていると、マリアが先程の副官さんの話について意見を述べた。

「教皇猊下の御言葉に逆らう人がいるなんて信じられないよ……」

「わ、私は……」

　マリアもこの世界の人間の御多分に漏れず創神教徒だ。

　教皇エカテリーナさんが出陣式の日に部屋に現れた時、ガチガチに緊張していたけど、その目には敬けい愛あいの感情がありありと現れていた。

　そんな教皇さんの言葉に逆らうことが信じられないのだろう。

　シシリーも創神教徒なので教皇さんのことは敬愛しているけど、自分の二つ名のことを恥ずかしがってるから、なんとも言えないだろうな。

「俺は別に気にしてないよ。そういう人もいるだろ」

「シンが気にしてないのは分かってるわよ。私が気に入らないのは教皇猊下の御言葉に逆らってるってことなの」

「それも分かってるよ。まあ、それだけ許容しがたいことなんだろ」

　今度はマリアが釈然としない様子になったけど、これ以上ここで言っていても仕方がない。

　明日からの進軍に備えて俺たちも休むことにした。
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　シン達のもとから自身の天幕に戻ってきたラルフは強い憤いきどおりを感じていた。

「何が俺たち以外には対処できませんだ！　調子にのった若造がっ!!」

　ラルフは、シンの神の御使いという二つ名がこれ以上広まらないように、自分たちの方が戦功を多くあげるように努力してきた。

　ところが今回入ってきた一報は、この状況を一気に終息させてしまうほどの情報だった。

　このままでは、魔人たちを一気に殲滅してしまい、ますますシンの名声が高まってしまう。

　どうする？　どうすればいい？

　そんな答えの出ない問いかけをずっと続けていくうちに、ラルフの思考は朦もう朧ろうとし始めた。

　そしてしばらくボンヤリしていたラルフは、急にあることを思いついた。

「そうだ……奴より先に戦功をあげればいいのだ……」

　そんなことを口にした。

「戦功をあげるべき相手がいなかった時……」

　その状況を思い浮かべたのだろう、ラルフは込み上げてくる笑いが抑えられなかった。

「ククク……見ていろよシン＝ウォルフォード。世界はお前を中心に回っているわけではないのだ！」

　天幕の中に、ラルフの笑い声が響いていた。

　そして、その様子を見ている者がいる。

「あの平民魔人たちといい、人間といい、欲にまみれた者ってのは御ぎよしやすいな」

　そこにいたのは、シュトローム派の魔人で、ゼストの部下ローレンスである。

　彼が言っているのは、学はないくせに、世界征服の野望を持ってしまった平民出身の魔人と、イースの大司教でシシリーを手に入れようとしたフラーのことである。

　かつてローレンスは、平民魔人たちを操り、フラーを洗脳したことがある。

　今回のラルフも、どうやらローレンスの思考誘導を受けているようである。

　だが、ラルフの根底にあるのは欲ではない。

　元々創神教徒でないシンが神の御使いと呼ばれることには反対だったのだ。

　それを公言しなかっただけで。

　ローレンスは、その感情を見逃さなかった。

　その感情は内に秘めているのではなく、表に出してもらおうと思った。

　そして、ラルフの思考を誘導したのである。

　その理由は……。

「簡単に終わってもらっては、興醒めもいいところだからな」

　シュトロームは、人間と魔人たちの争いを楽しんで見ていた。

　特にその結果に興味があったわけではない。

　ただ純粋に、事の成り行きを楽しんでいたのだ。

　そして、シュトロームの部下である魔人たちは、自身の身をシュトロームに差し出し、魔人化するほど信奉している。

　シュトロームのためならば、人間などどうなってもいいと思っている。

　全てはシュトロームのため。

「せいぜい、楽しませてくれよ」

　そう言って天幕を後にしようとするローレンス。

　そのローレンスの肩を摑む者がいた。

「ローレンス。他の連中も忘れるなよ」

　ローレンスの上司であるゼストである。

　そのゼストに肩を摑まれたローレンスは冷や汗を流す。

「わ、分かってますよ。これから行ってきます」

　そう言うとローレンスはラルフの天幕を出て、ラルフと同じ御使い・聖女反対派の天幕に向かった。

　それを見送ったゼストは。

「……忘れていたな」

　明らかに動揺したローレンスの態度を、見逃してはいなかった。
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　ラルフ総指揮官が俺に対して非友好的な態度を見せたものの、それによって進軍に影響が出ることはなく、時折現れる魔物を討伐しながら順調に進んでいた。

　旧帝都へ向かっていたルートを途中で変更し、クルト方面連合軍が陣を張る、魔人の集まっている街の近くまでやってきた。

　辿り着いたそこは丘陵地になっており、確かに街からは近いけど見えない位置になっている。

「久し振りだな、シン」

「毎日、声だけは聞いてるから、久し振りって感じがしないけどな」

　そこで数日振りに、オーグたちと合流した。

「やあシン、久し振り」

「お久し振りッス！」

「お久し振りです」

　トニーたちは既に到着していた。

　後は、スイードのアリスたちだけだな。

「フレイドたちが昨日、シンたちが今日だ。おそらく明日にはコーナーたちも合流するだろう。移動の疲れを考慮して一日休息を取ったとして、攻撃はその後だな」

　攻撃か……。

　いよいよ魔人たちとの決戦だな。

　そういえば、魔人たちと戦闘するのに一つ確認しておきたいことがあった。

「魔人たちに、降こう伏ふく勧かん告こくとかするのか？」

　するとオーグにとっては想定外の質問だったらしく、驚いた顔を見せた。

「……私の中では、魔人は、意志があろうと魔物の扱いだから、それは考えていなかったな。必要か？」

　どうなんだろう？

　他の国の人にも聞いてみようか。

「必要ありません！　奴らは人類の敵です！　脅威です！　野放しにしておくなど考えられません！」

　イースは、降伏勧告不要と。

「別に要らんのとちゃう？　そもそも、アイツらって、スイード王国に奇襲で攻め入って、無差別殺人をしでかした連中やろ？　魔人やとかそうでないとか、それ以前の問題やで」

　エルスも降伏勧告は不要と。

　周辺国の人も同じ意見だった。

　奴らは人類の敵で、すでに無差別殺人を犯した殺人者集団。

　降伏勧告の必要はなし。

　まあ、俺もそう思っていたけどね。

　スイードに攻め入ったのは戦争でもなんでもない。

　そもそも国同士の戦いではないし、アイツらはスイード市民を楽しんで殺してやがった。

　ただ、言げん質ちを取っておかないと、降伏勧告をしなかったことを問題にするうるさい奴が出てくるかもしれないからな。

　魔人とはいえ、元人間なのだから、降伏勧告はするべきだった、とかね。

　まあ、そういうこと言う奴は、大抵現場の状況を知らない奴だったりするから、市民の声にかき消されちゃうだろうけど。

　さて、スイード方面連合軍が到着する前にオーグたちと協議し、大まかな作戦はすでに決まっていた。

　その内容は……。

　俺たち十二人で街を取り囲むように包囲。

　無線通信機を用いて同期し、一斉に街に向かって魔法を掃そう射しや。

　掃射後は、魔人たちを街の中心に追いやりながら包囲網を狭めていき、その中心部で魔人を殲滅する。

　……随分大雑把な作戦だけど、十二人しかいないし、まあこれでいいだろう。

　連合軍については、街の外をぐるりと取り囲み、万が一魔人を討ち漏らした際に、逃げられないように魔人を足止めすることになった。

　また命を懸けさせることになるけど、連合軍の兵士さんたちの目は決意に燃えていた。

　アールスハイド軍については……。

「本来なら、全ての国が揃っていることが望ましかったのだがな。我が国の軍を待っていては、さすがに魔人どもに気取られるかもしれん」

　国の面子より、実益重視か。

　オーグならそう言うと思ってたけどね。

「それに、魔人領内の魔物の数を間引いておくことも重要な作戦の一つだ。アイツらはそちらに回すさ」

　魔人討伐作戦に間に合いそうにないアールスハイド軍は、引き続き魔人領内の魔物討伐をメインにしてもらうことになった。

　作戦ができあがってしまえば、後はスイードの合流まで休息の時間だ。

　戦闘続きの皆にも、ゆっくりするようにと命令が出た。

　各国方面連合軍が合流し、交流を深める中、俺たちのもとに現れた人がいた。

「おう。久し振りだな、シン」

「あ、ガランさん。お久し振りです」

「やっぱり、お前さんはスゲエ奴だったんだなあ。名をはせるどころか、世界の英雄だったとは」

「い、いや。周りが騒いでるだけで、そんな大層なもんじゃないですよ」

「謙けん遜そんも過ぎると嫌味に聞こえるぞ？　気を付けろよ」

「はあ……すいません」

「全く、魔剣士といいお前さんといい、今時の若えのはスゲエんだなあ」

　魔剣士？

「誰です？　魔剣士って」

「あん？　お前さんのところのトニーだよ。魔法も使える剣士。カーナン方面連合軍じゃあ、随分と浸透してるぜ？」

「ほうほう」

　トニーめ、隠していたな？　これは後程いじってやらないと。

「それにしても、緊張とかしないんだな。随分と自然体だ」

「ああ。魔人自体は大したことないですからね。討ち漏らすことだけが心配です」

「魔人が大したことないって……」

　実際、その通りだからな。

　二回も逃げられてると、討ち漏らさないことが最大の懸念事項だ。

「頼もしいこった。それじゃあ、よろしく頼むぜ？　英雄さん」

「はい。任せて下さい」

　俺がそう言うと、ガランさんはカーナンの陣に戻って行った。

　合流してからは、俺達はアルティメット・マジシャンズで固まって行動している。泊まるところも、テントから大きな天幕に変わった。

　男性用と女性用に分かれているが、その分天幕の中が広く使える。

　これは、今まではテントで使えなかったあるものが使えるぞ。

　俺は早速、異空間収納に入れておいたベッドを取りだし、天幕内に人数分設置した。

　野営地に並ぶベッドを見ていたオーグがこんなことを言った。

「野営にベッドとか……似合わないことこの上ないな」

「なるほど、オーグはベッドはいらないと」

「疲れを取るには、やはりベッドだな」

　変わり身早えな。

　まあ、十分な休息は、魔人との最終決戦前にはどうしても必要だ。

　オーグにだけベッドを出さないとか、そんな意地悪はしないけどね。

「それにしてもベッドを持ってきていたとは……防音の魔道具も開発していたし、野営中にナニをしていたのやら」

「ナニもしてねえからな！」

「そうなのかい？」

「本当ッスか？」

「マークとオリビアのところはどうなんだよ!?　そっちだってカップルだろうが！」

「そんな非常識なこと、しないッスよ」

「俺もそうだよ！」

　久し振りだな、こういうやり取り。

　シシリーと一緒っていうのも、もちろん素晴らしいけど、気兼ねしない男友達というのはやはりいいものだ。












　女性陣の天幕にも、同じくベッドを出してあげる。

　やはり寝袋では疲れが取れなかったんだろう、大層喜ばれた。

　そうしてベッドと一緒に取り出したマットレスや掛布団を見たシシリーがあることに気付いた。

「シン君、この寝具って……」

「ああ、家で使ってるやつだよ」

「わあ！　嬉しいです！」

　シシリーがメッチャ嬉しそうに笑ってくれた。

　ばあちゃんのベッドでこのマットレスを体験したって言ってたものな。

　その時は寝ないようにしていたらしいけど、今回は疲れを取るためにもしっかり寝てもらわないといけない。

　シシリーはその時が待ち遠しくてしょうがないらしい。

　そんなソワソワしているシシリーを見て、マリアも寝具に興味を持ったらしい。

「それって例のアレ？　低……なんとかっていう木の皮のマットレスと、羊毛を使ってないっていう布団？」

「そう、それ」

「ふーん」

　マリアは、いつだったか、ウチにある寝具の話をしたときのことを覚えてたみたいだ。

　ただ、マリアはシシリーの体験談をイマイチ信用しきれてないみたい。

　この世界の寝具は羊毛メインだからな。

　羊毛を一切使っていない寝具は信用できないんだろう。

　フッフッフ。一度寝て、その虜になるがいい。

　食事と風呂が終わった後、シシリーとマリアはよほど疲れていたのだろう、皆で話している途中でウトウトしだした。

　オーグたちも、例の寝具を試してみたいということで、早めに眠りについた。

　そして翌朝起きた時、オーグからこの寝具を譲ってくれと懇願された。

「ベッドに入った後の記憶がない。まるで包み込まれるような感触があった後、気が付けば朝だった。疲れも十分に取れている。これは素晴らしい」

　おおう。大絶賛だ。

「本当に凄いわね。私って結構寝つきが悪い方なんだけど、あの感触はヤバイわ。シシリーの言ってたことが今は分かるわ。包み込まれるっていうか、宙に浮いてるっていうか……」

「ね？　本当だったでしょ」

　寝具が絶賛される度に、シシリーはまるで自分のことのように喜んでくれた。

「シン君が作ったものなんですから、絶対いいものに決まってます」

　どうやら、俺が作ったものが評価されてることが嬉しいらしい。

「シシリーはどう？　よく眠れた？」

「はい！　本当は以前試した時、そのまま眠ってしまいたかったんですけど、お婆様の目の前でそんなことする訳にはいかないですし……今回は心ゆくまで堪能しました！」

　良かった、シシリーも満足してくれたみたいだ。

　俺たちは昨日この陣についたばかりだからな、疲れもあっただろう。

　今見る限り、シシリーとマリアに疲れの色は見えない。

　うまく疲労回復もできたみたいだ。

　ちなみに、全員からこの寝具を個人的に購入したいとの申し出があった。

　自宅の寝具をこれに交換したいらしい。

　皆そんなに気に入ったのか。

　こんなに好評なら、今度ウォルフォード商会の商品に追加してみるか？

　ああ、でも既存の店の権利を侵害するか。

　ならいっそ、そういう寝具を取り扱っている工房にアイデアを売るか？

　……まあ、それもこれも、この件が片付いてからだな。

　寝具の取り扱いについて色々と考えたり、魔人が集まっているという街の様子を見たり。

　街から魔人が出てくる気配がなかったので、疲れをとるためにものんびりしたりしていると、昼過ぎにスイード方面連合軍の一部が合流した。

「あー……疲れたあ……」

「フラフラする」

「お風呂入りたぁい」

　いつも元気なアリスの元気がない。

　リンもちょっとフラついてる。

　ユーリは汗と砂埃まみれになってしまったので、風呂に入りたいと嘆いている。

　随分とフラフラだな。

　事情を聴いてみると、少しでも早く合流するために、かなりの強行軍で朝から走りっぱなしだったとのこと。

　とにかく合流することを最優先で移動してきたので、魔物を討伐する人員を途中で置いてきたとのこと。

　そんな疲ひ労ろう困こん憊ぱいのアリスたちに食事を取らせ、風呂に入れ、例のベッドに寝かせた。

　女子用天幕の中で彼女たちがベッドに入って数分もしないうちに寝息が聞こえてきたと、シシリーが教えてくれた。

　そりゃ、俺は女子用天幕の中には入れないからね。

　昼過ぎから寝たので、夜俺たちが寝る直前に起きてきた彼女らは、やっぱりこの寝具を売ってくれと言ってきた。

　こうまで全員同じ反応だと、いよいよウォルフォード商会での商品化も考えた方がいいかも。

　一休みし、元気が戻ったアリスたちを加え、ようやくアルティメット・マジシャンズが全員揃った。

　偵察部隊の報告では、魔人に動きはないみたいだし、明日一日アリスたちのための休息を取ったら、いよいよ最終決戦だ。

　世界の命運が、俺たちにかかっている。

　ここから先は、おちゃらけはなしだ。

　そんな決意も新たにした俺たちにアリスが語りかけてくる。

「昼間寝ちゃって寝れないよお。皆おしゃべりしようよお」

　……おちゃらけはなしだ！





　　　　　◆






　アルティメット・マジシャンズが全員集合した翌日に一日の休息を取った後、いよいよ魔人との最終決戦を迎える。

　連合軍の兵士たちは、自分が魔人と相対する訳ではないが、万が一シンたちが討ち漏らした場合、命懸けで魔人たちを食い止めなければならない。

　否が応でも、決戦ムードが高まっていた。

　そんな中、ダームの天幕では、ある人物たちが集まっていた。

「長官、いよいよ我らに運が向いてきましたな」

「左様ですな、せっかく魔人どもを目の前にしながら、のんびりと休憩を取るなど、やはり考えの甘い学生と言わざるをえんでしょう」

「ふふ、分かっている。だが焦あせるなよ。わざわざこうして我らに時間を与えてくれているのだ。この好機、無駄にする訳にはいかん」

　ダーム王国総指揮官ラルフ＝ポートマンと、彼の考えに同調している、神の御使い・聖女反対派の人間たちである。

　この天幕は元々、軍議などをするため、かなり大勢の人間を収容できるようになっており、この中に数十人の人間が集まっていた。

　彼らの目には、今目の前にいる魔人たちが、自分たちに大きな戦功を与えてくれる獲物にしか見えていない。

　しかも、その獲物たる魔人たちは自分たちに全く気が付いていない。

　ラルフたちは、教皇であるエカテリーナがシンのことを神の御使いと持ち上げたのは、人類に希望を与えるため、前代未聞の危機に際して神から遣わされた使者がいることで民衆を安心させるためだと思っている。

　そのためラルフたちは、シンの力に頼らず自分たちの手で魔人を討伐することができれば、シンを神の御使いと持ち上げる必要はなくなり、教皇もその宣言を取り下げるであろうと考えたのである。

　エカテリーナが出陣式でシンを神の御使いと宣言した理由は、ラルフたちの考えで概おおむね間違ってはいない。

　シンを神から遣わされた使者であると宣言し、民衆に希望を持たせ、余計な混乱を避けたいという思いがあった。

　結局、その行為がシンを政治利用したと判断され、メリダにこっぴどく叱られたのだが……。

　ともあれ、確かに人類で対処可能な事案であれば、シンを神の御使いと宣言する必要はない。

　それゆえに、シンたちより先に魔人を討伐することができればエカテリーナも御使い宣言を取り下げると、ラルフたちは考えたのだが……。

「いいか。明日の夜は、翌日に魔人たちへ一斉攻撃を仕掛けるために、早めに就寝するように会議で決まった。その時に行動を起こす」

　ラルフの宣言に、その場にいた者たちは「おお」と声を漏らす。

　その声に含まれているのは、期待と希望。

　彼らの耳には、ラルフが語る作戦が完璧であり、自分たちの願望を叶えるための福ふく音いんに聞こえていた。

　この時の彼らの思考は、ある方向に傾けい倒とうしていた。

　その思考とは……。

　我らの望みを叶えたかのような状況が目の前にある。

　神は、我らのためにこのような好機を作り出してくれた。

　神の御使いと言われている奴より、我らの方に神は味方した。

　やはり、神の御使いなどと呼ばれるべきではない。

　それを、我らが実証する。

　神は、我らに魔人を討伐しろとおっしゃっている。

　自分たちこそが神に認められた人間であると……そう思い込んでいた。

　狂きよう信しん。

　彼らの目に浮かんでいるのは、まさにそれであった。

　だが、その中でただ一人その思考に染まっていない者がいた。

　ラルフの副官である。

「ポートマン長官、それで……具体的な討伐の方法はどうするのですか？」

　副官は、この中でただ一人、神の御使い・聖女反対派ではない。

　ラルフの副官であるため常に一緒にいるだけで、彼の考えに賛同している訳ではない。

　そのことは、先日のシンとの会話でも明らかであった。

　今民衆の間では、シンたちがあまりにも簡単に魔人を討伐してきたために、ある誤解が広まっている。

　それは『魔人は弱い』という認識だ。

　魔人が旧帝国を出て周辺国に襲撃をかけたのは二回。

　その二回とも、シンたちが退けてしまった。

　しかもアルティメット・マジシャンズ側には、全くの損害を出さずにである。

　その結果世間には、魔人は大したことないという誤解が広まったのだ。

　シンはそのことを危惧していたのだが、国の首脳陣たちはその状況を逆に利用し誤解を解かなかった。

　なぜなら、人間は将来に絶望すると思わぬ行動を取ることがあるからである。

　それは、暴動や略奪などの自暴自棄な行動だ。

　人類の未来に絶望しかないと思い込んでしまえば、民衆は暴徒と化し国が大混乱に陥る可能性がある。

　そこで各国の首脳陣は、民衆の間に広まっている『魔人は弱い』という誤解を、積極的に解かなかったのである。

　それは、魔人は討伐可能なので絶望する必要はない。なので、今まで通りの生活を続けるようにという考えがあったからだ。

　結果、首脳陣の思惑通り民衆は将来を悲観することなく、今まで通りの生活を送っており、社会に混乱は見られない。

　ここまでは、計算通りであった。

　だが、思わぬところに落とし穴があった。

　それは……。

「なに、これまでの奴らの行動を見るに、烏う合ごうの衆しゆうである可能性が高い。夜の闇に紛れていけば、造作もなく討伐できる！」

　ダーム王国軍司令長官という立場であるラルフまで、その誤解を信じてしまったことである。

　スイードやクルトと違い、ダームとカーナンは魔人の攻撃に晒さらされていない。

　なので具体的な魔人の強さは知らない。

　しかし、本来軍のトップであるラルフならば、シンたちが知るある情報も伝えられているはずである。

「しかし……災害級よりも強いという話は……」

「フン！　そんなもの、奴らが勝手に言っているだけではないか！　大方、自分たちの功績を増やすために、我らに手を出させないようにそんなことを言っているのであろうよ」

　そう、魔人は災害級の魔物よりも強いという情報である。

　しかし、実際に魔人の力を見たことがないラルフは、この情報はシンたちが戦功を独り占めする為の誇張であると断言した。

　ラルフの主張では根拠のない話ではない。

「それが証拠に、クルト王国では、人的被害など出ていないではないか」

　クルト王国での魔人襲撃の際の人的被害ゼロ。

　魔人たちは、クルトを襲撃した際、一人の兵士も殺すことができなかった。

　その事実をもって、ラルフはシンたちの情報を噓だと断言したのだ。

　だが、副官にはそうは思えなかった。

　ラルフが見ぬふりをしているのか、もう一つの襲撃事件があったからだ。

「ですが、スイード王国では多数の犠牲が……」

「大方、奇襲に対応できなかったのだろう。その際も、奴らが簡単に追い払ってしまったではないか。本当は大したことないのだよ、魔人など」

　スイード王国は警戒を怠っていなかったし、シンの作った防御魔道具で最初の攻撃を防いでいる。

　奇襲を受けたのではなく、襲撃を察知し待ち構え、それでも防御網を突破され多くの被害を出したのだ。

　軍のトップであるラルフなら、当然その顚てん末まつも知っているはずである。

　なのにラルフは、その情報を自分の都合のいいように解釈し、あくまでクルト王国の事例を引き合いに出し、魔人は討伐可能な弱い存在であると信じ込んでいた。

　そのラルフの言葉に副官は危機感と違和感を覚えた。

　おかしい。

　以前のラルフであれば、スイード王国襲撃事件の情報をこんなにないがしろにはしないはずだ。

　スイード王国とクルト王国との被害状況には雲うん泥でいの差さがあるが、その理由を調査し、そのうえで判断していたはずだ。

　なのに……。

　このままでは危険だと判断した副官は、なんとかラルフに思い止まるように進言しようとした。

「しかし長官！」

「ええい、煩うるさいぞ！　先ほどから、私の判断に否定的なことばかり言いおって！　貴様、創神教の教えに背くつもりか!?」

　創神教の教え。

　いつの間にそんな話になったのか？

　創神教の教えとは、大雑把に言ってしまえば善行を積めば神の御み許もとへ迎えられるというもの。

　なので悪事は働かず、善人でいましょうという教えだ。

　ラルフに逆らうことが創神教の教えに背くことになるなど、ありえない話である。

　そのラルフの発言と、その尋常ではない目を見て副官は確信した。

　ラルフは信仰に狂っている。

　自分を神の代行者だと思い込んでいるため、自分の行動に反対することを創神教の教えに背くと考えていると。

　これはマズイ。

　ラルフたちは、今正常な判断ができないでいる。

　なんとかしてこの行動を止めないと、取り返しの付かない事態に発展する。

　そう決意した副官は、ラルフたちを止めなければと、心の中で決意していた。




　そして、例の如く天幕の様子を見ていたゼストが、隣で汗をかいているローレンスに声をかける。

「ローレンス……」

「は、はい」

　ラルフたちに気付かれぬよう、小声で話す魔人たち。

　ゼストの目には、ローレンスを非難するような色が浮かんでいる。

「お前、あの人間の思考を誘導するのを忘れていたな？」

「あ、あはは。その、あの時はアイツいなかったもんで……」

　あの時とは、ラルフがシンに暴言を吐き、先に帰った時である。

　ラルフが天幕に戻ってきたので、ローレンスはラルフへの思考誘導を行ったのだが、副官はシンたちと話し込んでおり、その場にいなかったのである。

「……まあいい。その結果どうなるのか、それはそれで見ものだからな」

「あ、ありがとうございます」

　自分のミスを見逃してもらい、ホッとするローレンスであった。

「ただし」

「はい？」

「次はないぞ」

「は、はいっ」

　実は見逃して貰えていなかった。
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　アリスたち、スイード方面連合軍が合流した次の日は、完全オフになった。

　翌日に控えた最終決戦のため、少しでも疲労が残る行動は避けるべきと、訓練すら行われていない。

　今働いているのは、各国合同の偵察部隊と、食事や宿舎となるテントの管理などをする非戦闘員の人たちだけだった。

「あ、シン君。おはようございます」

「おはようシシリー」

　朝起きて天幕から出ると、シシリーが男性用の天幕と女性用の天幕の間に設けられた椅子に腰かけ、お茶を飲んでいた。

「シン君も飲みますか？」

「そうだね。頂こうかな」

「じゃあ用意しますね」

　シシリーはそう言うとテキパキとお茶を用意してくれた。

「はい、どうぞ」

「ありがと」

　朝のまだ肌寒い時間に、温かいお茶は体に染み渡る。

　思わず溜め息がこぼれた。

「はあ……温まるなあ」

「ふふ、朝食までまだ時間があるみたいですから、もう少しゆっくりしてくださいね」

「うん」

　朝の何気ない一時。

　朝起きてシシリーの淹いれてくれたお茶を飲む。

　ああ、幸せだ……。

「決戦前だというのに、随分と余裕だな」

　お茶を飲んでまったりしていると、オーグも起きてきた。

「おはようございます殿下。殿下も飲まれますか？」

「ああ、頂こう」

「はい」

　オーグが起きてきたことに気が付いたシシリーが、オーグの分のお茶も用意する。

　こういう気が利くとこ、好きだなあ。

「顔が緩んでいるぞ。まったく、もう少し緊張感を持てないのか？」

「今から緊張してたら身がもたないよ。休める時は休んでおかないと」

「確かにそうだが……む、ありがとう」

「いえ、どういたしまして」

　オーグと話しているとシシリーがお茶を差し出してきた。

　それを一口飲んだオーグも溜め息を吐き、体の力が抜けたみたいだ。

「はあ……寝起きに飲む温かいお茶は、体が目覚める感じがするな」

「そうだろ？　作戦の決行はまだ一日近く後なんだ。今は力を抜いてのんびりするべきだよ」

「……それもそうだな。魔人たちに気取られる恐れがあるから魔力も使えないし、ひとまずゆっくりと体を休めるとするか」

　シシリーのお茶を飲んで緊張が解ほぐれたのか、オーグもまったりし始めた。

　なんか、こうしてゆっくりするのは久し振りな感じがするな。

　魔人領攻略作戦が開始してから、実はまだそんなに日数は経過していない。

　ただその間、ずっと野営続きであり、緊張しっ放しだった。

　昨日、一昨日とベッドで寝られたし、昨日も完全にオフだった。

　ようやく緊張感が解れてきた感じがする。

「まあ、だからと言って気を抜きすぎないようにな。いざ作戦決行となった時に緊張感がないとか話にもならん」

「分かってるよ」

「本当に分かっているか？　さっきの新婚夫婦みたいな雰囲気だと、いざ戦闘という時に気持ちを切り替えられるのか？」

「は？　何言ってんの？」

「し、新婚夫婦……」

　気を抜き過ぎるなってのは分かるけど、なんだよ新婚夫婦みたいな雰囲気って。

　朝のシシリーとのやり取りか？

　さっきのは……。

　確かに新婚夫婦の朝の会話みたいだ。

　そのことを実感したとたん、急に顔が熱くなってきた。

　シシリーはすでに真っ赤である。

「天幕を男女で分けていて良かったな。個人のテントだと一体ナニをしだすやら……」

「ナニもしねえよ！」

「はうぅ」

「ふあ……なに朝から騒いでんの？」

　オーグに朝っぱらからからかわれていると、マリアが起きてきた。

「あ、マ、マリアもお茶飲む!?」

「え？　ああ、うん。飲むけど……っていうかシシリー、顔赤くない？」

「な、なんでもないよ！　すぐに淹れるからね！」

「あ、うん」

　赤くなっている顔を誤魔化すようにお茶を淹れに行ったシシリーと、その行動に戸惑うマリア。

　その後も続々と起き出してきたのだが、昨日着いた面々が中々起きてこない。

　そう思っていると、ようやくアリスが起きてきた。

「ふあっ……おあよ……」

「おう、おはようアリス。よく眠れ……てはいないみたいだな」

　女性用の天幕から、アリスが眠そうな目をこすり、寝ぐせのついた頭のまま、いつか教室で見たピンクのパジャマ姿で現れた。

「あうう……昨日、昼間寝ちゃったから中々寝付けなかったよ……」

「それはしょうがないな。ところで、それは着替えなくていいのか？」

　以前にパジャマで教室に来てしまった際は、恥ずかしがってすぐに着替えに戻ったのだが、今はそんな素振りを見せず、パジャマ姿のままテーブルに突っ伏している。

「あれは教室だったから恥ずかしかったんだよ。今は教室じゃないし、皆パジャマでしょ？」

「え？　いや……」

　皆、パジャマ？

　何言ってんだと思った時、残りの二人も天幕から出てきた。

「おはよう」

「みんな、おはよぉ」

　リンとユーリが普段着に着替えて出てきた。

　出てくるのが遅かったのは着替えてたからだな。

　その二人を見ていたアリスは、寝ぼけた顔が段々と覚かく醒せいしていき、慌てて周囲を見渡した。

　そこには、全員普段着に着替えている光景があった。

　アリス以外の全員である。

「にゃ……」

「にゃ？」

「にゃあああ！」

　自分だけパジャマ姿なのが急に恥ずかしくなったんだろう。

　奇妙な悲鳴をあげて天幕に戻って行った。












　その光景に、思わず笑いが起きる。

　ああ、ようやく普段の光景が戻って来たって感じがする。

　しばらくして、普段着に着替えて出てきたアリスは、頰ほおを膨らませていた。

「皆普段着に着替えるなら教えてよ！　また恥ずかしい思いしちゃったじゃないか！」

　えー？

　それは八つ当たりじゃね？

「コーナーは気を抜きすぎだ。ここは家のリビングじゃない。周囲には兵士たちがいるのだぞ。着替えて出てくるのなど当たり前だ」

「はぁい」

　オーグに怒られて口を尖らせるアリス。

　よくよく考えたら凄い光景だよな。

　王太子であるオーグが平民であるアリスに説教し、それを受けたアリスは口を尖らせてちょっと拗すねている。

　他の国ならありえない光景だろう。

　こういうところも、俺たちのチームならではの光景だな。

　こうして全員が起き出してきたものの、特にすることもないので体を休めることを意識してその日を過ごした。

　翌日の作戦決行は夜明け前。

　起きるのはさらにそれより早い、深夜と言っていい時間である。

　そのため、夜は早くに眠らないといけないから昼寝は絶対しないようにと厳命されていた。

　特にアリスが。

　前日の昼に寝たせいで夜眠れなかったアリスたちは頑張って起きていたのだが、夕方頃には、さすがに目がトロンとし出し、コクリコクリと舟ふねを漕こぎだした。

　夕方になればもう大丈夫だろうということで、早めの夕食と入浴を済ませ、早々にベッドに入り、俺たちも眠りについた。

　その眠りが破られたのは、本来起きる時間の少し前のことだった。













　天幕の外に響き渡る怒声。

　ガチャガチャと騎士たちが動き回る音で強制的に目が覚めた。

　外の雰囲気がおかしい。

　何かあったのか？

　同じく起きたオーグと目を合わせ、慌てて着替えて天幕の外に出る。

　外に出た俺たちが見たのは、慌ただしく動き回る兵士たち。

　一緒に外に出てきたオーグが、その兵士のうちの一人を呼び止め、事情を聞く。

「おい！　一体何事だ!?」

　すると、返ってきたのは最悪の答えだった。

「魔人が！　魔人たちが動き始めました!!」

　はあっ!?

　魔人たちが動き始めた!?

「どういうことだ!?　つい先ほど……我々が就寝するまで、全く行動を起こす素振りなど見せていなかったではないか！」

　まさにオーグの言う通りだ。

　魔人が拠点としている街には俺たちも様子を見に行った。

　その際の魔人の動きは、まさに憂うさ晴ばらし。

　街を思うままに破壊し、ただ鬱うつ憤ぷんを晴らしているだけに見えていた。

　ひょっとしたら、見えていないところで話し合いなどをしているかもしれないと魔力を調べてみたが、その所在はまさに散り散り。

　統率など一切なかった。

　それが、俺たちが攻撃を仕掛ける直前に動き出した？

　全く意味が分からない。

　そう思っていると、オーグに詰問された兵士が、予想外のことを口にした。

「わ、分かりません！　街の方で戦闘音が聞こえたかと思うと爆発が起きて……その後、魔人たちが街の一ヶ所に集まり始めたそうです！」

「戦闘音!?　まさか！　誰か先走ったのか!?」

「わ、分かりません！」

　オーグに詰め寄られた兵士の発言を聞いてハッとした。

　そう言えば、魔人討伐の功績を欲しがっていた奴がいたはずだ。

「ダームの指揮官は!?　ラルフさんはいるか!?」

「ダームの指揮官？」

「ああ、ダームの兵士によると、指揮官であるラルフさんは魔人討伐の功績を欲しがっていた。まさかとは思うけど……」

　あの時はラルフさんの命令に従う者などいないと思っていたが、まさか魔人討伐の命令に従った者がいたのか？

　くそっ！

　ありえないと思っていたことが起こってしまった！

　とにかく、魔人が逃げ出す前に何とかしないと！

　騒ぎを聞き、シシリーたち他の面メン子ツも全員天幕から出てきた。

　さすがに今回はアリスも戦闘服に着替え済みである。

　全員揃ったことを確認し街に向かって飛び出そうとしていると、オーグが兵士に別の命令を出しているところだった。

「お前はダームの天幕に行き、事の真相を探れ！　私たちは先に街へ向かう！」

「りょ、了解致しました！」

　ここにいる兵士はアールスハイドの兵士ではない。

　まだ到着していないからな。

　ということは、あの人は他国の兵士だと思うけど、オーグの剣幕に圧おされて命令を受諾しダームの天幕に走り去っていった。

「時間が惜しい。シン！　浮遊魔法で街まで飛んで行くぞ！」

「分かった！」

　浮遊魔法を起動し、全員を浮かせると、各々風の魔法を起動して街へと高速で飛び立った。

　最後の大事な局面でこんなことになるとは……。

　魔人たちが、まだ街を出ていないことを願いながら、空を飛んで行った。





　　　　　◆






　アウグストからダームの指揮官のいる天幕を調べろと言われた兵士は、まずイースの指揮官のもとを訪ねた。

　天幕を調べろと言われても、相手は一国の指揮官。

　一介の兵士にその任務は荷が重かった。

　そこで、精神的な主国のような関係にあるイースの総指揮官に、ダームの天幕を調べてもらおうと思ったのだ。

　兵士の報告を聞いたイースの総指揮官は、耳を疑った。

「何だと!?　ダームのラルフ指揮官が!?」

「アウグスト殿下はそうお考えのようですが……」

「分かった。アウグスト殿下のことだ、何かしらの根拠があるのだろう。おい！　ダームの天幕に行くぞ！」

　イースの総指揮官は数人の部下を引き連れてダームの指揮官用の天幕に向かった。

　辿り着いた天幕は、陣営中が大騒ぎをしている中でピッタリと入り口が閉ざされ、喧けん噪そうに包まれている陣の中で浮いた存在となっていた。

「おいっ！　ラルフ指揮官！　開けたまえ！」

　閉じた入り口に向かって声を張り上げるイースの指揮官だが、天幕にはなんの動きもない。

　すでに天幕の前にいたダームの兵士たちも、イースの総指揮官が声をかけているというのに現れないラルフに困惑している様子だ。

「おい！　ラルフ指揮官はどうした!?」

「そ、それが……いくらお声をかけても天幕から出てこないのです……」

「何だと！」

　イースの指揮官は、アウグストの懸念がほぼ当たっていることを確信した。

「おい！　ラルフ指揮官！　いるのか!?」

　大声で呼びかけるが返答はない。

「開けるぞ！」

　最も早はや一いつ刻こくの猶ゆう予よもないと判断したイースの総指揮官は、一言断ってから天幕の中に足を踏み入れた。

　その瞬間……。

「うっ！」

「こ、これは!?」

　天幕に踏み入った彼らがまず感じたのは、むせかえるような血の臭い。

　そして、その発生源を調べようと天幕を見渡すと、明らかに殺害された様子の兵士たちの遺体が放置されていた。

　その遺体の中に、ラルフの姿はない。

「これは……一体何があったというのだ……」

　イースの総指揮官の独り言に、彼の副官が反応した。

「それは分かりませんが……ラルフ指揮官がいないのは事実です。ここは一時的に、ダームの指揮権を我らに譲ってもらうべきでしょう」

　事の真相は、ラルフに聞かなければ分からない。

　だが、そのラルフはいない。

　ここで事件の真相解明をしている時間はないと判断したイースの総指揮官は、副官の助言を聞くことにした。

「そうだな……事の真相解明は後回しだ。魔人討伐が最優先とし、ダームの指揮権は一時的にイースが預かる。そのようにダームに伝えてこい！」

「はっ！」

「それにしても……なぜこんな所に遺体が……」

　ここはダームの指揮官のための天幕。

　そこに何故遺体があるのか。

　時は、少し遡さかのぼる……。




　かねてより、シンたちが行動を起こす前の深夜に陣を抜け出し、魔人討伐を行おうとしていたラルフたちは、怪しまれないように、夕方頃から少しずつ天幕に集まってきていた。

　そして全員が集まり、いざ行動を起こそうとした時、一人が声をあげた。

「お待ち下さいラルフ様。やはり、この行動は止めるべきです」

　ラルフの副官である。

　彼は何とかしてラルフに思い留まってもらおうと、皆が集まるこのタイミングを待っていた。

　もっと以前から説得していれば良かったのかもしれないが、仮にラルフだけの説得に成功しても、他にも魔人は自分たちで討伐すべきだと思っている者がいる。

　一人だけ説得しても意味がないのだ。

　そこで全員が集まっているこのタイミングで、再度ラルフに待ったをかけた。

　もし説得に失敗しても、ここは強固な建物の一室ではない。

　薄い布一枚で隔へだてられた天幕なのである。

　大きな声を出せば、周りの兵士に知らせることができる。

　自分の上官を捕縛させることは忍びないが、ことは一国や個人の問題ではない。

　人類という種の存続に関わる事態なのである。

　そんな覚悟で制止をかけた副官であったが、その行為はラルフの逆げき鱗りんに触れた。

　いよいよ神に選ばれし自分たちが行動を起こそうとしたタイミングでの副官の制止が、神の命令を実行しようとする自分を止める悪魔の所業に思えたのだ。

「何だと貴様！　創そう神しん教きようの……神の意志に反するというのか!?」

　自分たちの行動が、神の意志によるものだと思い込んでいるラルフは、反対意見を述べた副官を異端者を見るような憎しみの籠もった目で見た。

　そのあまりに異常な視線に副官は一瞬たじろぐが、勇気を振り絞ってラルフに進言をした。

「そうではありません！　ですが、こんなことが神のご意志であるとは思えません！」

「な、なんだと……！」

　副官に、これは神の意志ではないと言われたラルフは、あまりの怒りに震えだした。

「確かに、聖職者ではない者が神の御み使つかいや聖せい女じよと呼ばれることが納得できないという考えも分かります！　しかし！　それとこれとは別の問題です！」

「……」

　ラルフは怒りすぎ、言葉を発することもできない。

　そんなラルフの様子に、自分の話を聞いてくれていると思った副官は、さらに言葉を続ける。

「もう少し冷静になって考えてみて下さい！　教きよう皇こう猊げい下かは全世界の民衆の前でシン様を神の御使いと宣言されたのです！　そんな宣言を撤回させることができると、本気でお思いですか!?」

　副官の言葉に、数人だが動揺する素振りを見せる者がいた。

「もしそんなことをすれば、あれだけ高らかに宣言された教皇猊下の御言葉が噓になってしまいます！　そんな猊下の御ご威い光こうを貶めるようなことを、なされるはずがないではありませんか！」

　副官は、ラルフがどれだけ戦せん功こうをあげても、教皇が宣言を取り下げることはないと、そう訴える。

　教皇エカテリーナがシンを神の御使いと宣言した理由についてのラルフの推測は正しい。

　そして、副官が訴えたように、その宣言を取り下げることがないのもまた正しい。

　押し黙ってしまったラルフを見て、自分の意見を取り入れてくれたと感じた副官。

　そして、その副官の言葉に我に返った数人が口々に言葉を発する。

「そ、そうだよ。教皇猊下自らが宣言されたことだぞ？　お取り下げになられるはずがないじゃないか」

「なぜ、私たちは、魔人を自分たちで討伐すれば、猊下が宣言を取り下げられると考えていたのか……」

「分からない……頭に靄もやがかかっているようだ……」

　集まった兵士の中にも、自分の説得で正気に返った者がいる。

　そう思った副官は、いよいよラルフが正気を取り戻し、事態を悟ったからこそ無言で俯うつむいているのだとそう思い、期待を込めた目でラルフを見た。

　副官は分かっていなかった。

　俯いていたのは、あまりに怒りが大きかったから。

　無言だったのは、怒りのあまり、歯が割れるほど食いしばっていたからだと。

　そして、俯いたままのラルフがようやく声を発した。

「分かった……もういい」

「ラルフ様！」

　副官は、もうこんな無謀な作戦は止めると言ってくれたのだと思った。

　だが、次のラルフの言葉に凍り付いた。

「もう……お前たちは必要ない」

「ラ、ラルフさ……ガッハッ!!」

　どういう意味かと問とい質ただそうとした副官だったが、最後まで言葉を発することができなかった。

　ラルフの言葉を聞いた他の兵士数人が、自らの剣で副官を刺し貫いたのだ。

　突如自分を襲った激しい痛みと、背後から突き刺さり、前面に突き出ている剣を見ても、副官は今起きていることが信じられなかった。

「ラ、ラルフさま……い、いったいなにを……」

　口から血を吐き、息も絶え絶えになりながらもラルフに問う副官。

　その姿をまるで汚いものを見るような目で見て、ラルフは吐き捨てる。

「言っただろう。お前は必要ないと」

「そ、そんな……」

「神のご意志に反し、神の使いたる我らの行動を邪魔しようとした。お前は異端者だ」

　そのラルフの言葉に、何か反論しようとした副官だったが、複数の剣で刺し貫かれていてはそれ以上言葉を発することができない。

　とうとう副官は、ラルフを止めることなく絶命してしまった。

　そして、そんな自分の副官の最期を冷徹な目で見ていたラルフは、今度は先程我に返った者たちを見て無情な命令を下した。

「やれ」

　その言葉に迅速に動く兵士。

　あまりの出来事に硬直しすぐに動けない我に返った兵士は、迫りくる凶きよう刃じんを防ぐことなどできはしなかった。

「ま、まって……ぎゃあぁっ!!」

「ひっ！　ゴフッ！」

「た、たすけ……」

　ある者は袈け裟さ懸がけに斬られ、ある者は体を刺し貫かれ、ある者は首を刎はねられた。

　こうして、ラルフを止める最後の砦である副官たちは、ラルフの非情な命令のためにその責務を果たすことはできなかった。

　長く仕えてきた副官を、怒りのままに斬り捨てたラルフは、微み塵じんも後悔などしていなかった。

　むしろ、神の使者たる自分たちの華々しい出陣を邪魔したとして、憎悪を込めた目で副官の遺体を見ていた。

「チッ！　出陣前にケチを付けおって……まあよい。お前たち、行くぞ」

『おお！』

　どうやら正気を取り戻したのは先程の三人だけだったようで、残った者は皆濁にごった眼をしたままだった。





　　　　　◆






「……洗脳が解けたな」

「……解けましたねえ……」

　その様子を見ていたゼストとローレンスは、洗脳が解けた者たちがいたことに非情に焦あせった。

　だが、予想外に暴走したラルフによって、その者たちは全て殺害され、なんとか事なきを得た。

「あれを担当したのは誰だ？」

「えーっと……すいません。ちょっと数が多くて分かりません」

「そうか……今回は何とかなったが、これは早急に対処しないとマズイな」

「そうですね。途中で洗脳が解けては、作戦が台無しになる可能性がありますからね」

　今さっき起こったイレギュラーに対して、何らかの対策が必要だと感じたゼストは、この作戦が終わった後、どこかで部下たちの訓練が必要だと、そう感じていた。





　　　　　◆






　ラルフの行動に対して反対を唱えていた副官を始末し、いよいよこの集団の中にはラルフのことを止められるものはいなくなった。

　そして皆が就寝し、陣内の警備が薄くなった時間を見計らって移動をしている。

　気付かれずにこの陣を抜け出すことは、そんなに難しいことではない。

　この陣の夜や警けいには、魔道具の連結部に二人一組で人員が配置されているのだが、これは二人同時に警戒をするのではなく、一人が警戒中はもう一人が休めるようにとの意味である。

　夜警の役割は、陣の外への警戒もあるが、魔物避けの魔道具に魔力を流し続け魔道具の起動を維持する役割もある。

　途中で交替しながらでないと、一晩中魔道具に魔力を流し続けるなど体がもたないので、二人一組なのだ。

　それに、そもそも陣を抜け出そうとする者がいるなど全くの想定外である。

　ラルフたちは、全くの無警戒だった夜警の目をすり抜けて、陣の外に抜け出した。

　まんまと陣を抜け出した五十人ほどの集団は、魔人たちが集まっている街に向かう。

　偵てい察さつ部ぶ隊たいの報告で、街に見張りなどが全くいないのは確認済みである。

　街に着くと、城壁は魔人たちの八つ当たりにあったのかボロボロになっており、その隙間から容易たやすく街に浸入することができた。

　洗脳と狂きよう信しんに目が濁っているとはいえ、ラルフは一国の軍のトップ。ここまでは問題なく作戦を遂行していた。

　だが、本当の問題はここから。

　どうやって魔人を討伐するのかが重要なのであるが、ラルフはシンの申告を信用していなかった為、魔人の討伐は簡単に済むと思っていた。

　街に侵入したラルフたちは、魔法使いの索さく敵てき魔ま法ほうにより魔人の位置を把握し、その場所へ移動した。

　魔人たちの手によって崩れた建物が多いこの街は、身を隠すにはむしろ好都合であった。

　このことにも神の意志が働いていると感じたラルフはますます魔人討伐の成功を確信し、いよいよ魔人への攻撃を開始することにした。

　崩れた建物から様子を窺うと、会話をしている魔人たちの姿がある。

　その魔人たちからは、魔法の使えないラルフだけでなく、魔法使いでさえマーリンの物語で言われているような絶望的な魔力を感じることができない。

　やはり手柄を大きなものにするために、本当は大して強くない魔人を、さも強大な敵であると錯覚させるように大おお袈げ裟さに吹ふい聴ちようしているだけなのだと、ラルフは判断した。

　してしまった。

　この判断によって、ラルフの脳裏から『作戦中止』という言葉は一切消え去った。

　いよいよラルフたちは襲撃するタイミングを狙う。

　狙われている魔人たちは全く気付く素振りを見せない。

　ラルフはもう、成功を完全に確信していた。

　気配を殺しながら襲いかかるタイミングを狙う。

　そして……。

（行け）

　ハンドサインにより襲撃の命令を下すラルフ。

　魔法では奇襲した場合、派手な物音がするので他の魔人に自分たちの存在がバレてしまう。

　そこまで考えて、ラルフは剣士に先制攻撃を命じたのだ。

　命じられた兵士が剣を構えて建物の陰から躍り出す。

　飛び出した兵士は、何の躊ちゆう躇ちよもなく魔人に対して剣を振り下ろした。

　目の前の魔人の首を一刀のもとに斬り落とし、返す刀で前にいる魔人も斬って捨てるつもりだった。

　しかし、兵士の思惑は外れてしまった。

　振り下ろした剣が魔人に届くかと思われたその時、驚くべきことが起こった。

　兵士の接近にまったく気が付いていないと思われていた魔人が振り向き、振り下ろされた剣を素手で摑んでしまったのだ。

「な！　何だと!?」

　当然、驚きよう愕がくの声をあげる兵士。

　そして、兵士の振り下ろした剣を素手で摑んだ魔人は、ニヤッと口を歪めた。

「おいおい、ここは俺たち魔人の根城だぜ？　なんで人間がいるんだよ？」

　ニヤニヤと、まるで面白いものでも見るようにそう言う魔人。

　そして、その前にいて会話をしていた魔人もおかしそうに笑いながら口を開く。

「気が付いてないとでも思ったか？　俺たち魔人だぜ？　お前らが街に入ってきたことくらい、とっくにお見通しよ」

　ぎゃはははと下品な笑い声をあげる魔人たち。

　剣を握られている兵士は、振り下ろした剣を素手で受け止められたことも衝撃だったが、さっきこの魔人はもっと恐ろしいことを口にした。

　それは……。

「長官！　我々の動きはすでに捕捉されています!!」

　兵士は、隠れているラルフに向かって、大声で警告を発した。

　奇襲をかけるのに、潜んでいる戦力の暴露をするなど、本来なら愚の骨頂である。

　だが、さっき魔人は言った。

『お前らが』と。

　つまり、魔人に攻撃を仕掛けた兵士の気配を察知しただけでなく、ラルフたちの動きもすでに捕捉されているということだ。

　我々の行動は筒抜けであった。

　陰に潜み、じっとしていれば周囲を囲まれ、奇襲どころか包囲されてしまう。

　そう察知した兵士は、咄とつ嗟さに大声をあげたのだ。

　だが……。

「おおっと、もう遅いぜ」

「なっ！」

　兵士は気が付かなかった。

　もうすでに、包囲網は完成していたことに。

　建物に潜んでいるラルフたちを取り囲むように、ニヤニヤと笑っている魔人たちが建物の上に現れた。

　まさかの事態にラルフは動揺した。

　魔人は弱いはずだ。

　こんな精密な魔力探知ができるとは到底思えない。

　現に、街の近くまで偵察にきたアールスハイドの王太子とシン＝ウォルフォードは、魔人に気取られることなく帰還したではないか。

　ありえない。

　こんなことはありえない。

「ば、馬鹿な……」

　受け入れがたい現実を前に、ラルフはそう言葉を漏らすのでやっとであった。

　しかし、魔人たちはそんなラルフを見逃しはしない。

「ホラホラ、隠れてる奴らも出て来いよ。でないと、建物ごと吹き飛ばしちゃうぜ？」

　建物の上にいる魔人のうちの誰かがそう言うと、魔人たちはまたしても下品な笑い声を響かせた。

　建物の中に潜んでいることもバレている。

　だが、まだハッタリの可能性はあると、ラルフは魔人たちの前に姿を現すことを躊躇ためらった。

「フン。まだ分かってないようだねえ」

　女性と思われる魔人がそう言うと、兵士たちが隠れている建物を一つ、魔法で粉々に吹き飛ばした。

　その内側に潜んでいた兵士もろとも。

「なっ!?」

　兵士たちは、不規則にあちこちの建物に分散して潜んでいた。

　その一つを正確に破壊したのだ。

　間違いない。

　奴らは自分たちの位置を把握している。

　ハッタリではないと分かったラルフだが、だからといってすぐに建物から出る訳にはいかない。

　出ればその場で狙い撃ちである。

　そう考えたラルフは、魔人が次に建物を魔法で壊す瞬間に行動を起こすことにした。

　魔人が建物に向かって魔法を放った瞬間、建物から飛び出し魔人に攻撃を加える。

　今自分にできることはそれしかないと判断した。

「ちっ、いい加減にしろよ。バレてるって言ってんだ……ろっ!!」

　そう判断した途端、また別の魔人が建物に魔法を放った。

　あまりに急だったため、魔法を放った瞬間とはいかなかったが、またしても兵士が潜んでいる建物に魔法が着弾した瞬間、ラルフは建物から飛び出した。

「うおおおおっ！！！！」

　剣を握りしめ、崩れて上りやすくなっている建物の上に駆けあがり、魔人に攻撃を加えようとした。

　だが……。

「はあ……遅おせえよ。そんなチンタラ建物を上って来てるのに対処できない訳ないだろうが」

　ラルフの標的となった魔人は溜め息を吐きながらラルフの振るった剣を受け止め、ラルフの顔を鷲わし摑づかみにした。

「う！　ぐおっ！　は、はなせっ！」

「離せと言われて離す馬鹿がどこにいるんだよ。それより……」

　ラルフを摑んだままの魔人が、タイミングを逃していまだ隠れている兵士たちに再度声をかけた。

「コイツの顔を握り潰されたくなかったら、さっさと出てこい！」

　自分たちのリーダーであるラルフを人質に取られては、兵士たちに為す術はない。

　一人、また一人と建物の中から兵士たちが姿を現した。

「これで全部かい？　アイツらは？」

　魔人たちが、執拗に姿を現せと言っていたのは、あることを確認したかったから。

　シンたちアルティメット・マジシャンズである。

　過去に二度苦汁をなめさせられている彼ら魔人にとって、シンたちアルティメット・マジシャンズは、もはや天敵と言って良い相手である。

　街に入ってきた気配は、いずれも彼らにとっては小さく、相手にもならないような魔力であった。

　それだけに、何か罠があるのではないかと勘ぐっていたのだが、どうやら本当にシンたちはいない。

　そのことに、魔人たちの胸中には安あん堵どと怒りが込み上げてくる。

「ちっ！　こんなひ弱な人間にまで舐なめられてるとはな」

「アイツのせいだよ！　ホラ！　なんて言ったっけ？　アタシらにあれやこれやと吹き込んだ奴さ！」

　女性の魔人はローレンスのことを言いたいらしいが、名前が出てこない。

「ああ、アイツか……なんて言ったっけ？」

「さあ？　忘れちまった」

　ごく短い付き合いであったし、ローレンスが姿を消して随分経つ。

　自分たちに余計なことを吹き込んで弱体化させた元凶としてその存在は覚えているものの、名前は忘れてしまったのだ。

「もういいよ。とにかくアイツのせいで、こんな弱っちい奴らにまで狙われるなんてねえ。屈辱じゃないか」

　女性魔人は、別の魔人が解放したラルフを見下しながらそう吐き捨てた。

　その言葉を聞いたラルフたちは怒りに顔を歪める。

　ラルフはダーム軍の司令長官。

　戦闘のプロである軍人たちのトップである。

　そしてラルフに付き従っているのは、軍の中でもトップクラスの実力の持ち主たち。

　ダーム国内において、彼らに匹敵する武力を持っている者などいないのである。

　それを、ひ弱だの弱っちいだのと蔑まれる。

　己のプライドを大きく傷付けられたラルフは、取り落としていた剣を再度握りしめると、魔人に向かって斬りかかった。

「な、なめるなあっ!!」

「おっと」

　だが、その動きを予見していたのか、魔人はいとも簡単に避けてしまった。

「ふんっ」

「がはっ!!」

　そして避け様に膝蹴りをラルフの胴に蹴り込む。

　鎧よろいがひしゃげる程強烈な膝蹴りを受けたラルフは、屋根の上から吹き飛び、兵士たちの近くの瓦が礫れきに激突、そのあまりの衝撃により絶命してしまった。

「あれ？　死んじまったぞ、アイツ」

「マジか。あれでよく俺らに勝てるとか思ったな」

「もういいよ。コイツらにアタシらの力を見せてやろうよ」

「そうだな。コイツらになら負けはしねえだろ」

　ラルフたちを散々蔑んでいた魔人たちは、とうとうその矛先を残った兵士たち襲撃者に向けた。

　そして……。

「アイツらに散々コケにされたんだ。その憂さを晴らさせてもらうぜぇ」

　魔人の一人がそう言うと、兵士たちを取り囲んでいる他の魔人たちもニヤッと口を歪めた。

　その顔に浮かんでいる表情は愉ゆ悦えつ。

　対して、囲まれている兵士たちの顔に浮かんでいるのは……絶望であった。

　自分たちのリーダーであるラルフの死。

　そして、先程から見せられている圧倒的な魔法の力。

　それらが合わさった時、兵士たちに戦う気力は残っていなかった。

　魔人たちに自分たちは全く歯が立たない。

　なぜあんなに簡単に勝てるなどと思ってしまったのか。

　今はあの時の自分が信じられない。

　どこが弱いものか。

　その力は圧倒的ではないか。

　勝てない。

　勝てる訳がない。

　そう確信した兵士の一人が、あまりの恐怖にその場から駆け出した。

「ひ、ひいいっ!!」

　逃げるためである。

「お、おい！」

　一人だけ逃げる気か!?

　そう思った別の兵士が呼び止めようとするが……。

「おっと、ダメだな。一人だけ逃げようなんて」

　そんな軽い言葉と共に放たれた魔法。

　それが逃げようとした兵士に直撃した。

「ぎゃあああっ!!」

　魔人が放った魔法は、派手な爆発音を撒き散らしながら炸裂し、兵士を一瞬で葬ってしまった。

　その光景を見た兵士たちは一瞬何かを諦めた表情を浮かべ……。

「う、うおおおっっ！！！！」

　一斉に魔人たちに特攻していった。

　逃げた兵士を襲った魔法を見て、彼らは生きることを諦めた。

　そして、せめて一ひと太た刀ちだけでも浴びせようと、死を覚悟して特攻したのである。

「ははっ！　楽しくなってきたじゃねえか！」

　決死の表情で突撃してくる兵士を迎え撃つ魔人は、兵士たちとは逆に楽しそうな表情である。

　そして、兵士の振るう剣は魔人にかすりもせず、魔法使いが放つ魔法は全て魔力障壁によって阻はばまれ傷一つ負わせることができない。

　対して魔人の放つ魔法は、兵士たちを苦もなく吹き飛ばし、魔法使いの魔法障壁も易やす々やすと打ち抜いていった。

　結果、そこで起こったのは、一方的な虐ぎやく殺さつであった。

　街に侵入してきたラルフたちを短時間で全滅させた魔人たちは、久々の勝利にご満まん悦えつな様子だった。

「やっぱり、俺たちって強いじゃねえか」

「アイツらに負けたのは油断してたからに違いないよ！　次やったら勝てるって！」

「そうだよなあ。これはやっぱ、もう一回世界征服を狙うしかないでしょ！」

「違いねえ！」

　ギャハハハ！

　久々の勝利に浮かれている魔人たちは、ラルフたちの死体を見て、下品に笑っている。

　そんな魔人のもとに、遅れて到着した魔人がいた。

「おい、なんの騒ぎだ？」

「あ？　今頃来て何文句言ってんだ？」

　遅れてきたのは、旧帝都の帝城で、シュトロームに最初に反抗した魔人である。

　他の魔人よりも自分は頭がいいと思っているこの魔人は、過去二回の襲撃の失敗から慎重論を唱となえ、この街に魔人たちを足止めしていた張本人である。

　自称頭脳派の魔人は、他の二人の魔人と今後について協議をしていた。

　とは言っても、ローレンスがいなくなった今、具体的な作戦を立案できる者などいないため、全く答えの出ない協議であった。

　そのことが他の魔人たちにとっては面白くなかった。

　シンたちに負けたのはタイミングが悪かっただけで、また別の国を襲えばいいじゃないかと、常にそう思っていた。

　なので、遅れてきた三人の魔人は、他の魔人から疎うとまれていた。

「人間の兵士が侵入してきたから、お仕置きしてやってたんだよ」

「なにか小さい魔力が街に入ってきたのは感知していた。それで？　なにか自白させたのか？」

「自白？　何を？」

　人間が侵入していたのは分かっているから、その人間から何か聞き出したのかと問うが、問われた方はキョトンとしている。

「まさか……侵入してきた目的とか、この街の周辺に何人くらいいるのかとか、全く聞いていないのか!?」

「あー、聞いてねえな」

「こ……この馬鹿野郎が!!」

　自称頭脳派の魔人は、侵入してきた人間に対して一切の尋じん問もんをせず殲せん滅めつしてしまったことに激怒した。

　尋問すれば、侵入してきたのが彼らだけなのか、それとも後発で攻め入ってくる者がいるのか、一番重要なシンたちがいるのかどうかなど聞き出せたはずだと憤ふん慨がいする。

　そう責められた魔人は、一瞬マズそうな顔をしたが、侵入してきた人間たちを殲滅したのは自分たちだ。

　何もせず、後からノコノコと現れた者にアレコレと文句を言われるのは、耐えられなかった。

「ああ!?　だったらテメエがやればいいじゃねえか！　後からノコノコ現れておいて勝手なこと言ってんじゃねえよ!!」

「そうだよ！　頭脳派を気取ってるかもしれないけど、一向に解決策が出てこないじゃないか！」

「な、なんだと……！」

　街の真ん中で、魔人同士が睨にらみ合う。

　まさに一触即発の雰囲気。

　だが、先に折れたのは自称頭脳派の魔人の方だった。

　自分の味方は、先程まで協議をしていた二人のみ。

　対して相手は残り全員だ。

　力が拮抗している魔人同士での争いとなれば、数が多い方が圧倒的に有利である。

　自分の不利を悟った自称頭脳派の魔人は、悔くやし気げな表情を見せたあと、魔人たちに背を向けた。

「おい。どこに行こうってんだよ？」

「お前たちが俺を疎ましいと思ってるなら、お前たちの好きにすればいいさ。俺たちはこれから別行動を取る」

「は？　本気で言ってんのか？」

「ああ。もう勝手にしろ。俺は知らん！」

　自称頭脳派の魔人はそう言うと、他の二人に目配せをしてこの場から駆け出していった。

　その後ろ姿を見送った魔人たちは、口々に今までの不満を吐き出していった。

「なんだアイツ！　今まで散々俺らのこと馬鹿にするような口振りだったくせに、不利になった途端逃げ出しやがって！」

「何が頭脳派だよ！　アイツだって俺らと同じ、学のねえ平民じゃねえか！　あの勘違い野郎！」

「ねえ、いなくなった奴のことなんてもういいよ。それより、これからの目標を決めようよ。アタシとしては、そろそろアールスハイドを攻めてもいいと思う」

「そうだな！　おれも賛成だ！」

　またしても魔人たちの笑い声が瓦礫の街に響き渡る。




　そして、その様子を陰から見ている者がいた。

「……おいおい、マジかよ。人間だよ？　人間の兵士が侵入してきたんだよ？　この街の存在がバレちゃったんだよ？　なんでそんなに楽しそうなの？」

　一時彼らと行動を共にしていたローレンスである。

　馬鹿だ馬鹿だとは思っていたが、ここまで馬鹿だったとは。

「まさかまたアールスハイド襲撃論が出るとは……」

　ローレンスは、呆れを通り越して驚愕していた。

「あの離脱した三人は、分かってたのか？　偶然か？　まあどっちにしろ、ここを離れたのは正解だ」

　そう呟いたローレンスは、未いまだにどこの国を襲うかという内容で騒いでいる魔人たちを置き去りに、その場を離れ始めた。

「あんだけ派手にやったんだ……そろそろお出ましだな」

　ローレンスは、できる限り速やかに、しかし決して誰にも悟られぬように慎重に街を離脱した。




　一方、魔人たちのもとから離脱した自称頭脳派の魔人は、他の二人と話をしながら街の外を目指していた。

「おい！　早くしろ！　モタモタしてると奴らが来るぞ！」

「分かってるよ！　侵入してきた人間がいるんだ、ここは人間どもにバレちまってる。そうなると……」

「ああ……あの化け物どもが……現れないはずがない」

　周りに一切の配慮を行わずに、全速力で街の外に飛び出した三人の魔人たち。

　その辺りが、多少は知恵が回るが、訓練を受けたローレンスとの違いである。

　逃げることに精一杯で、気配を消すことを怠ったのである。

　その結果……。

「あ、あれは……」

　街の周囲を取り囲んでいる兵士に、逃げる姿が目撃されてしまったのである。

　そうとは知らない三人の魔人は、街を出てしばらくしたところで街を振り返った。

　そして……。

「ああ……ホラ見ろ……」

　逃げ出せて安堵したような、それでいて恐怖のこもった声で言った。

「奴らが来た」





　　　　　◆






　魔人たちが動き出したという報告を聞いてすぐに街に向かって急行した俺たちが見たのは、一ヶ所に集まって何やら雑談をしている魔人たちの姿だった。

　そして、その側には……。

「あれは!?」

「ちっ！　やはり先走った奴がいたか！　何を考えているのだ!?　ラルフ＝ポートマンは!?」

　おそらくダームの総指揮官であるラルフさんと、その部下であるダーム兵士と思われる人間が倒れていた。

　その倒れている様子から……すでに魔人に殺害されてしまったようだ。

　近付かなくても分かる。

　所々、体が欠けつ損そんしてるからな……。

　そして、そこに人間の遺体があるということは、先走って街に侵入し、魔人に返り討ちにあったということだ。

　先日のラルフさんの態度が気になったとはいえ、まさか本当に行動に移すとは思っていなかった。

　しかも、魔人の側にある遺体は一体だけじゃない。

　それはすなわち、魔人討伐の命令に従った兵士もいたということだ。

　そのこと自体信じられなかったが、結局襲撃は失敗して返り討ちにあい全滅。

　結果、魔人たちは俺たちの襲撃に気付いた。

　……ということなのだろうが、どうも魔人たちの様子がおかしい。

　一ヶ所に集まってはいるが、特に行動を起こすでもなく、話をしているようだ。

　こんな状況で話？

「なんだ？　何をしてるんだ？」

「確かに気にはなるが、考えている時間はない。このまま行くぞ！」

「ってことは……」

「正面突破だ。罠だろうが何だろうが、全て粉砕するぞ！」

『了解！』

　オーグが実に男らしい作戦を選択した。

　魔人たちは、おあつらえ向きに一ヶ所に集まってる。

　報告を受けた時は取り逃がすピンチかと思ったけど、これは逆にチャンスだ！

『魔人どもは一ヶ所に集まっている。この機を逃すな！　街の損害は気にしなくていいから派手にやれ！　絶対に殲滅するぞ！』

『おお！』

「浮遊魔法を解除するぞ！　ジェットブーツ用意！」

『行け！』

　オープンチャンネルにした無線通信機から、オーグの号令と、皆の返答があり、俺は浮遊魔法を解除した。

　ここからは各自ジェットブーツを駆使し、自由に移動しながら戦闘を行ってもらう。

　オーグの号令により一斉に魔人達に向けて、炎の弾丸や氷の槍、風の刃に、雷の一撃が加えられた。

　街はすでに壊かい滅めつしており住人もいない。

　オーグの言葉通り街の損害を気にしない魔法は、集まっていた魔人たちを一気に吹き飛ばした。

「ぐおっ！　な、なんだあ!?」

「ヤ、ヤベエ！　奴らだ！　奴らが来やがった！」

「なんで奴らがここにいやがるんだ!?」

「ウルセエ！　グダグダ言ってねえで反撃しろ！」

　一ヶ所に集まっていたため逃げることができなかったからか、魔人たちは今までと違い、反撃してきた。

「うわっ！　危なあっ！　こっのお！」

　アリスは自分に向けて放たれた魔法を、魔道具と自身の魔力障壁で防ぎ、また反撃の魔法を撃つ。

　あちこちで似たような光景が繰り広げられているが、防御魔法が付与されたアクセサリーを渡しておいてよかった。

　個人の魔力障壁だけでは貫かれていたかもしれない。

　やはり量産型とはいえ魔人である。

　二重にしておいてよかった。

　対して皆の魔法は、魔人たちの障壁をかなり削ってはいるが、完全に貫くところまではまだいけていない。

　だが。

「後ろからゴメンねえ」

「な!?　ひきょ……」

　貫けないとはいえ、魔人も手を抜くことはできない。

　全力で魔法を防いでいる魔人の背後から、トニーがバイブレーションソードで止とどめを刺す。

「魔人を相手に、卑怯もなにもないよねえ」

　魔人を斬り捨てたトニーが、バイブレーションソードを振りかざし、別の魔人のもとへ駆け出していく。

　他にも、ユリウスやマークも近接戦闘に加わっている。

　スイード王国でも行われた魔法による足止めと、その隙に近接で止めという構図がここでも行われていた。

　オーグのもとを離れているユリウスだが、そのオーグはというと……。

「ホラ、どうした？　お前たちは魔人なのではなかったのか？」

「ぐっ！　くそ……ぎゃああっ！」

　轟音を響かせながら、魔人の魔力障壁をブチ破り、次々と屠ほふっていた。

　やっぱり、元々の実力が高いからか、オーグの実力だけ皆より頭一つ抜け出ている感じがする。

　魔人を易々と討伐していく王太子……。

　アールスハイドは安泰だな。

　反乱を起こしても成功する未来が見えない。

　そうやって皆が順調に魔人を討伐していたその間、俺が何をしていたかというと。

「くっ！　クソッタレ！　やってられるか！」

「逃げられると思ってんのか？」

「なっ……」

　戦闘区域から離脱し、逃げ出そうとする魔人を始末していった。

　当初は街の外周から徐々に包囲網を狭めていって、魔人を一ヶ所に集めようと思っていた。

　だけど、なぜか魔人たちは最初から一ヶ所に集まっていた。

　理由は分からないけど、わざわざ魔人側が与えてくれた絶好の機会。

　逃がしたりはしない。

　皆もそれが分かっているのか、決して魔人を逃がすまいと全力で魔法を撃ち続けている。

「くっ、くそっ！　何て威力だ！」

「そっちばっかり気が向いてていいのかしら？」

「何……ぐおわぁっ!?」

　魔人の数が減ってくると、今度は近接班だけでなく、魔法メインの者たちも攻撃に加わった。

「やあっ！」

「えぇい！」

　攻撃魔法の得意でないシシリーとユーリも、頑張って魔法を放ち魔人を討伐している。

　量産型の魔人は本当に大したことないな。

　このままいけば、順調に殲滅できそうだ。

　後はシュトロームを見つけて、討伐すれば事態は万事解決。

　世界に平和が訪れるだろう。

　そう思っていたのだが……。

「くそ！　くそおっ！　せっかく力を手に入れたのに！　あの野郎のせいでえっ！」

　後数体まで減らした魔人の一人がそう叫ぶ。

　あの野郎？　一体何のことだ？

　そうこうしているうちに、誰かの放った魔法にその魔人が撃たれた。

　崩れ落ちる魔人が言い放った言葉が、俺の動きを止めた。

「あの……シュトロームの……せいでぇ……」

「シュトロームの……せい？」

　どういうことだ？

　コイツらはシュトロームによって魔人化した人間。

　つまりシュトロームは自分たちの主人だろう。

　それを罵ののしる？

　そのことが気になった俺は、倒れた魔人のもとに急行し、事の真相を聞こうとした。

　確かに、これだけ配下である魔人が討伐されているのに、シュトロームは一向に姿を見せない。

　魔法が入り乱れており、索敵魔法による詳細な魔力探知など普通ならできないが、あの凶悪に禍まが々まがしいシュトロームの魔力だけは、どれだけ魔力が入り交じっていようが間違えるはずもない。

　そして、今この魔人が言った『シュトロームのせい』という言葉。

　まさか……。

「おい！　シュトロームはどこだ!?　ここにはいないのか!?」

　魔法により重症を負っている魔人の胸ぐらを摑み、シュトロームの居場所を詰きつ問もんする。

　その俺の声は、魔人たちを全て殲滅し終わったのだろう、戦闘音が止んだ街に、大きく響き渡った。

「おい、シン。どうした？」

　その俺の声を聞いたオーグが、真っ先に俺のもとに駆け寄ってきた。

「こいつが気になることを言いやがった。おい！　シュトロームはいないのか!?」

　息も絶え絶えになっていた魔人は、俺の言葉に反応し、話し始めた。

「この場に……いるかよぉ……あんな……帝国を滅ぼしただけで満足するような……ヤツがよぉ……」

「帝国を滅ぼしただけで満足した？　おい！　じゃあ、なんでお前らは周辺国を襲った!?」

「世界征服のために……決まってんだろお……お前らさえいなきゃ……お前らさえ……」

　そう言うと、魔人は怨うらみの籠もった視線を向けてきた。

　シュトロームは帝国を滅ぼしただけで満足した。でも、魔人たちは周辺国を襲った。

　そして、シュトロームはこの場にいない。

　これはもしかして……。

「お前ら……仲間割れしたのか？」

　その言葉に、魔人は大きく反応した。

「ウルセエんだよおっ！　あのヤロウがいれば！　お前らさえいなきゃ！　全部上手く行ったのによおおおっ！」

　そう言うとその魔人は、急に魔力を集め始めた。

　魔力を魔法に変換している様子もない。

　これは！

「マズイ！　魔力障壁を展開しながら全力で離脱しろ！　魔力を暴走させる気だ！」

　自爆！

　自分たちの野望が潰ついえたからか、周りを巻き込んで自爆しようとしている。

　そのことに気付いたオーグが、全員に離脱するように告げる。

　しかし、ここで自爆されると、集まった魔人たちのそばにあったラルフ指揮官たちと思われる遺体まで吹き飛ばされてしまう。

　あの遺体は、おそらく間違いなくラルフさんとダームの兵士だと思う。

　着ている鎧からそう判断できるが、その正体までは確認していない。

　世界の命運をかけた戦いで、自分勝手な行動を取った責任を放置するわけにはいかない。

　吹き飛ばされれば、その証拠が全て消え去ってしまう。

　それに……人道的にも遺体を放置するのはどうかと思うし。

　そんな色んな思惑もあり、遺体を守るべくバイブレーションソードを抜きながら、魔力を暴走させようとしている魔人に駆け寄る。












「馬鹿！　シン、逃げろ！」

　オーグから制止の声がかかるが、カートの時のように暴走する前に止めを刺せば魔力は霧む散さんし周りへの被害はでなくなる。

　それを狙って魔人に向けてバイブレーションソードを振りおろした。

　しかし……。

「シン君！　いやあっ！」

　一瞬、間に合わなかった。

　魔力が暴走し、周囲を巻き込んで大爆発を起こす。

　ああ！　くそっ！　間に合わなかった！

　俺自身は、魔力障壁と戦闘服に付与された効果で傷一つ負っていないが、自爆した魔人も、ラルフ指揮官たちと思われる遺体も、全部吹き飛ばされてしまった。

　これで、先走った人たちを特定することはもうできない。

　爆発による煙が晴れていくなか、俺はその失敗を後悔したが、起こったことはしょうがないと気持ちを切り替え、生き残った魔人がいないか周囲を索敵魔法で調べることにした。

　すると、こちらに向かってくる反応があった。

「シン君！」

　シシリーだった。良かった、無事だったか。

「大丈夫だったか？　シシリー」

　ものすごい勢いで飛び込んできたシシリーを受け止めて声をかけると、メッチャ怒られた。

「大丈夫だったか？　じゃありません！　なんでそう無茶ばっかりするんですか!?」

「いや……自爆されたら色々吹き飛んじゃうから……マズイと思ったんだけど……」

「それでもです！　まずは自分の身の安全を優先してください！　シン君に何かあったら、私……わたしぃ……」

　ああ、マズイ！　シシリーを泣かせちゃった！

　泣き出したシシリーをなだめていると、他の皆も集まってきた。

「まったく……確かに遺体を回収できないのはよろしくないが、それ以前にお前に何かある方がマズイだろ」

「う……悪い……」

　俺が素直に謝罪したので、オーグはそれ以上なにも言わなかった。

　そして、魔人の集めた膨大な量の魔力が暴走したことで色々と吹き飛んでしまった周囲を見ながら溜め息を吐いた。

「結局、全部吹き飛んでしまったな」

「そうだな……」

　確認できなかったが、恐らく先走ったラルフ指揮官たちと思われる遺体があった。

　その遺体を回収することもできなかったし、確認ができなくなったので先走った証拠もなくなってしまった。

　結局、シシリーや皆を心配させただけで、徒労に終わっちゃったなあ……。

　最後に上手くできなかったことに落ち込んでいると、オーグが話題を変えた。

「まあ、それより、あの魔人の言っていたことが本当なら、これで事態は終息だな」

「シュトロームは、この周辺国襲撃には関わってないってやつか」

「ああ。恐らく帝国を滅ぼすことだけがシュトロームの目的だったんだろう。それが不満だった奴らが離り反はんしたんだろうな。ならば、この一連の稚ち拙せつな襲撃も説明がつく」

「どういうことだ？」

「シュトロームが街を襲撃する度に魔人が増えていった話はしたな？」

「ああ」

「恐らく、平民を魔人にしていったのだろう。そして、その魔人化した平民が離反したんだろうな」

　そういうことか。

　帝国の平民は、アールスハイドと違って教育を受けさせてもらえない。

　魔人化して力を得たのはいいが、作戦を考える知恵がない。

　結果、力でゴリ押しするだけの行き当たりばったりな襲撃を繰り返したと。

　そんで、二回とも撃退されたから、次はどうしていいか分からなくなってこの街に引きこもっていた……ってとこか。

「分かってみると、しょうもない理由だな……」

「本来ならそれでも世界征服は成功しただろう。だが、お前がいた。それだけが奴らにとっての不運であり、我らにとっての幸運だったのさ」

　オーグが、真顔で赤面するようなことを言ってきた。

　なんだよ。普段からかってるくせに、急に真面目な顔すんなよな。

「後はシュトロームの処遇だが……帝国以外に興味がなさそうだし、恐らく不戦協定を結んで終了だろうな」

「それでいいのか？　奴がアールスハイドでやったことは？」

　野生動物の強制魔物化にカートへの人体実験などの、シュトロームがアールスハイドで起こした事件についてはどうするのかとオーグに訊ねた。

「普通の人間だったなら、罪を追及したい所なんだがな……ようやく世界が落ち着きそうなのに、下手につついてまた世界を混乱に陥おとしいれる訳にはいかんだろ」

「小事より、大事を取るってことか……」

「そういうことだ。さて、魔人たちを討伐したことを皆に教えに行くか」

　オーグはそう言うと、街の外に向かって歩いていった。

　しょうがないんだろうな。個人的な犯罪とかそんな次元の話じゃなくなったし。

　ようやく泣き止んだシシリーを解放し、俺たちもオーグに続く。

「これで、ようやく終わりかあ」

「はい。無事に解決してよかったです」

　思えば、カートが魔人化したのが事の始まりだったよな。

　その事件が切っ掛けでシシリーと一緒にいるようになった。

　その後、本当の魔人であるシュトロームが現れたり、帝国が滅びちゃったり、大量の魔人が現れたり、その魔人が帝国以外も襲い始めたりと、気が休まる時がなかった。

　だけど、これでこの一連の事件はようやく終わりだ。

　そういえば、シシリーのお母さんであるアイリーンさんに、この騒動が終わったらと言われていたことがある。

　それは……。

「次は……結婚式か」

「ふぇ!?　あ、そ、そうでした！」

　この騒動が終わったら結婚式を挙げなさいと言われている。

　まあ、すぐにはできないけどね。

　シュトロームに交戦の意思はないとはいえ、魔人であることには変わりない。

　今後どうやってシュトロームと付き合っていくのかとか決めないといけないし、なにより結婚式を取り仕切るのが創神教教皇のエカテリーナさんだ。

　色々と準備も調整も必要だろうから、実際の日取りはまだ先になる。

　けど、魔人による周辺国襲撃の騒動がこれで終わったとなると、次にある大きな出来事はそれになる。

「結婚式……お嫁さん……」

　うっとりした表情でトリップし始めたシシリーの手を引きながら、街の外に出る。

　そこには、連合軍の皆さんが勢揃いしていた。

　手を引いて歩いている間もずっとポワポワした表情だったシシリーだが、ズラッと並んだ兵士さんを見るなりパッと俺の手を放し、隣に立った。

　顔を真っ赤にして俯きながら。

　まあ、こんだけの人数に見られちゃなあ。

「まったく……最後くらいちゃんとしろ」

「あ、悪い」

「す、すみません……」

　ちょっと呆あきれた感じのオーグに怒られてしまった。

　これから魔人討伐の報告と、事態の終結宣言だ。

　そりゃちゃんとしろって言うわな。

　兵士さんたちの方を向いたオーグは、最近よく使う拡声の魔法を起動し、そして声を張り上げた。

『この場にいる全軍に告ぐ！　この街に潜伏していた魔人どもは、全員我らが討伐した！』

　拡声の魔法を使ってオーグが宣言すると、地鳴りかと思うような歓声があがった。

『魔人どもの首魁と思われたオリバー＝シュトロームはこの場にいなかったが、その理由も判明した。よってこの騒動は、これで終け……』

「お待ちください！」

　終結宣言をしようとしたオーグの言葉を、走り込んできた偵察部隊の人が遮った。

『なんだ？　どうした？』

　まだ拡声の魔法によってオーグの声は拡声されたままだ。

　終結宣言を途中で遮られたオーグだが、その顔に不快感はない。

　なぜなら……走り込んできた偵察部隊の兵士さんの顔が、あまりに必死だったからだ。

　何かあった。

　そう思ったからこそオーグは不快感を表さず、偵察部隊の兵士さんに先を促した。

　そして、その口から出た内容は……衝撃的なものだった。

「報告します！　殿下方が魔人どもに襲撃をかける数分前、魔人どもから離脱した影を確認致しました！」

　マジか!?　俺らが着く前に逃げた奴がいただと!?

　その衝撃的な報告にオーグは、拡声魔法がまだ起動しているにもかかわらず、声を張り上げた。

『な！　なんだと!?　それは何体だ！』

「速すぎてハッキリとは分かりませんでしたが……恐らく三体かと思われます！」

『くそっ！　それで!?　どっちに向かった!?』

「あちらです！」

　そう言って偵察部隊の人が示した方角は……。

『その方角は……アールスハイドではないか！』

　騒動は、まだ終わっていなかった。

　魔人を全て殲滅しきれていなかった。

　しかも逃げた先がアールスハイド方面。

　そちらからはアールスハイド軍がこちらに向かって進軍してきているはずなので、鉢合わせする可能性がある。

　もしそこを突破されたら、その後ろにあるのはアールスハイド王国だ。

　このままじゃアールスハイドが戦場になってしまう！

「オーグ！　アールスハイドにゲートを開くぞ！」

　アールスハイド方面に向かって行ったということは、向こうで待ち構えていれば魔人が現れるのではないかと考えたのだが、オーグから待ったがかかった。

「いや待て！　必ずしもアールスハイドに現れるとは限らん！　主戦派の魔人は今回でどうしても殲滅したい！」

「じゃあ、どうすんだよ！」

「お前の浮遊魔法なら追い付けるかもしれん！　後を追うぞ！　絶対逃がさない！」

　確かにオーグの言う通り、魔人がアールスハイドに必ず現れるとは限らない。

　元は帝国であった魔人領は広大だし、どこかに潜んでいてもおかしくはない。

　確実に殲滅するなら、ここから去ってまだ時間が経っていない今が追いかけて捕捉する一番のチャンスだろう。

　だけど……。

「捕捉できなかったらどうする？」

「そうなったら各国に非常事態宣言だ！　くそっ！　最後の最後まで手間をかけさせやがって！」

　珍しく、オーグの口調が乱暴なものになってる。

　アールスハイドが標的になるかもしれないから、かなり焦ってる感じだ。

　俺も今すぐに飛び出して行きたいけど、連合軍の皆さんを放ったらかしにしていく訳にもいかない。

『私たちは逃げた魔人どもを追う！　皆は周辺の魔物を討伐しながら帝都を再度目指して欲しい！　頼んだぞ！』

　オーグが、再度拡声の魔法で連合軍に指示を出したのを確認してから、俺はアルティメット・マジシャンズ全員に浮遊魔法をかけた。

　浮遊魔法は俺にしか使えない。

　皆が使えれば手分けして捜索することができるけど、他の魔法はともかく浮遊魔法についてはどうやって教えればいいのか分からなかった。

　重力の概念がないんだよ……。

　俺の浮遊魔法は、重力に反発する力をイメージしているので、そもそも重力があることを認識していないと発動しない。

　そんなに急ぐものではないし、そもそも俺も重力をそこまで深く理解していないからまた今度でいいかと、後回しにしていたのが裏目に出た。

　手分けして捜すことができない分、せめて見落としがないように捜索の『目』を増やそうと、全員で追跡することにした。

　偵察部隊の人が指し示した方角に索敵魔法をかけるが、すでに魔人たちはその圏外まで離れてしまっているようで、探知できなかった。

「それで!?　どっちに行けばいい!?」

　偵察部隊の兵士さんが指し示したのはアールスハイドの方角だけ。

　恐らくここから長距離の追跡が始まる。

　最初のスタートを誤れば、距離が長くなるにつれて誤差は大きくなる。

　それだけは避けたいので、正確な方向が知りたかった。

「おい！　どっちだ!?」

　俺の質問に、早く答えろとオーグが怒鳴り声をあげる。

　普段、他国の兵士からも慕われるオーグとは思えない、乱暴な口調。

　自分の国が脅きよう威いに晒さらされるかもしれないと、相当焦ってることが分かる。

「は、はい！　あちらの方向です！」

　怒れる大国の王太子に、他国の兵士さんは完全に呑まれたようで、震える手で魔人が逃げた方向を示した。

「分かった！　行くぞ！　全速力だ！」

　こうして俺たちは、これで最後と思われる追撃戦に移った。

「全員、索敵魔法で周囲を探ってくれ！　決して見落とすな！」

『了解！』

　こうなると、オープンチャンネルのみとはいえジークにーちゃんたちにも無線通信機を渡しとくべきだった。

　そうすれば今すぐに連絡を取り、そちらに魔人が向かっているから気を付けるようにと警戒を促すことができていたのに。

　でも、アールスハイドだけ無線通信機のような特別な魔道具を渡していると、俺たちとの癒ゆ着ちやくだとか、やっぱり囲い込んでるとか言われるかもしれない。

　それはアールスハイドの立場上、避けた方がいいと思ったから、無線通信機を渡すことを躊躇ためらってしまったのだが……。

　今回は、それが完全に裏目に出た。

　俺たちが同行しないんだから、無線通信機を渡すくらいの特別待遇はしてもよかったのではないか？

　そんな後悔を、追跡しながらずっとしていた。

　今は、アールスハイド軍が魔人と鉢合わせしないことを祈ることしかできない。

　魔人たちを追跡する俺たちだが、捜索をしながらの追跡である。

　全速力を出すと痕こん跡せきを見落とす可能性がある。

　なので全速力で追跡することができない。

　早く見つけたい。

　でも、そのために全速力は出せない。

　もどかしいジレンマに苛さいなまれながら、魔人たちが逃走したと思われる方角へ飛んでいく。

　魔人は強くなかったとはいえ、五十前後はいた。

　それら全てを殲滅するのに、それなりの時間はかかってる。

　どれくらい離れた？　追い付けるのか？

　そもそも、本当にこの先にいるのか？　方向は間違ってないのか？

　次々と襲いかかる不安を抱えながら、僅わずかな痕跡も見落とすまいと、皆索敵に集中していた。





　　　　　◆






　通信機による定期連絡により、魔人が拠点としている街が発見されたと全連合軍に知らされた。

　その連絡は当然アールスハイド軍にも入ってきている。

　だが、クルトに近い場所で街が発見されたことから、アールスハイド軍が一番最後に到着することになる。

　そして、自分たちは対魔人戦に参戦することはできないので、シンたち……というかアウグストなら自分たちの到着を待たずに開戦するであろうことは、予測できた。

　だが、間に合わないからといって向かわない訳にはいかない。

　もし、この歴史的な状況に立ち会わないなんてことがあれば、アールスハイドが世界から孤立しかねない。

　そんな状況になってはたまらないと、アールスハイド軍は旧帝都を目指していたルートを変更し、魔人たちが発見された街への移動を急いでいた。

　この状況はしょうがない。

　それは、アールスハイド軍の全員が分かっていた。

　あのアウグストが、自分たちにも参戦させるために待つはずがないと。

　自国の利益と世界の平和。

　天てん秤びんにかけた時、アウグストがどちらを選ぶのか？

　アルティメット・マジシャンズの一員となって以降、戦場でアウグストのことをよく見るようになった兵士たちは、十分に理解していた。

　だが、どうしても愚ぐ痴ちが零こぼれてしまうのは仕方のないことだろう。

「なんで旧帝都じゃないところで魔人が集まってるかな？」

　ジークフリードが、最近の口癖になりつつある愚痴をこぼす。

　それを聞いたクリスティーナも、内心は同じ気持ちだったが、何度も同じことを愚痴るジークフリードに少しイライラしていた。

「もう何度目ですか、その愚痴は？」

「しょうがねえじゃねえか。旧帝都なら俺たちが一番に辿り着いてたはずなのに」

「ま、まあまあ。落ち着いて下さいお二人とも」

　そんな、今にも喧けん嘩かしそうな二人を、一緒に行動しているミランダが宥めた。

　先の戦闘において、新しい戦法『ジャンプ突き』を編み出し、災害級討伐に多大な貢献をしたミランダ。

　彼女は軍上層部から戦闘力十分な戦力とみなされ、学生たちの輪から離れ、引いん率そつ役やくの二人と一緒にいることが多くなっていた。

「そうですよ二人とも。ミランダちゃんの方が大人じゃないですか」

「ジーク先輩、引率でしょう？　引率している生徒に窘たしなめられてどうするんですか？」

　ジークフリードとクリスティーナを宥めるミランダを援護するように、ここのところ一緒に行動しているセシリアとシルビアも二人を諫いさめた。

　言われた方のジークフリードとクリスティーナは、気まずそうに視線を逸らした。

「ア、アナタのせいで、後輩たちに怒られたじゃないですか。どうしてくれ……」

「しっ！」

　クリスティーナは、アールスハイド軍において後輩の女子たちから『お姉様』と呼ばれるほど慕われている。

　それは騎士、魔法使い関係なくだ。

　そんなお姉様が後輩に窘められてしまった。

　思わず恥ずかしくなって、ついまたジークフリードに文句を言おうとしたのだが、そのジークフリードは真剣な顔をして、クリスティーナを手で制した。

「な、なんですか!?　話を手で遮るなんて、しつれ……」

「ちょっと黙れ！　セシリア！　シルビア！　感じたか!?」

　自分の言葉を手で制するという、ちょっと上からな態度を取られたクリスティーナは思わず憤慨しそうになったが、ジークフリードの真剣な様子に黙ってしまった。

　そして、ジークフリードから声をかけられたセシリアとシルビアは、索敵魔法を疎かにしてしまっていたことに慌てて、周囲を索敵する。

　そして……。

　ゾワッ！

　全身に鳥肌が立つような禍々しい魔力を感じた。

　慌てて索敵魔法を使った二人は、無防備にその魔力を探知してしまう。

「な……なんですか……コレ……」

「う、ふう……」

　あまりの禍々しさに、両手をこすり合わせるセシリアと、気持ち悪くなってしまったシルビア。

　そしてその魔力は、魔法使い全てが感じ取っていた。

「な……なんだこれ……」

「魔物？　災害級にしてもデカすぎじゃ……」

　突然、異常な魔力を感知し、軽いパニックになる魔法師団。

　いつもチャラチャラしている連中が、急に真剣な顔になったり怯えたような顔をしたりしたことに、魔力探知ができない騎士団員たちは困惑を隠せない。

　だが、魔力が探知できなくても、騎士団員たちは分かっていた。

　見た目はチャラ男の集団だが、今やその実力は他国の魔法師団よりも相当強くなっている魔法使いたち。

　その魔法使いたちが怯えた様子を見せている。

　ということは、答えは一つ。

「ジークフリード！　感じたか!?」

「団長……これ、ヤバくないっすか？」

「ああ、ヤベエなんてもんじゃねえな。なんせこれは……」

　ジークフリードのもとに駆けつけた魔法師団長のルーパーは、この魔力の感じに覚えがあった。

「……魔人の魔力だぜ？」

「ま、魔人!?」

　その言葉を聞いていた周囲の人間は驚愕した。

　なぜなら……。

「魔人の討伐に向かったのは殿下たちですよね!?　その魔人の魔力がこちらに向かっているなんてありえませんよ!!」

　そう、シンたちはアールスハイドの人間。

　アウグストに至っては王太子だ。

　全員とはいかないが、彼らの戦闘を見たことがある者も多い。

　そんなアウグストたちから逃れられる魔人などいる訳がない。

　そう思っていた。












　だが、現実は非情だった。

「俺もそう思いてえけどよ……」

「反応が三つしかないッスね……てことは」

　自分で言っておきながら信じたくないというルーパーと、魔人の魔力の数を数えたジークフリードが、ある結論に至った。

「……取り逃がした……のか？」

　そのルーパーの言葉に、アールスハイド軍全体に衝撃が走った。

「まさかシンに限ってそんなことはないって言いたいところッスけどね……」

「もっと大勢だったら、ウォルフォード君たちが攻撃を仕掛ける前に逃げ出したって考えることもできんだろうけどな」

「三つじゃ、逃げてきたって考える方が無難ッスね」

　あの世界最強を誇るアルティメット・マジシャンズが……あのシン＝ウォルフォードが敵を取り逃がした？

　誰もが信じたくない気持ちで一杯だったが、実際に魔人はこちらに向かっている。

　戸惑う兵士たちを見て、ルーパーは拡声魔法を起動させた。

『全員、よく聞きやがれ！　万が一の事態が起こりやがった！　魔人はウォルフォード君たちの手を逃れ、少数だがこちらに向かってきている！』

　拡声の魔法で声を大きくしたルーパーが、アールスハイド軍全体に轟くようにさらに声を張り上げた。

『だが！　俺たちはここを逃げ出す訳にはいかん！　なぜなら……』

　一度声を切ったルーパーは、自分たちが進軍してきた方向を見た。

　その方向には……。

『ここを抜けられれば、後ろにあるのはアールスハイド王国だからだ！』

　その言葉を聞いたアールスハイド軍は、戸惑いと絶望の表情から、悲ひ壮そうだが決意の籠もった表情に切り替わった。

『ここは必ず死守する！　命を懸けろ!!』

『うおおおおお!!』

　ルーパーが喝を入れると、恐怖を振り払うかのように腹から雄叫びを上げるアールスハイド軍の兵士たち。

　ここを抜けられればアールスハイドが……自分たちの故郷であり、家族が暮らす国が魔人に襲われてしまう。

　そんなことには絶対にさせないと、アールスハイド軍の全員が覚悟を決めた。

　そしてついに、目視できる距離まで魔人が近付いてきた。

『総員！　戦闘態勢を取れ！　来るぞ!!』

　そして、射程に入った魔人に向け……。

『撃てえ!!』

　アールスハイド軍に所属する魔法師団全員からの魔法の集中砲火が、魔人たちに向けて発射された。

　過去最高に集中力が高まっていた魔法使いたちから放たれた魔法は、魔人も無視できないほどの威力になっていた。

　超高速でアールスハイド軍に向かっていた魔人たちは、さすがにこれを受け止めるようなことはせず、避けるために進路をずらした。

　先程まで魔人がいた位置に、大量の土砂を巻き上げながら、魔法師団総員の集中砲火が着弾。

　魔法師団総員の魔法が一点に集中した結果、地形が変わるほどの威力を見せた。

　魔人たちはその光景を見て驚き、アールスハイド軍に向かおうとした足を止めた。

　そして……。

「な!?　逃げた!?」

　先程の魔法の集中砲火を見て、さすがに危険だと判断したのだろう。

　魔法を避けるために外れた進路のまま、アールスハイド軍の横を素通りしていってしまったのだ。

　魔人は好戦的で、問答無用で戦闘を仕掛けてくると思っていた兵士たちは、自分たちを避けて行ってしまった魔人の行動に呆気に取られた。

　そして、その行動の意味をルーパーは理解し、その顔色を青くさせた。

「……マ、マズい！　奴らの逃げた先は王都のある方角じゃないか！　追いかけるぞ！」

「無理ッスよ団長！　あんなのに追い付けるはずがない！　それより、本国に警戒するように連絡を入れないと！」

　驚きのあまり、拡声の魔法を解除したルーパーが後を追おうとするが、魔人たちは超高速で横を通り抜けていってしまった。

　とてもではないが、追いかけられるスピードではない。

　それよりも、通信機でアールスハイド本国に連絡を取り、襲撃に備えさせないといけないとジークフリードは進言した。

「そ、そうだな。ドミニク！」

「分かっている！　一番脚の速い馬で全速力で通信機のもとに行け！　いいか！　全速力だぞ！」

　騎士団を束ねるドミニクが、一番速い馬で連絡を入れるように伝える。

　ルーパーは、憎々しげに魔人たちの走り去った方向を見ていた。

「とにかく、アールスハイドに戻るぞ。間に合わないとしても、諦める訳にはいかないからな」

　魔人の魔力を探知したため、その後の指示はルーパーが出していたが、本来の総司令官であるドミニクがアールスハイドへ帰還するように伝えたが……。

「……いや、俺たちはこのまま進もう」

「なんだと？　ルーパー、お前何を言って……」

「俺たちが追ったって追い付けねえし意味がねえよ。だが……ウォルフォード君たちにはゲートがある。必ずアールスハイドを守ってくれる」

　ルーパーは、追い付けない魔人を追って引き返すよりも、シンたちを信じて進軍し、本来の目的である魔物の討伐を進め、連合軍と合流する方が重要だとドミニクに告げる。

　ドミニクはしばらく考えた後、決断した。

「そうだな……我々の進軍速度では、魔人の後を追うことは現実的ではない。なら、彼らを信じて先に進むのが我らの役目か……」

「くそっ！　結局最後まであの子らに頼りっぱなしじゃねえか！　何やってんだ！　俺たちは!?」

　魔人を止めることもできず。追っても追い付くことができない。

　自分の無力さにルーパーは、ギリッと歯嚙みした。




　そしてアールスハイドに、魔人領攻略作戦に出向いている兵士から通信が入った。

「なんだとっ!?　シン君たちの手を逃れた魔人がこちらに向かっている!?」

　その報告を受けたアールスハイド王国国王であるディセウムは、驚きの声をあげた。

　シンの規格外さをよく知るディセウムは、まさか魔人が一部とはいえシンの手を逃れられるとは考えもしていなかった。

「間違いないのか!?」

「ほ、報告によれば現れた魔人は三体。この少数だけが向かってきたということは、それで間違いないだろうと……」

「シン君には!?　アウグストとシン君とは連絡が取れているのか!?」

「そ、そこまでは……」

「ええい！　私が直接話を聞く！」

　ディセウムに報告を持ってきたのは通信室の兵士なのだが、間に一人入っていることで聞きたいことがすぐに伝わらないことをもどかしく思ったディセウムは、通信機の受話器が置かれている通信室に出向いた。

「おい！　私だ！　ディセウムだ！」

『へ、陛下!?』

　通信相手は通信室の兵士だと思っていた魔人領側の兵士は、その通話口に国王が現れたことに驚愕していた。

　だがディセウムは、そんなことには構っていられないと受話器に向かって叫んだ。

「それで!?　シン君たちとは連絡が取れているのか!?」

『そ、それが、連合軍には通信機があるので連絡したのですが、殿下やウォルフォード君たちは、すでに逃げた魔人を追ってしまったようで……』

　その報告を受けたディセウムは、天を仰いだ。

「アールスハイドの通信機に連絡を入れるなりすればいいものを……」

『連合軍の話では、街にいた魔人を全て倒した後に、逃げた魔人がいることを知ったそうで……相当慌てていたそうですから』

　イレギュラーな事態が起こり、焦しよう燥そう感かんから先走ってしまったのかと、深い溜め息を吐くディセウム。

　いかに超絶な力を持っているとはいえ、彼らはまだ十五～六の少年少女たちだ。

　現場で冷静な判断をすることなど、まだ無理なのだろう。

「それで、魔人がこちらに向かっているというのは間違いないのか？」

『魔人は我々を避けた後、真っ直ぐ走り去って行きました。途中で方向転換などをしなければその先にあるのは……王都です』

　魔人を逃がしてしまったシンたちと、その逃げた魔人を意図せず王都の方角へ誘導してしまったアールスハイド軍に対して深い溜め息を吐くディセウム。

　街にいた魔人は全て討伐したと報告を受けたのに、たった三人魔人を逃がしただけで途端にピンチに陥った。

　こうなれば仕方がないとディセウムは振り向き、ある一点を見つめた。





　　　　　◆






　浮遊魔法により高速で飛行しながら魔人を追っているが、一向に魔人を捕捉できない。

　本当にこの先にいるのか？

　ひょっとして途中で進路を変更したんじゃないだろうか？

　それとも、初めから方向がズレていたのではないか？

　そんな疑念が頭をよぎる。

「オーグ！　本当にこっちでいいのか!?」

「そんなこと分かる訳ないだろ!!　とにかく、今は全力で奴らを追うぞ!!」

　やっぱりオーグは相当焦ってる。

　マズイな……俺は正直、魔法の威力には自信があるけど、こういった軍事行動はサッパリだ。

　そもそも、高等魔法学院では戦術論なんかやらない。

　ああいうのは、軍に入ってから習うものだ。

　前世でも、その辺りの知識にはかなり疎かった。

　シミュレーションゲームとか苦手だったし……。

　アルティメット・マジシャンズでは、オーグがその行動の方向性を決めてきたけど、これだけ冷静さを失っていると判断ミスを犯すかもしれない。

「オーグ！　とりあえず落ち着け！　いざとなったらゲートでアールスハイドに行けばいいんだ！　手遅れになることなんかない！」

「分かっている！　とりあえず今は魔人を追うぞ！」

　俺たちは、逃げたと思われる方角に向けて真っ直ぐに進んでると思っていた。

　オーグも、そして俺も冷静ではなかったんだろう。ここで一つの違和感に気が付かなかった。

　アールスハイド軍に遭遇していないことに。

　魔人を取り逃がしてしまったことへの後悔。

　一向に見つからない焦り。

　アールスハイドは皆の故郷であり、家族がいて友達がいて……それぞれに大切な人がいる。

　そのアールスハイドが魔人に襲われてしまうかもしれないという恐怖。

　それらが俺たちの心を支配し、冷静な判断力をなくしてしまっていた。

　冷静だったなら、こちらに向かってくるアールスハイド軍と遭遇していないことに気付いていただろう。

　そして、魔人に遭遇しなかったかどうか確認するため、アールスハイド軍を捜していただろう。

　さっき俺自身が言ったように、最終的にはゲートがあるから手遅れにはならないのだから。

　しかし冷静さを失っていた俺たちは……そのことにまったく気付かなかった。





　　　　　◆






「それにしても……シンたちが現れませんね」

「ひょっとしたら、ゲートでアールスハイドに先回りしてるのかもしれねえな」

　魔人たちと遭遇し、逃げられてしまったアールスハイド軍は、シンたちを信じ行軍を続けている。

　魔人たちが現れてからしばらく経過したが、一向に現れる気配のないシンたちに、ジークフリードは次第に心配になってきていた。

「さっき連合軍に連絡を入れた時には、シンたちは魔人を追って行ったんスよね？」

　アールスハイドに連絡を入れた兵士は、通信機を所有している連合軍にも連絡をしていた。

　その際に、シンたちがすでに魔人たちを追って飛び出して行ったという報告を受けていた。

「ああ、例の空を飛ぶ魔法で追いかけていったらしいぜ」

「確か、アールスハイドからスイードまで数時間で行けるらしいッスからね。それでシンを見ないとなると……」

　ジークフリードの言葉から、彼が一つの可能性を危き惧ぐしていることはルーパーにはすぐに分かった。

「見当違いの方角を追跡している……か」

　その可能性は十分にある。

　この魔人領は、元々帝国の国内だったのである。

　となると当然、街と街や村を繋ぐ街道が整備されていないと物流が成り立たなくなり、国として機能しない。

　だが、魔人が現れたのは、街道沿いでもなんでもない場所だった。

　もし、シンたちが街道に沿って追跡しているとしたら……。

「……マジで間に合ってくれよ……」

　ルーパーは、祈るような気持ちでアールスハイドがある方角を見つめていた。
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　一向に見つからない魔人の痕跡。

　これだけ見つからないと、いよいよ決断しないといけない。

　その決断とは……。

　俺たちは追跡する方向を間違った。

　もう、この広い魔人領で魔人たちの後を追うことは、ＧＰＳグローバル・ポジシヨニング・システムでもない限り不可能だ。

　なので追跡は諦め、ゲートで王都に行き魔人たちを待ち構える。

　ただし、魔人が現れなかった場合、逃げた魔人の行方が分からず放置することになってしまう。

　それでもアールスハイドにゲートで移動するかどうかということである。

「オーグ！　これ以上の追跡は無理だ！　一旦アールスハイドに戻ろう！」

　そうオーグに伝えると、一旦地上に下りた。

　そしてオーグの顔を見ると……。

　歯を食いしばって怒りの表情を浮かべていた。

　こんな表情は見たことがない。

　本当に悔しそうだが、今はそんなことより目の前の問題を解決する方が先だ。

「……仕方がない。魔人どもを取り逃がす可能性があるがアールスハイドに先回りして魔人を迎え撃つぞ！」

　魔人を討伐したい気持ちと、王都を守りたい気持ちを天秤にかけ、王都の方を選んだのだ。

　普段のオーグなら、間違いなくアールスハイドに戻ることを選択するだろうと思っていた俺は、すでにアールスハイドにゲートを繋いでいた。

　そして戻ってきた王城は、正に蜂の巣をつついたような大騒ぎだった。

「な、なんだ？　どうした？」

　なんで、王城がこんなに大騒ぎになっているんだ？

「ああ！　殿下！　ウォルフォード君！」

「おい！　どうした！　この騒ぎはなんだ!?」

　声をかけてきた兵士さんに、オーグが詰め寄る。

　すると、その兵士さんは驚きの回答をした。

「先程、魔人領に派遣されている軍隊より連絡が入りました！　魔人と遭遇、交戦したが逃げられ、ここアールスハイドに向かったとのことです！」

「な！　なんだと！」

　アールスハイド軍は魔人に遭遇していた!?

　そういえば俺達はアールスハイド軍には遭遇してないぞ!?

　ということは……見当違いの方角に向けて俺達は追跡していたことになるのか。

　くそっ！　見つからないはずだ！

　それに、アールスハイド軍は、一度アールスハイドを出た後、旧帝都に向けて進軍し、その後方向転換をして魔人の集まっていた街に向かっていたはずだ。

　つまり、アールスハイド軍は、アールスハイドと街の一直線上にはいなかった。

　一直線にアールスハイドを目指した俺達とすれ違うはずもない！

「クソッタレ!!　なんで最後の最後でこうも行動が裏目にでるんだ!!」

　オーグの口調が今まで以上に荒れてきた。

　思わず叫んだオーグだったが、あることに気が付いて兵士さんに再度問いかけた。

「おい！　予備兵団はどうした!?」

　アールスハイドにいる全軍が今回の作戦に参加している訳ではない。

　一部国内に留まって、いざという時に備えていた。

　オーグはその予備兵団の運用について確認していた。

「先程の連絡で、魔人どもが出現する地域を割り出しました。その出現予想地域である国境付近で元々待機させておりましたので、通信機で連絡を入れました。迎撃の準備は整っていると思われます！」

「その国境付近とはどこだ!?」

「先の帝国との戦争にて戦場になった平原です！」

「国境付近の平原……」

　それは……マズイ。

「誰かそこに行ったことがある人！」

　その場所は知ってる。

　過去に何度か帝国との戦場になった場所だ。授業で習った。

　特に何か特徴がある場所ではない。

　だから戦場に選ばれるのだが、何もないってことは……。

「くっ！　私はない！」

「あの……私もありません……」

　オーグとシシリーが申し訳なさそうに答える。

　他の皆も首を横に振る。

　やっぱりか！

　観光名所も何もないところにわざわざ行くやつなんていないよな。

「ゲートは無理だ！　もう一度飛んでいくぞ！」

『おお！』

　俺は、誰も行ったことがない平原へのゲートの使用を諦め、もう一度浮遊魔法でその平原まで飛行することにした。

　急がないと、予備兵団と魔人たちの交戦が始まるかもしれない。

　魔人は元々俺たちが引き受ける予定だった。

　戦力が上がったとはいえ、兵士さんたちではまだ荷が重いからだ。

　ここまで追い詰めて、犠ぎ牲せいなんか出してたまるか！

　その思いで国境付近の平原を目指した。

　そして、平原が見えた時、魔人の禍々しい魔力が予備兵団に近付いていることが確認できた。

「魔人の魔力！」

「くそっ！　もう予備兵団に接触するぞ！」

「間に合えええ!!」

　俺の意識は、魔人の魔力をとらえることに集中していた。

　なので、その存在に気付くことができなかった。

　もう間に合わないと、そう思った時……。

　魔人の魔力を巻き込んで、途と轍てつもなくデカい火柱が立ち上がるのが見えた。
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　王都から連絡を受けた予備兵団には、重苦しい空気が漂ただよっていた。

　魔人が、シンやジークフリードたちの包囲網をすり抜け、アールスハイドに向かっているというのである。

　シンが魔人たちの後を追跡し、追い付いたならよし。アールスハイドに戻り、そこで報告を受けこちらに援軍にきてもらってもいい。

　だが、アールスハイドからこちらにくるにしても、到着が遅すぎた。

　先程の報告では、シンたちは魔人が逃げたと思われる先を追いかけて行ったと連絡を受けている。

　予備兵団の兵士たちにとって最上の結果は、シンたちが魔人に追い付き、魔人を討伐すること。

　だが、未だその連絡は入っていない。

　ということは……。

　その状況が、兵士たちの間に重苦しい雰囲気が漂っている要因になっている。

「殿下たち、遅いな……」

「い、いやいや。まだ追跡してるんだって！」

「殿下たち、間に合ってくれるといいんだけどな……」

「こんなことなら、作戦前に式を挙げてくればよかった」

「お……お前……まさか……」

「……ああ。俺……この作戦が終わったら式を挙げるんだ……」

「ば、馬鹿野郎！　テメエはなんて……なんて馬鹿なことをしたんだ!?」

　あまりに立派な死亡フラグを建設していたことに、同僚が驚愕し怒声をあげる。

　ふざけているように見えるが、彼らは真剣そのものである。

「これはもう、俺たちの戦死は確定したな……」

「スマン……」

　重ねて言うが、彼らは真剣である。

　シンたちが追い付ければいいが、もし間に合わなかった場合、彼らの死はほぼ確定である。

　少しでも死を連想するようなことを避けたいと思っても無理のないことだろう。

　そんな重苦しい雰囲気が漂うアールスハイド予備兵団。

　その中の魔法師団員が、ついにその時がきたことを告げた。

『き、来ました！　ま、まじ……魔人です！』

　そのあまりに禍々しい魔力に怯えながらも、拡声魔法で全員に伝わるように大声をあげる。

　ああ……間に合わなかった。

　魔法師団員の報告を受けた兵士たちの最初の感想がそれである。

　魔人たちが現れたということは、後を追いかけていたシンたちは追い付けなかったのだ。

　ここには魔人に対抗できる戦力などない。

　兵士たちの脳裏には、魔人に蹂じゆう躙りんされ戦死する未来しか浮かばなかった。

　ここが人生の終着点か。

　全ての兵士がそう思った、その時。




「ほっほ。来よったか」

「なんだい、あれが本当に魔人かね？　ちと魔力が小さすぎやしないかい？」




　彼らを救う福ふく音いんがもたらされた。




「え……？　まさか……」

　今までいなかった老人が二人、急に現れたことで皆の視線が集まる。

　その兵士たちの視線には、まさかという思いと、そうであって欲しいという願いが込められていた。

「ほっほ。突然すまんのお」

「邪魔するよ」

　まるで近所の店にでも顔を出したかのような気軽さ。

　魔人が間近に迫っているなどとは到底思えない雰囲気。

　こんな時にこんな態度を取れる老人たちなど、他にいるはずもない。

「あ……あなたは……」

「ワシか？　ワシはマーリン。マーリン＝ウォルフォードじゃ」

「メリダ＝ボーウェンだよ」

　近くにいた兵士の問いかけに、その老人たちは、皆の期待通りの名を名乗った。

「け……賢けん者じや様さま……」

「賢者様だ……」

「導どう師し様さままで……」

　絶望に打ちひしがれていた予備兵団に、その名が浸透していく。

　そして。

『ウオオオオオオオ!!　賢者様！　導師様ああ!!』

　歓声が爆発した。

「け、賢者様！　なぜ……どうしてこの場所に!?」

　予備兵団を率いる指揮官がマーリンのもとに駆け寄り、なぜここにマーリンがいるのかと訊ねた。

「なに。たまたま王城におったら、シンが魔人を取り逃がしたとディセウムに聞いての」

「孫の不始末はアタシらの不始末だ。責任は取らせてもらうよ」

　通信室にいたのはディセウムだけではなかった。

　ディセウムが視線を向けた先にいたのはこの二人。

　自分たちの孫がこの作戦の要になっているということで、戦況の確認のため作戦が始まって以降はディセウムのもとに詰めていた。

　そして、ディセウムからの依頼を受け、この場に馳せ参じたのだ。

「お……おお……神よ」

　指揮官は、王城に二人がいたことを神に感謝した。

　自分たちを救う偶然に感激し、神に感謝している指揮官に対して、マーリンは苦笑を浮かべながら話しかけた。

「それよりも、ホレ。もう魔人がそこまで来とる。離れとってくれんか？」

「巻き込まれるよ。さっさと退避しな！」

「は、はい！　総員退避！　賢者様と導師様の邪魔をするな！」

『ハッ!!』

　生ける伝説を目にし、彼らは何の躊躇もなく二人に道を譲った。

　そしてマーリンとメリダは大勢の兵士を背に従え、最前線に立った。

「あれが魔人かね？」

「シンの言う通りじゃのお。ヤツとは比べ物にもならんわ」

　目視できる距離まで近付いてきた魔人に対し、一切の気負いはない。

「まったく、何をやってるのかねえあの子たちは。通信手段を持っていながら、こんなに後手に回るなんて」

「まあ、それは終わってからでエエじゃろ。それより」

　魔人を見据えたマーリンは……。

「一発お見舞いしようかの」

　いつもの好こう々こう爺やの穏やかな笑顔ではなく、獲物を前にした野獣のごとき獰どう猛もうな笑みを浮かべてそう言った。

　久し振りにその表情を見たメリダが、隣で溜め息を吐いていた。




　一方、近付いて来ている魔人の方は。

「おい！　軍が待ち構えてやがんぞ！」

「チッ！　やはり俺達の行動は読まれていたか！」

「どうする!?　また避けるか!?」

「いや！　これだけ展開されていたら無理だ！　どうせここに奴らはいないだろう。正面突破するぞ！」

「おう！」

　移動中の軍隊と違い、待ち構え幅広く陣を展開する予備兵団を避けるのは無理と判断した魔人たち。

　シンたちは、恐らく自分たちが逃げ出した街の攻略に当たっているから、ここにはいないだろうとの判断もあった。

　しかし、彼らは知らなかった。

　そこにもう一組、自分たちを討伐しうる存在がいることを。

　それを知らないまま、陣を正面突破しようとした魔人が……。

「「「グガアッ!!」」」

　突然巨大な火柱に包まれた。

「な！　何だ!?　この巨大な魔法は!?」

「ま、まさか奴らか!?」

　一発の魔法で大きなダメージを受けた魔人たちは、あの陣の中にシンたちがいるのではないかと目を向けた。

　しかし、そこにいたのは……。

「なんじゃ。一発でそこまでダメージを受けよるのか」

「こんな奴らに怯おびえるとは、今の子たちは情けないねえ」

　老人二人であった。

「な！　ジジイとババアだと!?」

「フッザけんな!!　こんなくたばり損ないにやられる訳ねえだろうがあ！」

「お、おい待て！」

　自分たちを攻撃したのが老人であったことに、魔人のうちの二人が激高。

　二人で飛び出し、マーリンとメリダに向けて攻撃魔法を放った。

　老人にこの攻撃が防げる訳がない。

　そう思ってニヤッとした魔人たちだが、その目が驚愕に見開かれた。

　メリダの展開した防御魔道具が、その攻撃の全てを防いでしまったのだ。

「こんな攻撃じゃあ、アタシの防壁にヒビ一つ入れられないよ」

　実にアッサリ、なんのこともないように言い放つメリダ。

「ホレ！　ボーッとするでないわ！」

　そして、自分たちの魔法が簡単に防がれ、呆然としているところに、再びマーリンから放たれる炎の弾丸。

　その炎は、孫のシンが使うのと同様に青白く、超高温の炎となっていた。

「な!?　この炎……グワアアア!!」

「や、奴らとおな……ガアアアア!!」

「お、お前ら！」

　マーリンの放った超高温の炎の弾丸を防ぎきれず、まともに被弾する二人の魔人。

　大ダメージを食らい、瀕死となった二人に、さらに追い打ちがかかる。

「これでとどめじゃ！」

　巻き起こったのは炎の竜巻、火か炎えん旋せん風ぷう。

　それは青白い炎ではなかったが、周囲の空気を巻き込みながら超高温に、かつ次第に大きくなっていく火炎旋風に、瀕死の魔人はなすすべもなく巻き込まれた。












　そしてマーリンが魔法を解除し、火炎旋風が消え去った後に残っていたのは、黒焦げになった魔人の遺体。

「あ……あ……ああああ……」

　瞬殺。

　残った魔人の頭に、自分たちを瞬殺していったシンたちの姿がよぎる。

　そして、残った魔人にはある確証が生まれた。

　間違いない。

　コイツがアイツらの師匠だ。

　一番戦闘を避けなければいけなかった相手の、親玉に遭遇してしまった。

「う……うわあああ!!」

　恐怖に駆られた魔人は、その場から逃げ出そうとした。

　しかし……。

「逃がすと思うとるのか？」

　魔人の行く手に炎の壁が立ち塞がった。

「ぐお！　熱っ！」

　そのあまりの熱に、魔人はその壁を突破することを躊ちゆう躇ちよした。

　そして、それが命取りとなった。

「これで終しまいじゃ!!」

　先程と同じ青白い炎が、今度は弾丸のような小ささではなく、槍となって魔人に襲いかかる。

「がは……グゾ……グゾオオオッ!!」

　複数の炎の槍に貫かれた魔人は、その場に倒れ、そのまま燃え尽き沈黙した。

　これで、各国に襲撃を企てた魔人は全滅した。

　終始圧倒し、全く危なげなく魔人を討伐したマーリンに、メリダが軽い感じで声をかけた。

「相変わらず、炎の魔法ばっかりかい。芸がないねえ」

「メリダ、お前……それが魔人を討伐した者に対する態度か？」

「はん！　この程度の奴を倒したところで自慢になんかなるもんかね」

「それもそうじゃな。ホレ、終わったぞい！」

　人間にとっての脅きよう威いを討伐した後とは思えない雰囲気で、話をしていた二人。

　初めてマーリンたちの戦闘を生で見た兵士たちは、本や舞台では伝わってこない、英雄の本当の実力を見て呆気に取られてしまっていた。

　だが、マーリンからの終了宣言を聞くと、徐々に意識が現実に戻ってきた。

　そして……。

『ウオオオオオオ!!　賢者様!!　導師様!!』

　大歓声が巻き起こった。

　そんな大歓声が響くなか、とある声がマーリンを呼び止めた。

「じーちゃん!!」





　　　　　◆






　もう間に合わないと思ったその時に巻き起こった巨大な火柱は、爺さんの魔法だった。

　そして爺さんは、そのまま魔人の残党をあっという間に討伐してしまった。

　その際、爺さんが使ったのは得意の炎の魔法。

　しかも、俺が使うのと同じ、青白い炎を使っていた。

　さすが爺さんだ。常に自分を向上させることを忘れてない。

　魔人との戦闘も、終始圧倒してたしな。

　爺さんの戦闘を初めて見たであろう他の面々は、その光景に呆然としていた。

「さ……さすがにシンのお爺さんね……」

「ウム。過去に業ごう火かの魔ま術じゆつ師しと呼ばれただけのことはある。凄まじい炎の魔法だった」

　感心しているマリアとオーグだったが、オーグが何か気になることを言ったぞ？

「業火の魔術師？」

「なんだ、知らないのか？　マーリン殿は賢者と呼ばれる前、業火の魔術師と呼ばれるほど炎の魔法が得意な魔法使いだったのだぞ？」

「そ、そうなの？　っていうか、なんでそんなこと知ってんの？」

「マーリン殿の『英雄物語』に書いてある」

　オーグの言葉に全員が頷うなずく。

　そ、そうなんだ……身内の英雄譚なんて恥ずかしくて読めないから知らなかった。

　っと、それより爺さんたちのところに行かないと。

　俺たちは予備兵団の頭上を飛び、爺さんとばあちゃんに呼びかけた。

「じーちゃん!!」

「ん？　おお、シン」

「今頃来て何やってんだい！　アンタは!!」

「わ！　ゴメン、ばあちゃん！」

　声をかけたらばあちゃんに叱られた。

　そりゃそうだ。皆を危険に晒してしまったんだから。

「お待ちくださいメリダ殿。シンはよくやりました。奴らを取り逃がしたのは、先走った者がいたからで……」

「殿下。そういう現場の事情はね、民衆は理解してくれないもんさ。魔人を取り逃がした。そのことが民衆にとっては重要なのさ」

「……」

　確かに。現場にいた人間はそれをしょうがないと見てくれるだろう。

　だけど、現場の事情を知らない人から見れば……魔人を取り逃がし自分たちを危険に晒した方を重要視するんだろうな……。

「取り逃がしてからの対応にも問題があるね。誰か、アールスハイドに連絡を取った者はいるのかい？」

「それは……」

　ばあちゃんからの指摘に、オーグが言いい淀よどむ。

　アールスハイドに連絡を入れたのは、ジークにーちゃんたちアールスハイド軍であって俺たちじゃない。

「途中でアールスハイド軍にも遭遇しなかっただろう。おかしいと思わなかったのかい？」

「魔人の痕跡を追うことに必死で……全く気付いていませんでした」

「殿下。このチームの中で、殿下は司令塔的な役割を担っているんだ。そんな人間が冷静さを欠いちゃあいけないねえ」

「……はい。申し訳ありません」

　連絡が入ったということは、アールスハイド軍は魔人と遭遇したということだ。

　もし俺たちが、アールスハイド軍と遭遇していないことに気付き、彼らを捜していれば魔人が逃げた正確な方向を知ることができたはずだ。

　であれば、真っ直ぐに追跡し追い付くこともできたかもしれない。

「何人かアールスハイドにゲートで先行することもできたはずだよ。そうすれば王都経由でアールスハイド軍にも情報が入り警戒できていたはずさ」

「あ……そうか……」

　無線通信機を渡してないから連絡がとれないと……そう思い込んでしまった。

　そうだよ。アールスハイドからの通信はできるんだから、そっちから連絡してもらえばよかったんじゃないか。

　それに、連合軍と定期連絡も取り合っているんだから、そちらから連絡することもできた。

　……まったく思いつかなかった。

　魔人を取り逃がしたことに焦りまくって、とにかく後を追うことしか考えていなかった自分たちの考えの浅さに、皆で落ち込んでいると、ばあちゃんが追い打ちをかけてきた。

「シン。アンタ、あの無線通信機はどうしたんだい？」

「あれは……まだ試作品だから、チャンネル数が足りなくて……」

「確か、全員と話ができるんじゃなかったのかい？　なんで渡さなかった？」

「それは……聞かれるとマズイ話とかあるかもって思って……」

「……仲間内の内緒話かい？」

「……」

「はあ……まったく……」

　そう溜め息を吐いたばあちゃんに……。

「このお馬鹿!!　その内緒話を優先したせいで、どれだけ混乱が起きたか分かってるのかい!?」

　思い切り怒鳴られた。

「今回のことはいい教訓になっただろう。連絡を怠おこたると、冷静さを失うと、どういうことが起きるのか。皆肝に銘めいじておきな！」

『は、はい!!』

　はあ……せっかく魔人を討伐したのに、最後にミスを重ねたことで帳消しになった気分だよ……。

　でも、ばあちゃんの言ってることに何一つ間違いはない。

　イレギュラーな事態に焦った俺たちが、咄とつ嗟さの判断を誤りまくったのが原因だ。

　そもそも、魔人を途中で見つけたことがイレギュラーだった。

　その時に最初から街を取り囲んでいればよかったのかもしれない。

　アリスたちを俺が迎えに行き、ゲートで戻れば日数も短縮できたし、先走った輩を出すこともなかったかもしれない。

　振り返れば反省点ばっかりだよ……。

「メリダよ、もうそれくらいでよかろう。この子らはまだ十五～六なんじゃ。失敗もあろうて」

　爺さんが助け舟を出してくれたことで、ようやくばあちゃんの説教が終わった。

「じゃがのお、メリダの言うことはもっともじゃ。皆、これから連絡や報告は密にせんといかんぞ？」

『はい……』

「うむ。若者は失敗して成長するのじゃ。今までが上手く行きすぎておったのじゃな。幸いなことに、魔人を取り逃がしたことに対する被害は出ておらん。これを教訓にし、いい勉強ができたと、そう思いなさい」

『はい！』

　報ほう連れん相そうって……前はよく言われてたのになあ……。

　この世界に生まれてから、報告や連絡が必要なことは全部周りがやってくれてたから、完全に頭から抜けてた。

　いくら魔法の力が強くなっても、それを活かすことができないんじゃ全く意味がない。

　今回のことは、ちょっと自うぬ惚ぼれていた俺に、大きな教訓を与えてくれた。

「それで？　これで終わりなのかい？」

「え？　ああ、いや……どうなんだろ？」

　ばあちゃんの問いかけに、これからどうなるのか分からなかった俺は、オーグを見た。

「魔人はこれで全てではありませんが、襲撃を企てた魔人どもはこれで全滅です」

「ということは、まだ魔人は残っているのかい？」

「はい。彼らを魔人化させたと思われるオリバー＝シュトロームはまだ健在です」

「じゃあ、まだ終わっておらんのか」

「それが……」

「どうかしたのかの？」

　オーグは、討伐した魔人が自爆する直前に話した内容を、爺さんとばあちゃんに伝えた。

「フム……シュトロームは帝国を滅ぼすことが目的だったと。そしてそれを達成してしまったら満足したと」

「魔人は確かにそう言っておりました」

「なるほどのお……」

　爺さんとばあちゃんは、何か考えごとをし始めた。

　どうしたんだろ？　何か思い当たることでもあるのか？

「……シュトロームは帝国に何か恨みでもあったのかねえ……」

「それはなんとも……ただ、帝国を滅ぼしたいと願ったということは、おそらくそういうことなのでしょう」

「うーん……」

　ばあちゃんは腕を組み、眉をひそめて考え出す。

　そして、自分の出した答えを話し始めた。

「もしかしたら……帝国を滅ぼしたいほど恨んだことが、魔人化につながったのかもしれないねえ……」

「魔人化？」

「ああ。今まではっきりとは言えなかったけど、シュトロームが魔人化した理由がそれなら、ある仮説が成り立つのさ」

　そう言ったばあちゃんは、俺達を見渡し。

「魔人化するのは、魔力の暴走だけじゃない。何か、強い恨みや憎しみを心に込めて魔力を暴走させると魔人化するのかもしれないねえ」

　魔人化についての仮説を口にした。

　そのばあちゃんの仮説を聞いて、俺はいくつか納得がいったことがあった。

「……そうか、シュトロームが帝国の平民ばかり魔人化させていったのは……」

「帝国の平民といえば、虐しいたげられている最たるものだからねえ、帝国に対し強い恨みや憎しみを持っていても不思議じゃあない」

　街を襲う度に魔人が増えていったのはそういうことか。

　帝国の平民は貴族にとって、搾さく取しゆの対象だ。

　その街を治めている貴族や帝国そのものに強い恨みを持っているだろう。

　そこをついて仲間を増やしたのか。

「だけど、元が帝国への強い恨みで魔人化したのなら、それを達成してしまった今、シュトロームの胸中はどうなってる？」

「……やることがない？」

「おそらくね」

　だからシュトロームは出てこなかったのか。

　でも、今まで虐げられていた平民たちは、虐げてきた連中を圧倒する力を持ったことで野心が芽生えたと。

　なぜ魔人が仲間割れしてしまったのか、その理由の一端が分かった。

　だんだん、今回の騒動の原因が見えてきたぞ。

「なら、後はシュトロームを刺激しないようにすれば万事解決ですか？」

「……そう上手くいけばいいけどねえ……」

　希望的推測を話すオーグに、まだ少し不安そうな声をあげるばあちゃん。

　まあ、相手は魔人だしな。

　魔人になってから価値観が人間のものとは変わったみたいなことを言っていたから不安もある。

　けど、今攻撃性を示していないものを刺激する必要もないだろう。

　皆をいたずらに危険に晒す必要はない。

「シュトロームのことは後程考えるとして、ひとまず魔人を全て討伐したことを連合軍に伝えてきます」

「ああ。アタシらもアールスハイドに戻ってるよ」

「ほっほ。ではまたの」

　そう言って爺さんがゲートを開こうとした。

　俺は、一つ気になったことをばあちゃんに訊ねた。

「ばあちゃん。さっきの魔人化の仮説だけどさ……なんでその仮説に行きついたの？　昔討伐した魔人のこと、ひょっとして何か詳しい事情を知ってるの？」

　俺のその質問に、爺さんとばあちゃんの二人が一瞬暗い顔をした。

「シン」

「なに？　じいちゃん」

「それは、また後での……」

　そう言って、爺さんとばあちゃんはゲートを潜って行ってしまった。

　あれは、何か知ってる。

　けど……二人の過去の暗い部分に当たるのかもしれない。

　でないと、あんな顔は……。

　後でと言っていたけど……あんまり聞いちゃいけない話だったのかも……。

「シン君」

「え？」

　身内とはいえ不ぶ躾しつけだったかも……そう思っていると、シシリーに話しかけられた。

「大丈夫ですよ。話したくないことは話さないでしょうし、お話ししてくれるというなら大丈夫な内容なんですよ」

「……そうか」

「そうですよ」

　……そうだな。

　後でって言ってたし、大丈夫なんだろう。

「ありがとシシリー」

「フフ、どういたしまして」

　怒られたり、不躾なことをしてしまったり、沈みがちだった心が上向いてきた。

「よし！　連合軍に合流して報告しにいこうぜ！」

　こうして俺たちは、魔人たちが集結していた街にゲートを開いた。





　　　　　◆






　平原から王城に戻ったメリダは、思い付いたが口にしなかった懸念を、マーリンにだけ聞こえるように呟いた。

「何も目標がなくなった者が……この世の全てに価値を見出せなくなったとしたら……」

　メリダは、起こってほしくない未来を想像した。

「当たってほしくないねえ……」

　そう呟くメリダを、マーリンは複雑な顔で見ていた。





　　　　　◆






　ゲートで魔人の集まっていた街まで戻ると、そこにはもう連合軍はいなかった。

　帝都に向けて移動を開始したんだろう。

　俺たちはそこから帝都方面に向けて浮遊魔法で連合軍を追いかける。

　間もなく追い付いたのだが、そこで見たのは、合流したのであろうアールスハイド軍と連合軍で魔物の群れを挟み撃ちにし、討伐している光景だった。

「これは？　なんでこんな状況に？」

「お！　シン！」

　魔物の群れを挟きよう撃げきしているという不思議な光景に首を傾げていると、アールスハイド軍の中からジークにーちゃんに声をかけられた。

　浮遊魔法を解除して地上に下り、ジークにーちゃんのもとへ行く。

「魔人はどうした!?」

「ジークにーちゃんたち、魔人に遭遇してたんだね」

「そうだよ。魔人を取り逃がしたことに気付いてなかったのか？」

「いや、すぐに気付いて追いかけたんだけど、見当違いの方向に追いかけてたみたいで……」

「それで魔人の後から現れなかったのか。それより、通信機があるんだからすぐに連絡してくれればよかったのに」

「え、でも通信機は後方から追いかけてくるって……」

「馬鹿、通信機の側にいるのが一人な訳ないだろ。緊急連絡用に何人かいるんだよ」

「し、知らなかった」

「まったく。急に魔人が現れたからビックリしちまったぜ」

　そりゃそうだよ。

　通信機の線を地中に埋めながら移動してるんだ。

　一人な訳ない。

「……」

　オーグも今気付いたのだろう。

　焦って色んなことを見落としまくったので、非常に悔しそうな顔をしている。

　本当に……魔法使いなのに冷静さを失うなんて……魔法学院の制服の青は、冷静の青なんじゃなかったのかよ。

「ごめんなさい……」

「いいかシン。作戦行動において、連絡の重要性はだなぁ」

「あの……ばあちゃんにもう散々叱られたから」

「そ……そうか。メリダ様に叱られたか……ならこれ以上説教すんのは酷だな」

　ジークにーちゃんも連絡の重要性について何か言おうとしてたけど、ばあちゃんに怒られたって話をしたら、同情の視線を向けられた。

　ジークにーちゃんもばあちゃんが怖いのね。

「で？　魔人はどうした」

「じいちゃんが討伐したよ。それよりジークにーちゃん。何この状況？」

「マーリン様が討伐した!?　そっちこそなんだその状況!?　俺も見たかった！」

「そんなことより、状況は？」

「お、おお。実はお前らと行き違いになった後、連合軍と合流しようと進軍したんだけどな。途中で魔物の群れに遭遇しちまってよ。戦闘になってたら、連合軍が合流したんだよ」

　そういうことか。

　偶然、挟撃になってしまったと。

「お前らの手を煩わせることもないから、見物してろよ」

「そうなんだ。災害級いないんだね？」

「いや、いるぞ？　ホレ、あのでっけえ熊」

「え？　災害級いるのに、大丈夫って……」

「いいから、見てみろよ」

　ジークにーちゃんにそう言われて、災害級の熊を見る。

　災害級だけあって大型の熊とは大きさの桁けたが違うな。

　その災害級の熊に、魔法師団の魔法が炸裂する。

　ダメージは大したことないけど、熊の意識が魔法師団に向いた。

「ホラ！　上！」

　その言葉で熊の頭上を見ると……。

「でええやあああああ!!」

　見覚えのある女性騎士が降ってきた。

「は？　はあああ!?」

　なんで空から騎士が降ってくんだよ！

　っていうかあれって……。

「お前が考案したんだろ？　あの『ジャンプ突き』」

　考案って、遊びでやっただけだよ！　なんでミランダが知ってんの？　っていうか、なんで実戦で使ってんの？

「やだミランダ……あれ遊びの技だって言ったのに」

　ミランダに伝えた犯人はマリアか！

　上空から降ってきたミランダは、剣の鍔つばに足を掛けるとそのまま熊の首筋にぶっ刺した。

　なんでそれで、そんなに正確に攻撃できんのさ!?

　しかも、続けて柄を取り外し、剣の尻に足を掛けたと思ったら、ジェットブーツを起動して刺さった剣を奥深くまでめり込ませていた。

　エグイ使い方するなあ！　おい！

　その一撃がもとで災害級の熊はゆっくりと倒れ、二度と動かなくなった。

　そして、よく見るとミランダだけではなく、あちこちで兵士が飛び跳ねていた。

　その光景に、俺たちは唖然とした表情で見入ってしまった。

「ナニコレ？　魔法師団が無詠唱なのはいいとして、空飛ぶ騎士団って……」

「まあ、使ってるのがシンの開発した道具だからな。発想もシン寄りになるんだろう」

　マリアの率直な感想に、失礼な感想を重ねるオーグ。

「俺、関係なくない!?」

　俺の道具を使うと、思考が俺寄りになるってどういうことよ!?

「ああ！　それ分かる！　シン君に関わると、皆思考がシン君みたいになるよね！」

　なぜかアリスが激しく同意しているが、さらに必死なのがジークにーちゃんだ。

「そうだろ!?　皆そうなるよなあ!?　俺だけじゃないよなあ!?」

　なんで、そんなに必死なんだ。

「途中でジークの取った行動がシンのやりそうなことだったので、そう言ったんですよ。そしたらショックを受けたようで」

「あ、クリスねーちゃん。っていうか、ショックって……」

　俺の方がショックだわ！

「まあ、なんとなく分かりますけどね」

「クリスねーちゃんまで!?」

　なんて非ひ道どい兄と姉だ！

「変な意味ではなくてですね。シンの考え方は合理的というか……効率的というか、真似すると楽なんですよ」

　焦った……俺の行動が変態的行動の見本なのかと思ったぜ……。

「ジークが取った行動も、騎士が上空から剣を突き刺すのも、効率的でしょう？　それが、あまり皆の考えないことが多いから、シンみたいだと言われるんです」

「そ、そういうことか……」

　ジークにーちゃんの取った行動は知らないけど、確かに上空から勢いをつけて突き刺すのはダメージを与えるうえで効率的だ。

　複雑な心境だけどな！

　程なく魔物の群れの殲滅が終わり、俺たちは魔人追撃の結果について報告した。

『逃げた魔人は、アールスハイド国境付近で待機されていた賢者マーリン殿と導師メリダ殿によって討伐された！　これにより、各国に襲撃を企くわだてた魔人どもは、全て殲滅した!!』

　オーグのその宣言に、連合軍全てから地鳴りのような大歓声が起きた。

　アールスハイド軍も合流したから十万を超える大軍勢だ。

　その軍勢から歓声があがると凄まじいな。

『なお、まだ魔人は残っているが、これらは侵攻の意思がないと思われる。この後は魔人領内の魔物の掃討を行いつつ、各国で協議の上事態の収拾を目指すことになる。皆！　もう一息だ！』

　またしても巻き起こる大歓声。

　そして、これをもって俺達アルティメット・マジシャンズと魔法学院と騎士学院の学生たちはお役やく御ご免めんとなった。

　魔人がいなくなったし、災害級はまだ残っているだろうけど、アールスハイドからジャンプ突きが伝授された。

　それと、スイード方面連合軍から、ユーリが作った魔道具の貸し出しの申し込みがあった。

　あれがあれば、魔物討伐がより効率的になると熱弁され、それを聞いていた各国のためにデモンストレーションをすると、各国からも貸し出しの申し込みが相次いだ。

　魔人がいなくなり、騎士団がジャンプ突きを覚え、ユーリの魔道具を貸し出すことで、俺たちがいなくても大丈夫だという判断が下されたのだ。

　これ以上、学生である俺たちに頼りっぱなしになる訳にはいかないとも言っていた。

　やはり、自分たちの平和は自分たちで守りたいらしい。

　魔法学院と騎士学院の生徒たちの方も、もう学生を動員してまで戦力の増強を図る必要はないと判断されたからだ。

　引き上げる時に、ミランダが残りそうになっていたのはご愛あい敬きようだ。

　ちなみに、俺も攻撃用の魔道具を作って提供しようかと思ったが皆に全力で止められた。

　俺の攻撃用魔道具を使うと、人間の住める土地でなくなってしまうからというのが理由だ。

　まだ作ってもいないし、そもそもどんな魔道具かも言ってないんだけどな。

　……泣いていいかな？

　そして、無線通信機を渡していなかったことが元で混乱してしまった教訓から、各国にオープンチャンネルのみの無線通信機を渡すことになった。

　今は手持ちがないので作成し次第、各国の情報部に渡し、リアルタイムで情報のやり取りをし、効率的に魔人領内の魔物討伐を進めるとのことだ。

　エルスの指揮官が今にも商談を迫りそうな勢いで突っ込んできたが、エルスの他の兵士さんたちで押し留めていた。

　アールスハイドに戻ったら、無線通信機の改良を進めないといけないな。

　そして、連合軍の最終目標は、旧帝都以外の全ての地域で、魔物をある程度討伐すること。

　魔人領は、前の世界でいうところのドイツより少し大きいくらいの国土面積はある。

　その国中の魔物を全て殲滅させるなんて土台無理な話だ。

　そして、シュトロームを刺激しない程度の距離を置いて陣を設置することで、この作戦の終結とした。

　その後は、各国で再び協議し、シュトロームに対する扱いや付き合い方をどうするのか決めることになる。

　そこに、俺たち学生の入る余地はない。

　こうして俺たちの役目は終わり、後の魔物討伐作戦は連合軍の兵士達に任せ、アールスハイドに帰還した。





　　　　　◆






「終わってしまいましたねえ」

　離反した魔人たちがすべて討伐されてしまったと報告を受けたシュトロームは、残念そうに呟いた。

　その声色は、元とはいえ同輩が全滅したことを悔しく思っている様子ではなく、娯楽が終わってしまったことを残念がる様子だった。

「せっかく少しお手伝いをしてあげたんですけどねえ」

　シンたちに少しでも苦戦してもらうためにとった行動も、あまり興味をそそる結果をもたらさなかったことにも不満がありそうだった。

「シュトローム様。

　これから如何いかがいたしますか？」

　側に控えていたゼストが、今後の予定をシュトロームに問いかけた。

　そして今日も、この場にミリアの姿はない。

「さて……。

　どうしましょうかねえ」

　シュトロームは玉座に肘をつき、本当につまらなそうに、そう呟いた。





〈つづく〉











あとがき






『賢けん者じやの孫まご』七巻を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　原稿を本にする前に必ずあるのが校正なのですが、毎回校正され送られてくる原稿を見るのが怖くてたまりません。

　句く読とう点てんの位置が違うとか、誤字などの指摘はそこまで恐怖ではありません。

『言葉の間違い』を指摘されることが恐怖なのです。

　自分の知ってる言葉を使いたくて使ってみたら『その言葉はこういう意味ですけど、大丈夫ですか？』という指摘が入ります。

　その文字を見るたび、知ったかぶりを指摘されているようで、たまらなく恥ずかしいのです。

　なので校正された原稿が届くと、その封筒を開けるのに少し時間が掛かります。

　勇気がいるんですよ。

　そんな毎回毎回訪れる校正というピンチをなんとか乗り切り、今回も無事出版までこぎつけることができました。

　毎度お世話になっている担当Ｓ氏。

　今回も美び麗れいなイラストを提供していただいた菊きく池ち先生。

　そして、読者の皆様のお蔭だと感謝しております。

　さて、そんな色んな方のご協力によって完成した七巻では、マーリンとメリダに少しだけスポットが当たります。

　二人の今回の出番は少しだけですが、次は違います。

　実は、次の巻は番外編になる予定です。

　主役はマーリンとメリダ。

　それも、高等魔法学院時代からスタートします。

　自分の作品を「お楽しみに！」と言うのに物凄く違和感を覚える人間なので、そんなことは言いません。

　ですがマーリンとメリダの過去が気になる方は、発売までお待ちいただけると幸いです。

　それではまた、次巻でもお会いできることを願っております。











二○一七年　九月　吉よし岡おか　剛つよし
















著者

吉岡 剛

Tsuyoshi Yoshioka




元々はナレーターを目指して上京し、一応プロにはなったが鳴かず飛ばず。そろそろ潮時かと思っていたところに、趣味で小説投稿サイト『小説家になろう』に連載していた『賢者の孫』が編集者の目に留まり小説家デビューする。予想外の出来事に本人が一番困惑している。















イラスト

菊池政治

Seiji Kikuchi




職業絵描きとして活動しております。『巡ル結魂者』（講談社ラノベ文庫）、『今すぐ辞めたいアルスマギカ』（富士見ファンタジア文庫）、『蒼柩のラピスラズリ』『まよチキ！』（ＭＦ文庫Ｊ）、『ＢＡＬＤＲＳＫＹ』（戯画）、等々。

twitter:@S_kikuchi

http://americankenpou.blog74.fc2.com/



















イラスト／菊池政治

デザイン／coil　世古口敦志












電子版　ファミ通文庫




賢けん者じやの孫まご7




豪ごう勇ゆう無む双そうの英えい雄ゆう再さい臨りん








著　者　吉よし岡おか 剛つよし





[image: ]





2017年9月30日　発行





[image: ]Tsuyoshi Yoshioka 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『賢者の孫7　豪勇無双の英雄再臨』

2017年9月30日初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）













item/image/kuchie-004.jpg
R
=
Hi
=
F
U,
I

o O NI C I E S 04 i 1 35 A 0153






item/image/kuchie-002.jpg
MEKREESHTL
R VSNV D)

IESWEMIVINQ <”
EBMPROSEN-SH—2°

, M=-=REK

A%-

BEILLEED (/N
BT H-] \

JIUﬂ_ﬂ. &,mEt___ab.nE_gtﬁ \
7\ | #HOV 0 QIR o N

\ TRSEWDESNE IS UESHL® ‘
N, -





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p139.jpg





item/image/p258.jpg





item/image/p010.jpg





item/image/p173.jpg





item/image/p069.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章



		第一章　戦士たちの休息



		第二章　二つ名は悶絶と共に



		第三章　懸念と暗躍



		第四章　伝説の英雄



		あとがき



		プロフィール



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p312.jpg





item/image/p239.jpg





item/image/p194.jpg





item/image/midashi05.jpg
RO






item/image/midashi04.jpg
gR11 14






item/image/midashi03.jpg





item/image/midashi02.jpg
%iﬁﬁ@%ﬁ%





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/midashi01.jpg





item/image/p283.jpg





item/image/logo_fb.png





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p088.jpg





